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　登場人物紹介




アリシア・ライセン

通称『死神姫』。金で買われた花嫁。




カシュヴァーン・ライセン

『アズベルグの暴君』と悪名高い成り上がり貴族。




ノーラ・テルペス

ライセン家メイド兼カシュヴァーンの愛人（？）。




ティルナード・レイデン

名家・レイデン家当主の少年。




ルアーク

ライセン家に出入り自由の元（？）暗殺少年。




トレイス

カシュヴァーンの幼馴染兼執事。




セイグラム

ティルナードの教育係兼執事。



















　序章







　海を見下ろす切り立った崖がけの上で、聖女の名を継つぐ少女がひとり、海風を浴びている。

　時に強く、弱く、吹きすさぶ風は不規則に少女に襲いかかる。そのたび彼女が背負った偽にせ物ものの翼つばさは軋きしみ、肩にかかる長さの淡あわい色の髪と、白い法ほう衣えの裾すそが激しい音を立てて舞い踊る。

　と、悲鳴のようなそれらの音に、背後から草を踏んで近づいて来る足音が混ざった。

「……ナディールか？　用はない。下がれ」

　いつも人を逸そらさぬ笑みを絶やさない、〈翼の祈り〉教団第二階かい梯ていの高位にある聖職者。緋ひ色いろの髪の美青年の名を少女がぶっきらぼうに口にすると、背後に立った男は間延びした口調で応じた。

「アーシェル様がお呼びと……お聞きしましたが……用がないのなら……」

「待て、レオニアか。いいんだ、確かにお前を呼んだのは私だ」

　聖女アーシェルは慌あわててそう言って、踵きびすを返そうとしていたレオニアを引き留めた。

　今は吹きつける海風に前髪が乱れているため、三さん白ぱく眼がん気味の黒い瞳ひとみが見えているが、普段レオニアの顔は伸びた黒髪にほとんど覆おおわれてしまっている。身にまとった法衣もまた、風にあおられるまでもなく、見るも無惨に着崩れている。

　貴婦人さながらの薄うす化げ粧しようを施ほどこし、常に完かん璧ぺきに身なりを整えているナディール。先々代の聖女でもあり、冷れい酷こくなまでの謹きん厳げんさで知られたソルラスカ。この二人とレオニアが、同じ〈翼の祈り〉教団の急進派に身を置いていると思うとアーシェルは不思議な気持ちになった。

　そんなレオニアだからこそ、アーシェルは彼に好感を覚えている。

　だからこそ……こうしてひとり呼び出し、確かめたいことがあった。

　レオニアの眠そうな三白眼をまっすぐ見み据すえ、アーシェルは単刀直入に切り出す。

「──ユーランに天の裁さばきが下った。急進派の連中は賢さかしげにそう吹ふい聴ちようして回っているが、本当のところはどうなんだ。私はそれが知りたい」

　レイデン・アズベルグ地方での失敗の汚名をすすごうとしていたユーラン。シルディーン王国の宰さい相しよう家スタンバールの血を引く、穏おん健けん派の有力者。シルディーン王家の間かん諜ちようとの噂うわさは絶えなかったものの、当代アーシェルの花はな婿むこ候補でもあった彼。

　不信心で悪あく名みよう高いアズベルグ地方の領りよう主しゆ、カシュヴァーン・ライセンの始末を企たくらんだまではよかった。だがその過程で地方伯の血を流させようとする暴挙に出たため、神はユーランに死を与え賜たもうた。

　ナディールやソルラスカはしきりにそう繰り返すが、怪あやしいものだとアーシェルは思っている。一時期は穏健派に鞍くら替がえしていたレオニアが、ユーランが死んだからといってまたあっさりと急進派に戻るなど……あの二人がそれを赦ゆるすなど、裏取引があったとしか考えられない。

　いくら〈翼の祈り〉において「穏健派」「急進派」という呼称が、「まずは懐かい柔じゆう策を取る」と「邪魔者には可か及きゆう的てき速すみやかな死を」程度の違いしかなくても、だ。このわずかな差異を乗り越えることができず、両派は閥ばつは長年醜みにくく争っているのだから。

「報告なら……すでに……」

「聞いている。だが今一度、直接お前の口から聞きたい」

　はぐらかすまでの熱意はない、単に面倒そうなレオニアのつぶやきを、アーシェルは中途でさえぎった。声ならぬ声を視線にこめて、じっと回答を待つ。

　しかしレオニアの答えは、アーシェルの望むものではなかった。

「ユーラン様には……天の裁きが下ったのです……」

　アーシェルは、ただ淡い失望をため息に換えて吐はき出した。

　彼を責めないまでも未練を捨てきれず、違う切り口でより大胆な質問を投げかけてみる。

「レオニア。お前のような男がなぜ、ソルラスカはともかくナディールなどの言いなりになっている？」

　アーシェルがレオニアに好感を覚えているのは、だらしない格かつ好こうを平気でしているからだけではない。こう見えて手先が器用だったり、役立たずで有名な見習い聖職者の面倒を見てやっていたりと、だるそうな姿の奥に秘めたものを感じさせるからだ。

　けれど再び、アーシェルの期待は裏切られた。

「逆らうのも……面倒だからです……」

　この上なくレオニアらしい回答に、アーシェルはさっきより大きなため息をついた。

「……なるほど。お前が面倒くさがりなのは聞いている」

　買いかぶりすぎたかと、自じ嘲ちようの笑みを浮かべるアーシェルにレオニアは特に反応を示さない。それが余計に虚むなしさを増した。

　分かっていたことではないか。得意と噂される発明でさえ、レオニアにとっては面倒を解消する手段に過ぎない。

　教団入り自体、手っ取り早く衣食住を確保するため。元はいい家の出であるらしいのに、がつがつと出世しようとしないのも、今の気楽で責任のない立場が面倒がなくていいから。

「もういい」

　疲れを感じたアーシェルがレオニアを追い払おうとした寸前、彼は急にこんな指摘をしてきた。

「ずいぶん……お疲れのようだ……」

　瞬間アーシェルは眼を見張り、続いてむっとした。

　一体誰のせいで疲れたと思っているのかと、静かに怒っているアーシェルを尻目に、レオニアはよれよれの法衣の隠かくしに手を突っ込んだ。

「これを……」

「……これは？」

　レオニアが差し出したのは、ブローチ大の木彫りの肖しよう像ぞうだった。楕だ円えん形の蔓つる薔ば薇らの縁ふち取どりの中、笑っている眼鏡めがねをかけた少女。

　こういった肖像に表情があること自体珍めずらしいのに、木彫りの少女は微ほほ笑えむどころか全開の笑みを浮かべていた。作り手の技量も高いのだろうが、見ているこちらも思わずつり込まれてしまいそうな、明るい笑顔が強く印象に残る。

「リュクが……彫った物で……例の死神姫の……肖像です……」

　リュクとは、レオニアがなんだかんだで世話を焼いていると聞く元絵え師しの見習い聖職者。

　そして死神姫とは、カシュヴァーン・ライセンが買い取って妻とした名家フェイトリンの令嬢・アリシアのことだ。

「生きている時も……死んだ後も……何不自由なく……楽に暮らせるのがいいと……彼女は言いました……」

　唐突に語られた図ずう々ずうしい言葉にあ然とするアーシェルに、レオニアは手にしていた肖像を渡した。

「アーシェル様は真ま面じ目めだ……真面目すぎて……疲れている……極端な例ですが……こういう考え方をする者も……世の中には……いる……」

　反射的に受け取った肖像を、アーシェルが思わずしげしげと見てしまった時だった。

「貢みつぎ物とは感心なことだ。だが聖女アーシェル様とはいえ年頃の女性と、人目のないところで二人きりというのは感心しないな、レオニア」

　風に乱れた緋色の髪をさらりとかき上げながら、ナディールが突然姿を現した。

「では……俺はこれで……」

　短い辞去の言葉を残し、レオニアが今度こそ踵を返す。打って変わった素早い動きにやはりただ者ではない、とアーシェルが確信を深めていると、

「愛人が必要ならば、もっと若く見み目め麗うるわしい者をいくらでも用意させますよ？　私とご結婚いただいた後のお話ですが」

　下品な探さぐりを入れられ、アーシェルは嫌けん悪おを表情に出した。ナディールは気にする風ふうなく続ける。

「ユーランが死に、めぼしい花婿候補は最も早はや私だけ。そもそも彼を突然第二階梯に引き上げたのは、何かお考えあってのことかと思っておりましたが、他意はございませんよね？」

「……そういうわけではない」

　いつかも交かわしたような会話に辟へき易えきしながら否定すれば、ナディールはわざとらしい安あん堵どの笑みを漏もらした。アーシェルの手の中の肖像にちらりと眼を走らせながら、

「それはよかった。あなたが特別に眼をかけた者が、あのような失態を犯おかすなど、あってはならないことですから」

　垂たれ眼の目め尻じりをさらに下げて優美に微笑んだのも束つかの間ま、ナディールは意味ありげな視線を向けてくる。

「ですがアーシェル様は、失礼ながら私との婚儀にあまり前向きではないご様子だ。もしやソルラスカ様のように、聖職者になることをお望みですか？」

　聖女を降りた後、聖職者になったソルラスカ。その際彼女がどのような騒さわぎを起こしたかは知っているはずなのに、平気でこんなことを口にする。

　アーシェルは一層ナディールのことが嫌いになったが、彼はもっと際きわどい質問をしてきた。

「それとも、パーシア様のようにおなりになりたい？」

　パーシア。

　先代の聖女アーシェル。当代の〈翼の祈り〉教団第一階梯に在あるノートレーと結婚し、聖女を降りて人の名を名乗ることとなった女性。

　彼女が今どのような状態に陥っているか、無論知らぬはずなどないのに。

「……口のきき方に気をつけろ、ナディール」

「これは失礼。では、私もおいとましましょう……ですがせめて、お別れの挨あい拶さつだけでも」

　微笑んだナディールの手が伸び、アーシェルの手を取ろうとする。

　瞬間アーシェルが大きく身を引いたので、ナディールは微び苦く笑しようした。

「申し訳ありません、あまり異性に慣れていないあなたには」

「──口のきき方に気をつけろと言ったはずだ」

　語気を強めてアーシェルが繰り返すと、ナディールは無言で手を引く。その指先にまで塗られた白おし粉ろいが、ますます嫌悪感を強めた。

　一礼したナディールが視界から消えた瞬間、アーシェルはまたしても大きなため息をついた。ぐったりしながら手元に眼をやれば、肖像の中にはアリシアの脳天気な笑顔がある。

「変わり者だとは聞いていたが……意に染そまぬ結婚をし、お前はこのように笑えるのか……」

　精せい緻ちな彫り込みをそっと撫なでてみながら、アーシェルは海に向き直った。

「……会ってみたい」

　叶かなわぬ夢とは知っている。そんな権力は聖女にはない。それゆえの切実な響きが、彼女の独白にはあった。








　第一章　嵐の到来







　シルディーン王国北の辺へん境きよう、アズベルグ地方。

　起き伏ふくの激しい瘦やせた土地は、一年をとおして肌寒いのだが、折しも季節は冬の初め。この時期の風ふう物ぶつ詩しである激しい雷かみなりが轟とどろくたび、他の地方では減る一方と噂うわさされる国教〈翼つばさの祈り〉の敬けい虔けんな信者たちは、口々に聖せい句くを唱となえながらこれから始まる長く苦しい冬に思いを馳はせる。

　そんなアズベルグ地方のさらに北、黒い森のそのまた奥に領りよう主しゆの館やかたが建っている。

　あちこちに据すえつけられた翼ある怪物の像、裏手にある薔ば薇らの廃はい園えん、庭に並んだ黒い巨石群と薄気味悪い物ばかりを集めたような黒い屋敷は、内装までも漆しつ黒こくと深しん紅くで統一された悪趣味な作り。「ハルバーストの薔薇屋敷」とも「ライセンの石屋敷」とも呼ばれる曰いわくつきのものだ。

　夜空を裂さいて走る雷が恐ろしくよく似合うこの建物の広間では、舞台装置に相応ふさわしい一幕が繰り広げられていた。

「きゃああああッ！」

　真昼のような強い光に一拍遅れ、耳をつんざく雷らい鳴めいに、少女の大声が重なって響く。

「来ないで……」

　ずれた眼鏡めがねの縁ふちを押さえ、か細くつぶやく亜あ麻ま色いろの髪の少女の名はアリシア・ライセン。ここより南に広がるフェイトリン地方をかつて治おさめていた地方伯、フェイトリン家の令れい嬢じよう。

　先の夫を殺したとの不ふ吉きつな逸いつ話わから、「死神姫」というあだ名つきでライセン家へ嫁とついで来たのは今年の春先のことである。数々の噂うわさに反し、その容姿はせいぜいがまあ可愛かわいい程度の平凡なものだが。

「こ、来ないで下さい。来ないで……！」

　ふるふると首を振るアリシアの前に、長ちよう靴かの底を鳴らしながら長身の黒髪の男がゆっくりと歩み寄ってくる。怯おびえた野うさぎを前にした狼おおかみのような、余裕に満ちた足取りだった。

　薄い笑みを口の端に蓄たくわえ、黒ずくめの衣装に身を包んだ彼は、アリシアの夫である〈強〉公爵カシュヴァーン・ライセンだ。「アズベルグの暴君」と畏おそれられ、名家の血を引く妻を金で買った男。

「なぜだ？　アリシア」

　小柄な妻の顔を上から覗のぞき込むようにしながら、カシュヴァーンは不敵な笑顔で言った。メイドの血を引く成り上がりと評判の、優美さよりも武ぶ骨こつさが先立つ顔には似合いの表情だ。

「どうしてそんなに嫌がる？」

　ささやく低い声と、見下ろしてくる黒い瞳ひとみには、危険な艶つやが含まれている。

　続けざまに伸びてきた手に腕うでを摑つかまれそうになり、アリシアはびくっと身を竦すくめた。

「だ、だって……きゃあっ！　雷っ!!」

　近い場所に落ちたのか、今度は稲いな光びかりとほぼ同時に鳴り響いた轟ごう音おんにアリシアは大きな声を上げた。

　ただし悲鳴ではなく歓かん声せいだ。妻はたちまち夫そっちのけで、青い瞳をきらきらさせながら窓まど枠わくにしがみついてしまった。

「きゃあっまた！　すごい、今のをご覧になりましたカシュヴァーン様!?　空が白く光って、木々の影が白い空にくっきりと浮かび上がって！　私こういう挿さし絵えを何度か見たことがありますわ!!」

　名家とは名ばかりの貧乏暮らしをしていたせいで、安く手に入る恐怖小説が大好きになってしまったアリシアである。

　色っぽい雰ふん囲い気きをぶち壊こわされて憮ぶ然ぜんとしているカシュヴァーンに構わず、きゃっきゃと声を上げてはしゃぎ始めた。

「それに鳴り響く雷の中を追いかけ回されるなんて、恐怖小説そのものですわよね！　追いかけてくるのはやっぱり吸血鬼かしら？　ヒロインは逃げ回るか、それとも聖句を唱え……、きゃっ!?」

　本で読んだとおりだと、嬉うれしそうにしながら振り向いた瞬間、強ごう引いんに抱き寄せられた。

「あっ……や、こ、来ないでって、申し上げましたのに……」

　たちまちやって来た「おなかが痛い」に、アリシアは痛む部位を押さえて顔を赤らめた。ただしその手が押さえているのは腹よりもう少し上であり、そこのふくらみは同年代女性の平均を大きく下回る。

「雷なんぞに気を取られているからだ。……全く、怖こわがるならまだしも喜ぶんだからな」

　アズベルグ地方で生まれ育ったカシュヴァーンにとっては、冬の到来を告げる雷など忌いま々いましい以外の何物でもない。

　妻の注意を奪われたのも気に入らないらしく、アリシアはいきなりあごを取られて上を向かされてしまった。

「──なあアリシア。俺としては少なくとも今は、恐怖小説ごっこより恋愛小説ごっこをやりたい気分なんだが」

　余裕を取り戻した瞳と声でそう言われると、今も激しく鳴り響く雷鳴が耳から離れていく。

　代わって高まっていくのは心臓の鼓こ動どうと「おなかが痛い」感覚だ。

　このままいくと「おなかを壊した」の水準にまで達しそうなうずきにくらくらしながら、アリシアは懸けん命めいに返す言葉を探した。

「あっ、あ、そ、そうですの……？　カ、カシュヴァーン様がお望みでしたら……」

「じゃあ言ってくれ。俺のことが『好き』だと」

　改めてそう要求され、アリシアは頰ほおがほてるのを感じた。逃げるようにうつむくその耳元に、カシュヴァーンは含み笑いをしながら、

「誕生祝いにただひと言、その言葉が欲しいと頼んでいるだけだぞ。なのにどうして、こんな風ふうに逃げ回る？　言葉だけなら安上がりにすむし、それにちょっと前までは簡単に言ってくれたじゃないか」

　何かと気苦労が多い人生のせいか、見た目は三十代だとよくいわれるが、実は今夜はカシュヴァーンの二十三歳の誕生日。内うち輪わだけの祝いの席で、夫は妻にいきなりそう求めてきたのだ。

「それは……」

　確かにアリシアは何度もカシュヴァーンに「好きです」と言ってきた。

　お金持ちで優しくて寛かん容ような、私の理想の旦だん那な様、好きです、と。周囲の人々すべてに対して告げてきたように、ごく当たり前に。

　けれどもう彼への想いは、他の人々への「好き」と明確に区別されてしまった。「特別」な「好き」なのだとアリシア自身が認識してしまった。

　そうしたらなぜだろう。

　カシュヴァーンに「好き」という言葉を使おうとしただけで「おなかが痛」くなってしまい、どうしてもそのひと言が出てこない。

　他の面々には今でも平気で「好き」と言えるのに、彼に対してはうまく言えない。

「は……恥ずかしく、て……」

　夏の終わりに〈翼の祈り〉教団に拉ら致ちされ、戻ってきた後、もう何度かこういう状態にはなっている。そのたびアリシアは一生懸命に自分の状況を説明しているのだから、カシュヴァーンも事情を承知しているはず。

　なのにどうしてか、事あるごとに何度も何度も『好き』という言葉を要求してくるのだ。口元に蕩とろけそうな笑みを浮かべて。

「恥ずかしいとは？　俺のような男を好きだと恥ずかしい、ということか？」

「い、いいえ、そういうことじゃ……」

　口の中でもごもごつぶやくばかりのアリシアを見る、カシュヴァーンの眼がかすかに伏ふせられた。唇くちびるに浮かんでいたからかうような笑みが消える。

「……それとも俺のことなど、もう嫌いになってしまったか？」

「いいえ！」

　寂しげなつぶやきを、アリシアは思いきり強く否定した。

　途端にカシュヴァーンはにやっと笑う。

「じゃあ言えるはずだ」

　鈍どん感かんさでは定評があるアリシアにも分かるほどの見え透すいた引っかけだった。だまされたと知り、思わず恨うらみ言を口にした。

「最近意地悪ですわ、カシュヴァーン様……」

　目元を赤く染め、すねたようにつぶやいてみたものの、「おなかが痛い」は強くなる一方。

　第一とっくに答えは出ている。意地悪でも、強引でも、周りの評判がどんなに悪くても。

「でも……す、す……」

　最後のほうはぎゅっと眼をつぶって、アリシアはささやいた。

「す、す……す、す……好き……です……」

「……いい子だ」

　落雷の音に紛まぎれてしまいそうな愛あい妻さいの告白に、カシュヴァーンはあの蕩けそうな甘い笑みを浮かべる。

　そろそろと眼を開け、それを確認したアリシアはあまりの「おなかが痛い」に倒れそうになりながらも、視線でうながされるままつま先立ちの口づけを贈おくった。

「二十三歳、おめでとうございます、カシュヴァーン様……」

　ゆっくりと唇を離しながら、改めて祝いの言葉を口にする。

「ということは、カシュヴァーン様の見た目は三十四歳におなりになったのね……」

「……いや、わざわざ合わせてくれなくていいんだぞ？」

　初対面からアリシアは、夫を「三十三歳ぐらい」だと思っている。苦笑いしたカシュヴァーンは、不意打ちのような口づけを返して無邪気な妻を黙らせた。

「でも、本当によろしいんですの……？　お誕生日のお祝いが、たったこれだけで……もっとこう、豪華な……」

　豪華な、と言ったはいいが、豪華でカシュヴァーンが喜びそうな贈り物がさっぱり想像できず、アリシアは首をかしげてしまう。悪い評判とは裏腹に、カシュヴァーンの生活は意外に質素なのだ。

　こういう時はどうすればいいのかしら、エルティーナ様からのお返事が間に合わなかったのよね、と、アリシアがあれこれと助言をくれる先輩人妻のことを思い出していると、

「特に欲しい物もないしな。第一、俺に豪華な贈り物を贈る金は、俺の懐ふところから出るわけだが？」

「あら、そういえばそうですわね」

　アリシアの手元には自分が自由にできるような金は一ゼダルもないのだ。言われてみればそうだ、と素直にうなずいた。

「それにまあ、あれだ、お前自身が俺への」

　何事か言いかけ、カシュヴァーンは咳せき払ばらいをした。

「……なんでもない」

　さすがにこれは恥ずかしすぎる、と小さく吐はくその顔は、年相応の青年のものだった。







「好きだと言え」と迫るカシュヴァーンから逃げるため、アリシアが後にしてきた祝しゆく宴えんは、屋敷一階の会食の間で行われていた。

　領主の誕生日といえばもっと大々的に祝うべきなのかもしれないが、冬も始まろうという時期である。余計な負担を領民にかけるべきではない、というカシュヴァーンの意向が反映され、普段から屋敷内にいる人間しか招かれていない。

　だがアリシアも協力して料理人のダンが腕によりをかけて作った料理、暴君と悪あく名みよう高いカシュヴァーンを慕したってくれる農民たちが贈ってきた料理、ご機嫌取りをしたい貴族たちが贈ってきた料理で黒い長卓は埋うめ尽くされている。規模は大きくないにしても、宴うたげの席は十分すぎるほど暖かくにぎやかだった。

「あれっ意外に早かったね。おっ帰りぃアリシア、カシュヴァーンおにいちゃーん」

　まだ顔を赤くしたアリシアの肩を抱いて戻ってきたカシュヴァーンが室内に足を踏み入れるか入れないかで、ルアークが声をかけてきた。食べ物がたっぷり入った皿を片手に、にやにやしている。

　長めの銀の髪と、しなやかな体の線をぴたりとなぞるような黒い衣装が特徴的なこの少年は、アリシアのひとり目の夫を殺害した暗殺者。カシュヴァーンの暗殺を請うけ負おったことさえあるのだが、紆う余よ曲きよく折せつを経て二人の「息子」の立場に収まっている。

「相変わらず勘かんがいいことだ。ふん、なんだ、俺たちが帰って来ないほうが気楽に飲み食いできたか？」

　職業柄、近づく者をたちどころに判別できるのがルアークの得意技だ。

　カシュヴァーンは早さつ速そく皮肉を飛ばすが、受けるルアークはけろっとしている。

「えーだってぇ、追いかけっこでそのまま寝室へ！　っていうのも、なかなか男の浪漫ロマンじゃない？」

「ああ、確かにな。だが俺はもう少し段階を踏んで楽しみたいんだ」

　ルアークのこの手のからかいにはいい加減慣れてきたので、カシュヴァーンは平然としたものだ。

「まあ、寝室に追い詰められたら大抵ヒロインは殺されるわね」

　意味がよく分かっていないアリシアも、嬉しそうにそんなことをつぶやくだけ。

「ちょっとルアーク、カシュヴァーン様を変な風にけしかけないで！」

　平然としていられなかったのは、見事な赤毛と豊満な体つきが眼を引く美人メイドのノーラである。カシュヴァーンの愛人を自称している彼女は、夫婦仲が進展しそうな兆きざしを見せると必ず邪魔してくる。

「お前こそいつまでティルナード様の側にいるつもりだ、ノーラ。主あるじ夫妻がお戻りなのだから、あちらに給きゆう仕じをすればどうだ？」

　わめくノーラに冷たく突っ込んだのは、黒髪をひとつに縛しばった眼鏡の青年セイグラム・アーレイ。

　それを聞いてノーラのみならず、セイグラムの隣の茶色い髪の若者が顔を赤らめた。先の後こう見けん人にん・ユーランに大おお怪け我がを負わされ、現在の後見人であるカシュヴァーンの屋敷で療りよう養よう中のティルナード・レイデン伯爵だ。

「そ、そうだぞ、ノーラ。あの、いっぱい、食べる物は持ってきてもらったから。あ、でも、後でまた飲み物でも」

　初めてこの屋敷に来た時とは比べものにならないほど成長してはいるが、執しつ事じ兼教育係のセイグラムにはいまだ頭が上がらない。そんなティルナードの未練がましい台詞せりふに、ノーラも名残なごり惜しそうにする。

「わ、分かりましたわ。では、その、また後で」

　長卓の上かみ座ざに戻ったライセン夫妻とティルナードを交互に見ながら、ノーラは離れていこうとした。

　するとティルナードはこほん、とひとつ咳払いをした。

「と、ところでノーラ、あの、別に意味がある質問じゃないんだけどな、その、お前の誕生日っていつなんだ……？」

「えっ……？　も、もう少し先ですけど……そ、それなら私もほんのついでに聞きますけど、レイデン伯はく爵しやくのお誕生日は……？」

　以前から怪あやしいとささやかれていたティルナードとノーラの間には、最近怪我の功こう名みようとでも言うべきほんのり甘い空気が流れている。

　互いの答えを待ちながらもじもじしている二人をじろりと眺ながめ、セイグラムが口を開いた。

「ノーラ、私の誕生日は秋だが、ちょっとやそっとの賄わい賂ろではきかんぞ」

「誰があなたの誕生日なんか聞いてますのよ!?」

　ティルナードの花嫁候補のひとりとしてノーラを認めたセイグラムではあるが、名家の令嬢を主あるじにあてがいたいと願う執事はメイドに冷たい。恒例の怒鳴り合いに突入した二人を、塩漬づけの魚を食べながらアリシアはにこにこ見ている。

「あら、ノーラのお誕生日までもう少しなのね。じゃあ早めに用意をしなくちゃ。そうねえ、ノーラの髪は血のように真っ赤だから」

「……きっと血のように赤い宝石とか、そういう物が似合うだろうが、それはティルに贈らせればいい」

　物ぶつ騒そうな結論に結びつくに違いない妻の言葉を、カシュヴァーンが素早く横から引き取った。同時に串くし刺ざしのあぶった鳥肉を取り分けてくれたので、アリシアは「ありがとうございます」と嬉しそうに食べ始める。

　慣れた手て際ぎわに感心したような笑みを浮かべながら、ルアークがつぶやいた。

「えへへ、でも、いいなあ、誕生日って楽しいね。俺にも誕生日があればなあ」

　ルアーク本人にとっては、さしたる意味のある言葉ではなかったようだ。

　だがルアークが軽けい薄はくな態度とは裏腹に辛しん酸さんを舐なめていることを知っている一同は、いっせいに固まった。

　自分が生まれた日すら知らないような寄よる辺べない子供たちばかりを集め、シルディーン王家と〈翼の祈り〉教団は暗殺部隊〈玩具おもちやの兵隊〉を組織したのだろう。

「あー……えっと、ごめんね、みんな。えーと……アリシア、ほら、ピネー・ナッツ入りのクッキーだって。おいしいから食べなよ」

　先のカシュヴァーンとは逆に、ルアークは唯一固まっていないアリシアをだしに場の雰囲気を変えようとした。

「あらありがとうルアーク。ねえ、ルアークにはお誕生日がないの？」

　そういう気き遣づかいなど読めないのがアリシアだ。

「えーと……ないっていうか、分からないんだよね。まあそんなこともあるよ」

「……アリシア、いい物をやるからこっちを向け」

　カシュヴァーンは今度は揚あげ菓子を彼女の口に直接押し込もうとしたが、それよりアリシアがこう続けるのが早かった。

「それじゃお祝いできないわね。じゃあ、今日をルアークの誕生日ということにしましょう」

　分からないなら作ればいいのだと、アリシアはカシュヴァーンを見上げてあっさり提案する。

　その拍ひよう子しに口元に来ていた揚げ菓子が唇に触れたので、「ありがとうございます」と礼を言って食べ始めた。

　ひとしきりもぐもぐやってから、アリシアは無言の一同を尻目にカシュヴァーンに微ほほ笑えみかけた。

「ね？　カシュヴァーン様。それなら覚えやすいし、毎年一緒にお祝いできるから経済的ですわ」

「──……そうだな」

　苦笑したカシュヴァーンは、すました顔になってルアークを見た。

「だ、そうだ。誕生日おめでとう、ルアーク」

「……自分の誕生日に俺に誕生日をくれるの？　あんたもアリシアも、本当に……」

　ぽつりとつぶやいてから、ルアークははにかんだ笑みを浮かべた。

「……だったらアリシアとカシュヴァーンおにいちゃんの、真ん中の日がいいな。二回に分けると不経済だけど、その分何回もご馳ち走そうが食べられるよ、アリシア」

「あら、それはいい案ねルアーク！　じゃあルアークのお祝いも用意しなきゃね」

　にこっとしたアリシアが、ルアークがくれたクッキーを頰ほお張ばり始める。

　それを契機に室内には、また明るいざわめきが戻ってきた。

「でも、私も楽しいですわ。こんなににぎやかなお誕生日会は、初めて……」

　没ぼつ落らくを受け入れられぬ時代遅れと蔑さげすまれ、奇き矯きような趣味も手伝って生まれ育ったフェイトリン時代にはひとりも友達がいなかったアリシアだ。両親以外に誕生日を祝ってもらったことも、両親以外の誕生日を祝った記憶もない。

「お誕生日のお祝いも、たくさん届いていましたものね。うふふ、よかった、カシュヴァーン様は敵も多いけど味方も増えてきましたのね」

　悪気だけはないアリシアの言葉をそうだな、と受け流し、カシュヴァーンは尋たずねた。

「ところでアリシア、お前の誕生日は春だったな。何か欲しい物はあるのか？」

　優しい眼をした夫に尋ねられ、アリシアはいいえ、と首を振る。

「だって私は」

「……金で買われた花嫁だと言いたいのか？」

　演技ではなく少し寂しそうな眼をしたカシュヴァーンに、アリシアはどきまぎしてもう一度首を振った。

「あっ、いいえ、でも……本当に、ないんです」

　住むところがあり、毎日ちゃんとした食事ができるだけで、アリシアは十二分に幸せだ。それにカシュヴァーンはフェイトリンの屋敷を荒こう廃はいさせることなくきちんと手入れをしてくれている、あれ以上に素晴らしい贈り物など思いつかない。

「そう言われるだろうとは思っていたが……しかし、ドレスも宝石も欲しがらないとなると、贈り物には案外困るものだな」

　そう言いながらカシュヴァーンは、なぜか急にアリシアの手を取った。

　突然のことに「おなかが痛」くなり、アリシアは頰を赤らめたが、カシュヴァーンの触れ方は愛情を示すためのものではなさそうだ。

　どうやら妙に薬指にご執しゆう心しんで、自分の指と比べたりしている。

「カシュヴァーン様、どうなさったの？」

「いや……ディネロがちょっとな」

　前領主家・アズベルグ家の当主であり、先頃「結婚しない」宣言をして彼を慕う者たちを驚きよう愕がくさせた美青年の顔を、アリシアは脳のう裏りに描いた。

「ディネロ様がどうかなさいましたの？　そういえばディネロ様も、お誕生日の贈り物を下さっていましたわね。何を下さったのかしら」

「あれは俺へというよりは……その、まあ、欲しい物ができたら早く言えよ」

　急に慌あわてた声を出し、カシュヴァーンは話をうやむやにした。そこへ、

「いいなー誕生日のお祝い。ねっねっアリシア、俺の誕生日は夏なんだけど」

　図ずう々ずうしいことを言いながら近づいてきたのは、使用人のくせに妙に飾り気のある格かつ好こうをした茶色い髪の若者である。

　くるくるとよく変わる表情と人なつっこい雰囲気に愛あい嬌きようがある彼、リュクは、ライセンの屋敷の一番新しい使用人だ。

　農民として生まれ、絵え師しを目指すが締め切りを守る才能がなく、食えずに〈翼の祈り〉教団の聖職者見習いになって、現在はここで従じゆう僕ぼくのようなことをしている。教団や聖女アーシェルについての情報は持てるだけすべて吐き出し終えているのだが、「どうか追い出さないで下さい！　いっぱいしゃべったことがばれたら教団に殺されちゃうし、ひとりでアズベルグの冬なんて絶対越せませんよう」とカシュヴァーンに泣きついた結果だ。

「あら、そういえばリュクには肖像を彫ってもらったりしたのよね。じゃあ」

「そんなことより何か忘れていないか、リュク」

　素直に応じようとしたアリシアを、カシュヴァーンが素そっ気けなくさえぎった。

「えっ？　……えへへっ」

　雲行きの怪しさを感じたのか、曖あい昧まいな笑みを浮かべて逃げようとしたリュクの左手首を立ち上がったカシュヴァーンが摑む。

「すでに結構な時間になったわけだが、誕生祝いに俺の肖像画を描いてくれるという話はどうなった？」

「……えへへへっ」

　必死に笑ってごまかしながら、リュクは摑まれた手を振って逃のがれようとするが、カシュヴァーンは小揺るぎもしない。気まぐれ絵師を見つめる瞳は鋭く、言い訳を許さない雰囲気があった。

「下絵まではできた、という話は数日前に聞いたな。といってもその下絵も見せてもらった記憶はないんだが……俺は決して絵画に精通してはいないが、下絵から数日で仕上げられるものなのか？」

「ご、ごめんなさい、実は全然できてませあいたたたたぁぁ！」

　みなまで言わせてもらえず、全力で手首を締め上げられてリュクは悲鳴を上げた。

　以前に怪我を負った右手ではないのが救いだが、いろいろ言いたいことが溜たまっていたらしくカシュヴァーンの力には容よう赦しやがない。

「何でもするから追い出さないでくれとわめくから、置いてやったというのに……雑用をさせれば上うわの空でいきなり落書きを始める、じゃあ絵を描けと言えば期日を守れない。俺の慈じ悲ひもそろそろ底が尽きてきたぞ」

　はなから慈悲の持ち合わせが少なそうなカシュヴァーンではあるが、さすがにリュクもそれを指摘する愚ぐは犯おかさなかった。代わりに哀あわれな声で釈明する。

「いやっそのっ、だ、だってカシュヴァーン様はお忙しいから、まともに顔を見る時間もなかなかありませんでしたし……！　それにほらっ、お父上の肖像画に負けないようにって思ったら余計……!!」

「……お父上？」

　乾いた声でつぶやいたカシュヴァーンの動きが止まり、祝宴の空気が凍こおりつく。アリシアもまあ、と小さく息を吞のんだ。

　カシュヴァーンが父親であるレジオール・ハルバーストを、ついにはその手にかけてしまったほどに嫌い抜いていることは、アズベルグ地方ではアリシアさえ知っている常識だ。

　ルアークが寝起きに使っている屋敷内の隠かくし部屋に、前領主の肖像画がかけられている。高い技術を持つ絵師の手によるその絵には、レジオールの抱かかえた狂気までもくっきりと描き出されている。

「お前、見たのか……親父の肖像画を」

　冷たい空気に気づかずリュクは、必死に言い訳を並べ続けた。

「だだだだって、あれはすごい絵師が描いたものですよ……！　なまじ親子で顔が似ていらっしゃるから、あの絵がなかなか頭から離れなくて……!!　描いても描いても、どうしてもうまくいかなくて」

「も、申し訳ありませんカーシュ様、私が」

　青い顔をして名乗りを上げたのは、給仕をしていた年かさのメイド、セイラだ。

「リュクちゃんがここではちゃんとした道具が手に入らなくて、絵が描けないと困っていたので……以前いらした絵師様が残した物があると話したら、ついその……あの絵のことも……」

　アリシアが来るまでは、働いている人間でさえ存在を知らなかったような隠し部屋である。だが今はルアークが寝泊まりをしているため、掃除をしようと入ったセイラが絵の道具を見つけ、請こわれるままに隠し部屋まで案内してしまったようだ。

「……リュク『ちゃん』？」

　いぶかるカシュヴァーンをよそに、リュクは助かった、という顔でまくしたてた。

「あっ、あっそうですよカシュヴァーン様！　ほら、俺、絵を描く道具を持ってきてないし、ここだとなかなかちゃんとした道具が手に入らなくて、だからしょうがないんですって!!」

「そうですわカシュヴァーン様、それ以上力を入れたらリュクは左手が使えなくなってしまいます。せめて絵を描き終えてからにしてあげて下さい」

　きわどい台詞でアリシアも加勢する。と、右に左に逃げ道を探しているリュクを見る、カシュヴァーンの眼がふと優しくなった。

　リュクもその変化に気づき、ほっとして笑い返した矢先、

「田舎で悪かったな。口答えしたからあと二日で描け。さもなければ追い出す」

「なんでえええええええ!?」

　どすの利きいた声で命じられ、わめきながらリュクが逃げていく。

　代わってセイラが深ふか々ぶかとカシュヴァーンに頭を下げた。

「本当に申し訳ありません……！　あまりにも追い詰められた様子だったので、つい」

「……あいつは本当に追い詰められんと描けないようだがな」

　もうちょっと痛めつけてやればよかったと、さっきまでリュクの腕を握にぎっていた指を開いたり閉じたりしている主あるじに、セイラがおそるおそる進言する。

「あの……カーシュ様。この上図々しいことをお願いしますけど、あまりリュクちゃんをいじめないでやってもらえませんか？　確かにあまり役には立ちませんけど、いつも明るくて、テーブルクロスに可愛い縫ぬい取りなんかをしてくれる、いい子なんですよ」

　代替わりの際、この屋敷からは多くの使用人が逃げ出しており、現在働いているのはほとんどがカシュヴァーンを「カーシュ」の愛称で呼べるような世代の者ばかり。領地内での評判は徐々に改善されてはいるものの、悪名高い暴君の館で働こうという者はなかなかいない。

　そこへやって来たリュクは、セイラも認めるとおり大した役には立たないが、愛嬌だけはたっぷりある。ひと回り以上も年下のこの若者の存在を、セイラ、それにこちらをちらちら見ているダンなども気に入っているようだった。

「そうですよ、カシュヴァーン様。あの絵のことは、後できつく叱っておきますが……リュクはそれほど悪い者ではないようです」

　だめ押しのように横から言い添えたのは、金色の髪の生き真ま面じ目めそうな青年。カシュヴァーンの幼おさな馴な染じみであり、執事として常にかたわらにいるトレイスだ。

「……トレイス、お前まであの馬鹿の肩を持つのか……？」

　ノーラと違ってめったに出過ぎた真似をしないセイラや、当初は率そつ先せんしてリュクを叱っていたトレイスの発言に、カシュヴァーンは不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめた。

「そ、それにですね……あの、肖像画でしたら、実は私もこういう物を描きまして」

　後ろ手に隠していた一枚の絵を、トレイスがおずおずと差し出す。

　それを見て、クッキーもタルトもたいらげたアリシアが興味を示した。

「あら、これはリーゴの実？」

　リーゴとは、フェイトリン地方では一般的な果物だ。細長い赤い実で、甘味が強いため菓子の材料などとして重ちよう宝ほうされている。

「え？　いえ、もちろんカシュヴァーン様ですが」

　トレイスはさも意外だ、という表情をしているが、カシュヴァーンも今回ばかりはアリシアに賛同した。

「ちょっと待てトレイス、俺にしてはやけに赤いというか……全身赤いんだが」

　遠えん慮りよがちにカシュヴァーンが指摘したとおり、トレイス作の絵には多少色味の差はあれど、赤以外の色がない。アリシアも別の疑問を口にした。

「これはリーゴの実というより、つぶれたリーゴの実ね。ねえトレイス、これがカシュヴァーン様本体だとすると、こっちはカシュヴァーン様のなに？　分身？　それとも頭？」

「いえ、そちらはアリシア様ですよ」

　並んだいびつな赤い丸の、小さいほうを指して尋ねたアリシアにトレイスはまた意外そうに答えた。

「まあ、私なの。ちっとも気づかなかったわ」

　無邪気かつ無神経な相あい槌づちを打ち、アリシアはカシュヴァーンに微笑みかける。

「夫婦って、だんだん似てくるそうですの。私たち結婚してもう一年近く経ちますもの、知らない間にこんなに似てきていたんですのね！」

「いや、それは何か違う気がするんだが……」

「お二人のどこが似ていますか……？」といぶかしそうなトレイスだが、宴の指示を仰あおぎに来た使用人のひとりに呼ばれ、そのまま場を辞した。

　代わってルアークが、小声でこうささやきかけてくる。

「トレイスさん、こないだからちょこちょこリュクさんに絵を習ってるんだよね。元々絵を描くのが好きみたい」

「……そのようだな。確かに昔、ここに出入りしていた絵師の後をくっつき回っていたような気もするが……リュクのやつ、そんなことで点数を稼かせいでいるのか」

　苦々しいカシュヴァーンの発言につられ、アリシアもそういえば、と口を開く。

「ルアーク、この間トレイスと剣の稽けい古こをしていなかった？」

「ああ、うん。最近いろいろあったから、戦闘能力をもっと身につけたいんだって。幼馴染みだから大たい役やくを仰せつかっているのだと思われたくない、カシュヴァーンおにいちゃんの足手まといになりたくないからってさ」

　ノーラとの言い合いはもう終わったようだが、今度は得意の鞭むちを片手にティルナードに説教をしているセイグラムへと、ルアークは視線を投げた。

「そういやセイグラムさんにも、家の切り盛りの仕方を教えてもらってるみたい。トレイスさんは執事になるための講座とかを受けたわけじゃないから、結構気にしてるみたいだよ」

　執事、および家か令れいなどの家を取り仕切る上級職に就つく者には普通、教師による専門の勉強が欠かせない。カシュヴァーンの父親が存命だった時からこの屋敷に仕つかえていたトレイスは、読み書きこそできるものの大役に相応しい訓練を受けているわけではないのだ。

「……そのようだ。というかまた覗き見していたな、お前」

　薄々気づいてはいたらしく、カシュヴァーンは深いため息をつく。

「ルアークとセイグラムの能力を併あわせ持てれば確かにすごいだろう。だが俺は、別に今のトレイスに不満がある訳じゃないんだが……あいつの第一の役目は、俺のやり過ぎを諫いさめることだしな。それにトレイスがお前らみたいになるのは嫌だ」

　トレイスに鞭でひっぱたかれる未来でも想像したのか、顔をしかめるカシュヴァーンをよそに、アリシアは無邪気な声を出した。

「でもルアークとセイグラムの能力に、リュクの絵を描く能力も加われば最強ですわね！」

　三人合体したら強そう、と、アリシアは楽しそうだがカシュヴァーンは浮かない顔だ。

「……まあ確かに、さっきのトレイスの絵にはなかなか破壊力があったが……料理も結構ひどいんだよな……努力するのがだめだという訳ではないんだが……」

　余計に悲惨な未来が垣かい間ま見えたらしく、眉み間けんにしわを寄せてカシュヴァーンはぶつぶつつぶやき始めた。

　そこへまた、トレイスが戻ってきた。

「あらトレイス、今度はどうしたの？」

　アリシアは素直に彼の名を呼び、カシュヴァーンはちょっと眼を泳がせたが、トレイスは自分が話題になっていたことになど気づいていないようだ。その顔には困こん惑わくと緊きん張ちようが漂ただよっている。

「……カシュヴァーン様、実は、王家の使いを名乗る方が」

「なんだと？」

　途端にカシュヴァーンの表情も引き締まった。

「こんな時間にか」

「はい。過分な兵を連れている様子などはありません。王家の印章も本物だと思います。以前セイグラム様に教えていただいたものと同じでしたので」

　教育の成果を匂わせながら、トレイスはちらとアリシアを見た。

「使者殿はカシュヴァーン様、それにアリシア様にもぜひお会いしたいと。いかがいたしましょうか」

　ひそひそと話し合う二人の会話を聞いて、アリシアもさすがに不安を覚え始めた。

　いきなり攻撃を仕掛けてきた、という訳ではないようだ。だが陽もとうに暮れたこのような時刻に、事前連絡もなしに王家が使者を寄よ越こしてくるとは……おまけにカシュヴァーンだけでなくアリシアまで指名してくるとは、あまりいい知らせとは思えない。

　知らず顔を曇くもらせるアリシアの頭にぬくもりが触れた。はっと見上げれば、亜麻色の頭を優しく撫なでながらカシュヴァーンが笑いかけてくれている。

「そんな顔をするなアリシア、大丈夫だ」

　力づけるように言ってから、カシュヴァーンは妻の肩を抱いた。

「ご指名とあらば、お前も顔を出さない訳にはいかんだろう。行くぞアリシア、トレイス。──ルアーク、アリシアを頼むぞ」

「任まかせといてよ」

　頼もしく請け合ったルアークの姿がたちまち消えた、ようにアリシアには感じられた。神出鬼没のこの身のこなしもまた、元〈玩具の兵隊〉たちの特徴だ。

　過分な兵を連れていない、それも王家の使者相手にずらりと護ご衛えいを並べては角かどが立つ。最強の呼び声も高い腕前をも併せ持つルアークは、この場合、正に理想的な護衛だろう。

「皆はここで待っていてくれ」

　その他の面々にひと声かけてから、カシュヴァーンは広間へと歩き出した。







　今なお激しい雷の青白い閃せん光こうが、薄暗い広間を不規則に照らし出している。

　やっぱりすてき、とついきょろきょろしてしまうアリシアだったが、カシュヴァーンは外へと続く扉とびらの前に立った見慣れぬ影をじっと見つめて動かない。

「貴公が、国王陛へい下かの使者か」

「夜分に失礼をいたします。自分はフロリアン・マーベルと申す者です」

　短く名乗って頭を下げるのは、青みがかって見えるほどの見事な銀髪の美青年だった。背後に数人兵士を連れているが、彼らがただの背景にしか見えないほどの存在感がある。

　髪と同じ色のまつげに縁取られた水色の瞳といい、高い鼻び梁りようといい、形良い唇といい、フロリアンの容姿は人間よりも人形に近く見えるほどに冷たく整っていた。なめらかな白い肌にただ一点、右眼の下にある泣きぼくろだけが、かろうじてその美び貌ぼうに人間味を添えている。

「あなたがアズベルグ地方の領主、カシュヴァーン・ライセン強公爵閣かつ下かですね」

　カシュヴァーンの〈強〉公爵なる奇妙な爵位に初対面の人間はよく怪け訝げんな顔をするが、何しろこの爵位は国王が認め、彼に与えたもの。国王の使者と称するフロリアンは、さすがに言いよどむようなことはなかった。

　そこに至ってようやくフロリアンの姿に眼を留めたアリシアは、思わず眼鏡の縁に手を添え彼をまじまじと見てしまった。

「まあすてき。まるで古い物語に出てくる銀騎士みたい！」

　年頃の娘らしい感性をあまり持ちあわせていないアリシアは、フロリアンの美しさにはそれほど感銘を受けていない。ただ、彼の格好には強く心惹ひかれるものがあった。

　なぜならフロリアンが身に着けているのが、それこそ物語に出てくるような古めかしい銀の甲かつ冑ちゆうだったからだ。銀板の上にさらに細かな銀ぎん細ざい工くが施ほどこされており、雷の青白い光を浴びては鬼火のように妖あやしく輝く。

　挨あい拶さつのために兜かぶとだけは外はずして片手に抱えているが、全身をくまなく覆おおうこのような甲冑は非常に重くて動きにくい。防御力は高いが実戦には向かず、礼装として何かの儀式の際にしか着ないのが普通だ。

　いくら国王の正規の使者とはいえ、このような仰ぎよう々ぎようしい装よそおいで現れる者は稀まれだろう。

「マーベル様とおっしゃるの。さすが王宮の方は、素晴らしい趣味をお持ちですのね」

「……お褒ほめに預かり、光栄に存じます。……そうですか、あなたがアリシア・ライセン様ですか……」

　直接的なアリシアの讃さん辞じに、フロリアンはそう言ってへりくだりはした。

　だが形良い唇は微妙に下に曲がっており、言葉とは裏腹にちっとも嬉しくなさそうだ。

　そしてフロリアンの従者たちの口元にも、なんとも言えない薄笑いが浮かんだことにアリシアでさえ気づいた。視線を感じ取ったか、彼らはすぐに無表情を取り繕つくろったが。

「国王陛下よりの親書を預かって参りました。ライセン強公爵閣下、どうぞご覧下さい」

　アリシアはもっと華か麗れいな甲冑について聞いてみたかったのだが、フロリアンは事務的な口く調ちようで話題を変えた。

　兜を脇わきに置き、その場にひざまずいたフロリアンが捧ささげ持った書状を、カシュヴァーンが受け取り、素早く内容を一読する。同時にさり気なくアリシアの肩に手を置き、「余計なことをしゃべるな」の合あい図ずを送ってきた。

「……確かに印章も署名も本物のようだ。しかしライセン夫妻は至急王宮へ来られたし、としか記載がないのですが」

「自分はただの使者でございます。内容は存じません」

　金属がすれ合う音を立てながら、姿勢良く立ち上がったフロリアンの回答はやはり素っ気ない。美しさというものは時に人を遠ざけるものだが、フロリアンには意い図と的に他人と距離を置こうとしている気配がある。

　もう用は済んだとばかりにフロリアンが踵きびすを返そうとした刹せつ那な、カシュヴァーンが引き留めた。

「無ぶ礼れいを承知で申し上げますが、使者殿は非常に突然来訪された。事前にお話をいただければ、もてなしの席も用意できたのですが」

「……アズベルグの冬は大変厳しいとお聞きしております。積もった雪がひとたび凍りつけば、慣れた住民たちでもおいそれと出入りができなくなるとか。こちらも無礼は承知の上で、早急な訪問を優先させていただきました。お邪魔をしてまことに申し訳ない」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいを絵に描いたような謝罪に、カシュヴァーンは間を置かず質問を重ねた。

「俺の返事も待たずにお帰りになる気か？」

「自分の役目は書状をお渡しすることだけです。あなたがたの返事をいただくことではありません。そもそも国王陛下のお召しとあれば、返事はお決まりのはずです」

　この程度の質問は折り込みずみなのだろう。フロリアンの返事はよどみないが、最後の言葉にどこか投げやりな響きがあった。

　この方ちょっとディネロ様に似てるかしら、と、美貌と近寄りがたさに共通点がある美青年のことをアリシアが思い出していると、カシュヴァーンが一段低い声を出した。

「ライセン夫妻は王宮へ来られたし、とある。俺だけではなく、妻も共に王宮へ来いと？」

「そう記載してあるのなら、そうなのでしょう」

「俺はともかく、国王陛下はアリシアに一体なんのご用事が？」

「存じません」

　とりつく島もないとはこのことだ。なまじ容姿が美しいだけに、フロリアンの素っ気なさは鼻につく。

　ディネロ様でももうちょっとは説明してくれる、と、非常に淡たん々たんとしたディネロ独特の口調を思い出しているアリシアをよそに、カシュヴァーンの声こわ音ねがさらに下がった。

「──貴公はあまり使者に向いた人間とは思えない。この人選は、スタンバール宰さい相しよう閣下のご意向なのですか？」

　親書の送り主である国王をさしおいて、カシュヴァーンが口にしたのは宰相の名。

　シルディーン王家の状況を端的に表現した台詞に、フロリアンはかすかに瞳を光らせた。自身の資質を問うような言葉にも、思うところはあっただろう。

　だが結局、フロリアンが見せた反応はそれだけだった。

「国王陛下の書状は、確かにお渡ししました。では、自分はこれで」

　誰とも眼を合わさずに一礼し、フロリアンとその供は雷鳴響くアズベルグの夜に消えていった。










　国王の使者一行を吐き出した扉が閉まり、雷の音が急激に小さくなる。

　入れ替わりにルアークがふっと姿を現して、ひと言感想を述べた。

「挑ちよう発はつに乗らないのと、口の固さは使者向きだね。絶望的に愛想はないけど」

　カシュヴァーンも軽く鼻を鳴らしてつぶやく。

「宣戦布告用なら望ましいかもな。あの調子じゃ首ひとつで帰ることになりそうだが……しかしあいつ、王宮勤めなんだろうが、あの性格でよくやっていけるものだ。ふん、もしかすると、はなから生いけ贄にえとして差し出された使者というわけか……？」

　一本調子で融ゆう通ずうの利かないフロリアンの態度は、権けん謀ぼう術じゆつ数すううずまく王宮にはいかにもそぐわない。

　こちらの神経を逆さか撫なでし、国王の使者を傷つけさせて難癖をつけるつもりだったのかと、カシュヴァーンは考え込んでいる。

「あら、じゃああの方本当に首なし騎士になれますわね」

　大好きな首なし騎士の話を持ち出しながら嬉しそうにしたアリシアだったが、その表情は次第に曇っていった。

「……国王陛下が、私とカシュヴァーン様になんのご用なのかしら」

　かつてシルディーン王国は王家を頂点に、国内各地に家名を地名に刻む地方伯が領主として君くん臨りんするという、分かりやすい中央集権国家だった。王族と貴族の特権は〈翼の祈り〉教という強固な地盤を持ち、聖女と神を裏切った者たちの子孫である平民層を公然と搾さく取しゆしてきたのだ。

　ところが八十年ほど前に下げ克こく上じようの嵐が国内で吹き荒れて以来、シルディーン王家の権力は〈翼の祈り〉教団ともどもかなり目減りしている。

　失った力を取り戻そうと、彼らがひそかに画かく策さくする余波を食らい、ライセンの屋敷に住まう者たちは今まで様々な苦く境きように立たされてきた。

　うつむき加減のアリシアと、横で同じような表情になっているトレイスを見て、カシュヴァーンは小さく息を吐いた。

「アリシアになんの用かは分からんが、俺に会いたがる理由ははっきりしている。……そろそろ本格的に目め障ざわりになってきたんだろう」

　王家の側から見れば、カシュヴァーンは地方伯の娘を金で買った唾だ棄きすべき成り上がり。奇妙な爵位を認め、飼い慣らそうという意思も見え隠れしているが、じわじわと勢力範囲を広げていく様を内心苦々しく思っているに違いない。カシュヴァーンの側から見れば、単に降りかかる火の粉こを払っていった結果に過ぎないとしてもだ。

　ただでさえカシュヴァーンは国の暗部に関わった〈玩具の兵隊〉の生き残りであるルアークを筆頭に、傭よう兵へい国家ラグラドールとの親交など、危険な火種をいくつも持っている。ティルナードの後見人になったことも、そのひとつに数えられているだろう。

「だからそんな顔をするな、アリシア、それにトレイスも。いくらなんでも呼び出されていきなり殺されたりはせんさ。せいぜい訓くん告こくぐらいだろう」

　不安そうなアリシアを気遣うように、カシュヴァーンは大きな手で再び優しく頭を撫でてくれた。

「そうですわね、せいぜい幽ゆう閉へいするぐらいでしょうけど……あら、レイデン伯爵様」

　足音に振り向いたアリシアの眼に、手を貸そうとするセイグラムとノーラを振り切って、よろよろとこちらに歩いてくるティルナードの姿が映った。

「ライセン、お前は王になりたい訳じゃないんだよな？」

　盗み聞きをしていたのか、ティルナードはカシュヴァーンとフロリアンとのやり取りを理解しているようだった。その表情はいかにも心細そうだ。

「……僕の父様は、国王になろうとしたから教団に始末されたんだってユーランが言っていた」

　十年前にレイデン地方で農民の反乱が起こり、ティルナードの家族は彼を残して燃える屋敷と運命を共にした。

　だがそれは表向きの話で、本当は野心を持った前レイデン伯爵を始末するため、教団が秘ひ密みつ裏りに手を下したのだという。

　以来、肥ひ沃よくなレイデン地方の旨うま味みを欲しがる後見人の間をたらい回しにされ、手ひどく傷つけられてきたティルナードが自らの惨劇について語った。ティルナードの成長の証あかしでもあろうが、それだけ今、嫌な予感を覚えているということでもある。

「お前に王になれる資質がないとは言わない。でもライセン、僕は……僕はもう、近しい人間がいなくなるのは……」

「大丈夫だティル、安心しろ。このくそ田舎の領主ですら面倒が山積みなのに、誰が好き好んで王になどなるものか」

　先頃「天の裁さばき」により亡なくなったユーランのことを思い出しているに違いないティルナードの頭を、カシュヴァーンはアリシアにしたようにくしゃくしゃと撫でてやった。

「……だが、どうも国王陛下はそうは思っていないご様子だ。面倒ではあるが、そろそろ申し開きをすべきであるとは俺も思っていた。まったく、忠誠心を試すためとはいえ、嫌な時期を選んでくれたものだがな。なんてありがたい誕生日の贈り物だ」

　早くもうんざりした顔になったカシュヴァーンは、気持ちを切り替えるように力強く命じた。

「トレイス、ノーラ、早速準備を始めろ。可能な限り迅じん速そくに王宮へ向かうぞ。あの使者殿も言っていたとおり、もう冬がすぐそこまで来ている。ぐずぐずしていると、行ったはいいが戻って来られなくなっては困るからな」

「では、私とティルナード様も同行いたします」

　すぐさま名乗りを上げたのはセイグラムである。

「王宮への招きは、ティルナード様の花嫁候補を探すまたとない機会です。王族と顔を繫つなぐだけでもよい経験となるでしょう。お怪我もだいぶ回復しておりますし、レイデンの屋敷の再建もまだ終わっておりませんし」

　セイグラム自身も大怪我を負わされたのだが、体調は戻っているようだ。少なくとも舌の動きは絶好調である。

「……お前の厚こう顔がんにはつくづく恐れ入るな。変わりがなくて何よりではあるが。まあいいだろう、レイデン家の当主なら陛下も無む下げには扱えまい」

　こっちは殺されるかもしれない、という心配をしているというのに、セイグラムは小憎らしいぐらい相変わらずだった。

　微び苦く笑しようするカシュヴァーンと動じないセイグラム、それにティルナードをちらっと見てから、ノーラはアリシアに向けて宣言した。

「わ、私もご一緒しますからね、奥様」

「ええ、もちろんだわノーラ」

　アリシアのうなずきには、ノーラはこれといった反応を示さなかった。

　だがティルナードが「あ、ノーラも来るのか……？」と少しだけ嬉しそうな声を出した途端、頰を薄赤く染めて叫ぶ。

「かっ勘違いしないで下さる!?　私は奥様づきのメイドなんですから、奥様の行くところならどこへでもついて行くのが当たり前ですわ!!」

「ああそうだな。ついて来るがいい、ノーラ」

　傲ごう然ぜんとあごを反そらし、セイグラムは眼鏡の奥の瞳に冷笑を浮かべた。

「ついて来て、名だたる名家の令嬢たちと自分を引き比べ、お前がいかにティルナード様に相応しくないかを思い知ればいい」

「なんですってぇ!?　馬鹿にしないでちょうだい、本来なら、このへなちょこおぼっちゃんが私に相応しくないのよ！」

「おいノーラッ、なんだその言いぐさは！」

　張りつめた空気も甘い空気も吹っ飛び、始まったのはまたしても不ふ毛もうな怒鳴り合いだ。良くも悪くもいつもどおりの喧けん噪そうの中、まだアリシアの表情は晴れない。

「だからそんな顔をするな、アリシア。お前にそんな表情は似合わない」

　困ったように亜麻色の髪を撫でながら、カシュヴァーンはアリシアの顔を覗き込む。

「それに王宮に行けば、お前の好奇心を満たしてくれるものがたくさんあるぞ。知っているか？　王宮には、国内最大の蔵ぞう書しよを誇ほこる図書館があるはずだ」

「まあ、本当ですか!?」

　大好きな話題に触れ、アリシアはたちまち瞳を輝かせ始めた。

「本当だ。蔵書の多さはそのまま持てる権力の大きさを示すからな。あそこにしかない本も多数あるらしいぞ」

　書物の造本には時間と労力と資金がかかる。一部の限られた特権階級しか持てない代物であり、装そう丁ていの美しい蔵書を並べて見せびらかすのは大貴族のたしなみだ。

「あら、では幻の奇書『雨の日には悪霊が大合唱』もあるのかしら!?」

　ずっと読みたかった本の題名を挙げ、アリシアは現金にもはしゃぎだす。

「それにそれに、『七回死んだ錬れん金きん術じゆつ師し』も、『錬金術師八度目の死』も！　あ、『錬金術師八度目の死』は『七回死んだ錬金術師』の続編ですの。前作の最後で本当に死んだはずの錬金術師が、死し霊りよう使いに呼び出されて水みな底そこの国から帰って来るらしいんですのよ！　通つうの間では『七なな錬れん』『錬れん八ぱち』の略称で親しまれていますの!!」

　次々と珍奇な題名を挙げながら、聞いてもいないことまで滔とう々とうと語るアリシアを見るカシュヴァーンの表情は引きつっていた。

「……いや、アリシア、喜んでくれるのはいいが、あまり変な期待をするなよ……？　あそこにあるのは歴史書や神聖学の本がほとんどで、そういう庶民的な読み物はあまりないと思うんだが……」

　喜ばせすぎたかとカシュヴァーンは妻の暴走を止めようとしたが、アリシアの眼は先ほどからトレイスに食ってかかっているノーラに向けられている。

　トレイスはノーラとレイデン主従との言い合いの仲ちゆう裁さいに入ろうとして、とばっちりを食らった様子だ。例のつぶれたリーゴの実のような赤い丸が三つ描かれた絵を持って、「仲良くしなさい」的説教をしているようだが、「このひしゃげた物体のどこが私だ」と、ノーラどころかセイグラムまで余計に怒らせ始めている。

「それにノーラも、私の行くところならどこにでもついて来るってさっき言ってくれましたし！　ねえカシュヴァーン様、カシュヴァーン様は王宮に行かれたことがおありですの？　いかにも何か出そうな場所をご存じありません？　ああいう権力争いが激しそうなところでは、きっと素晴らしくおぞましい逸話がたくさんあるに違いないですわ!!」

「その見解は間違っていない、ではなくてなアリシア。その、確かにあまり沈んでいてほしくはないが、できるだけおとなしくしていてくれよ……？」

　危あやうくつられそうになったカシュヴァーンが弱気に頼んでいるところに、今度はリュクが近づいてきた。

「カシュヴァーン様、王宮に行かれるんですか!?　はいはいっ、俺もぜひお供させて下さい！」

　脳天気な笑顔で彼がそう言った瞬間、にわかにカシュヴァーンの瞳が鋭くなったが、リュクはまるで気づいていない。

「だって王宮って、美しい物がわんさか集まってるって話じゃないですか！　建物、美術品、宝飾品、それに美女もいっぱい……！　俺も絵師として刺激を受けあいたああああ!!」

　リュクの脳天に拳こぶしで思いきり刺激を与えてから、カシュヴァーンは吐き捨てた。

「寝言は一度引き受けた仕事を終わらせてからにしろ！　貴様は留守番だ、俺たちが戻るまでに肖像画が出来上がっていなければどうなるか分かっているな!?」

　肩を怒いからせて命じると、カシュヴァーンは「違います、こちらはレイデン伯爵です！」と赤い丸を指して言い張っているトレイスに近づいていった。主あるじ自ら無意味な応おう酬しゆうに終止符を打ち、王宮行きの準備を急がせるためだろう。

「うう、ひどいなあカシュヴァーン様は……ねえアリシア、アリシアは俺と一緒に王宮に行きたいよね……？」

　カシュヴァーンに力一杯同行を拒否されたリュクは、今度はアリシアにすがろうとした。

　だがアリシアは悪気なく彼の願いを蹴けった。

「一緒には行きたいけれど、リュクもここで暮らしていくのならちゃんとお仕事をしなくてはだめよ。でないとカシュヴァーン様に足か首を斬きられてしまうわ。それにリュクが描いたカシュヴァーン様の肖像画、私も早く見てみたいし」

　さらりと恐ろしいことを織り交まぜてリュクを黙らせたアリシアは、さらにこんな頼み事をした。

「そうだわリュク、今度ノーラとルアークのお誕生日が来るの。二人の肖像画も、私たちが戻るまでに頼めるかしら？」














「……うわーん！　セイラさん、ダンさああん!!」

　甘やかしてくれる存在を求め、わめきながらリュクは会食の間へと駆かけていった。

「あははは、みんな本当に自分勝手で相変わらずだなあ」

　雷に負けない勢いで騒ぐ面々を、ルアークは楽しそうに見ている。

「もちろん俺もついてくからね、アリシア。アリシアとカシュヴァーンおにいちゃんの行くところには、俺はどこでも一緒に行くよ」

「ええ、ありがとう、ルアーク」

　微笑み合う二人の声と、今なお外で荒れ狂う嵐の音に、「いくらアリシアだってもうちょっと可愛いぞ!?」と赤い丸を指して主張するカシュヴァーンの怒号が重なった。








　第二章　玉座は迷宮の果て







　シルディーン王国の中ちゆう枢すう、王宮があるエルナンド地方は、四し方ほうを有力な地方伯の領地に囲まれている。

「だからなんとか王権を保たもっていられる、とも言われているな」

　馬車の窓から景色を見ながら、カシュヴァーンは皮肉な口く調ちようで述べた。隣に座っているアリシアも、反対側の窓を覗のぞき込む。

　アズベルグ地方ならすでに雪が降り積もっている時期だが、彼かの地より馬車で四日ほど南東に下ったこの付近は暖かく、まだ降雪は見られない。だが冬は確実に迫ってきており、道の周りに広がる草原には茶色く枯れた部分が目立った。

　このあたりの気候はフェイトリンと同じぐらいのようだ。実家のことを懐なつかしく思い出しながら、アリシアは何か面おも白しろいものはないかとさかんにあたりを見回している。

「ここはガーゼット地方ですわよね。この付近の有力な地方伯といえば……あとはオーデル家、それにスタンバール家」

「そうだ。いずれ劣おとらぬ大貴族たち」

　いずれも下げ克こく上じようの嵐を乗り越え、財力と権力を維持してきた名門貴族たち。

　特にオーデル侯爵家は、アリシアたちと浅からぬ因いん縁ねんがある。

「本当ならオーデル地方を通っていくほうが近いんだが、あの王子様に下へ手たな借りを作りたくないしな」

　皮肉っぽくカシュヴァーンが呼ぶ「王子様」とは、オーデル侯爵家当主であるジスカルド・オーデルのことだ。その後小さな声で、「……元王女殿下に借りを作るのも避けたい」ともぼやいた。

「あっカシュヴァーン様、あれが王宮ですか!?」

　変化のない景色の中、ついに姿を現した威い容ようにアリシアは大きな声で夫を呼んだ。

　まだかなり距離はあるが、なだらかな丘を左右に従え、石壁に囲まれた巨大な白はく亜あの城が鎮ちん座ざしているのが見える。城本体だけでも十分な大きさだが、見張りの塔とう、兵舎などの複数の建物にくわえ、王家に仕つかえる職人や商人が集まった城下町が王宮を取り囲んでいた。

「すごい！　私こんな大きなお城、本の挿さし絵えでしか見たことがありませんわ！」

「……下克上の風潮を少しでも抑おさえようと、砦とりでになるようなでかい城は、大半が取り壊こわされてしまったからな」

　うきうきしゃべるアリシアに、カシュヴァーンはため息交まじりにそう言った。

　そしてふと手を伸ばし、窓にへばりついて「図書館はどこかしら」と懸けん命めいに探しているアリシアの肩を抱き寄せる。

「え、あっ、ど、どうなさいましたの……？」

「アリシア。お前に少し、頼みたいことがある」

　真顔でそう言われ、アリシアも思わず居い住ずまいを正した。同時にカシュヴァーンとの顔の近さに、ちょっとどきっとしてしまう。

「お前は王宮に行ったことがないそうだが、あそこはとんでもない伏ふく魔ま殿でんだ」

「まあっ、本当に!?」

　伏魔殿。なんと甘美な響きかと、胸ときめかせるアリシアに、カシュヴァーンは慌あわてて訂正を入れた。

「いや、そうか、お前にこういう言い方はだめだったな。つまり、王宮には表おもて向むきは華はなやかでお行ぎよう儀ぎがいいが、裏では権力闘争に終始し、足の引っ張り合いを繰り返している連中が多いんだ」

「ええ、それは存じています」

　こくりとアリシアはうなずいた。いまだときめきに満ちた薄い胸を押さえて。

「ある方は暗殺者を雇やとい、ある方は毒入りの瓶びんを持ち歩き、ある方は妖あやしげな呪じゆ術じゆつ師に頼んで政敵を呪のろい殺そうとする……そして殺された方は悪あく霊りようと化して」

「……また変な本の話か。あながち間違ってもいないが……とにかくアリシア、俺の頼みはひとつだ」

　ずれていく妻の話の手た綱づなを強ごう引いんに引き締め、カシュヴァーンはこう命じた。

「おとなしくしていろ。誰かに話しかけられても、最初の挨あい拶さつ以外はにこにこする程度にしておけ。つまらん探さぐりを入れてくる奴やつもいるかもしれんが、そんな奴らに余計な情報を渡す必要はない」

「えっ、はい、分かりましたわ」

「それと、図書館には行ってもいいが、俺の許可なく無む闇やみにあちこち出歩くな。できれば俺の側を離れるな。もしも俺と離れた場合は、その間誰と話し、どこに行ったか、後で必ず報告するように」

「は、はい……分かりましたわ……」

　見えない鎖くさりで束そく縛ばくしようとでもするような命令の数々に、アリシアはしゅんとしてしまう。報告すること自体は構わないが、この調子では王宮内の探検などさせてもらえそうにない。

　先ほどまでのはしゃぎようはどこへやら、すっかり元気をなくした妻の髪を、カシュヴァーンは困ったように撫なでてやった。

「せっかくの王宮行きなのに、あれもだめ、これもだめではつまらんとは思う。だがすべてはお前を守るためだ。ルアークも側につかせるが、場所が場所だからな。うかつに姿を現せない場合もあるだろうし」

　そのルアークは、今回も後こう続ぞくの荷馬車に紛まぎれて同行中だ。

　別の馬車にはレイデン主従とノーラが乗り込んでおり、今もにぎやかな舌ぜつ戦せんを繰り広げていることだろう。

「──お前のことが好きだから、危険な目に遭あわせたくないんだ。できれば王宮などには連れて行きたくなかった。いろいろ見せたくないものもあるしな……」

　髪を撫でながら唐突にそう言われ、アリシアの「おなかが痛い」は一気に最高潮になった。

「カ、カシュヴァーン様、あ……」

　ぎしりと椅い子すを軋きしませて、カシュヴァーンがさらに妻を抱き寄せる。

「お前も、俺のことが好きだろう……？」

「……す、す……好き……です……、んっ……」

　問われるまま、おずおずと答えた言葉ごと、そっと重なってきた唇くちびるに吸い取られてしまった。

「では、おとなしくしていると約束してくれるな？」

　蕩とろけそうな笑みを浮かべての念押しに、アリシアは甘い余よ韻いんにぼんやりしながら答えた。

「はい……がんばります……」

「……本当にがんばってくれ。それと、露ろ骨こつな品定めもやめろよ？」

　内心信用ならない、と思っていそうなカシュヴァーンだったが、これ以上追求しても無む駄だだと悟さとったのだろう。

　案の定じようすぐにきゃっきゃとはしゃぎだしたアリシアを止めることもなく、適当な相あい槌づちを打ちながら何か考え事を始めた。

　やがて太陽が中ちゆう天てんに差しかかり、アリシアが空腹を覚え始めたころ、御ぎよ者しやを務めていたトレイスが「もうすぐです」と声をかけてきた。気がつけば、武装した大勢の兵士に守られた城門はもう眼の前。

　ライセン家の家か紋もんである、黒い剣と盾の組み合わせつきの馬車を見て、数人の兵士たちが目め配くばせをしながら近づいてきた。話は通っているようだ。

「我々はライセン強公爵家の者です。国王陛へい下かからの親書をお預かりしています」

　フロリアンが持ってきた国王の親書を差し出し、馬車を停とめたトレイスが兵士たちと話を始める。これもセイグラムの教育の賜たま物ものか、国王直属を笠かさに着た偉そうな兵士たちを前になかなか堂に入った折せつ衝しようである。

　ついでにそのセイグラムと、彼の主あるじであるティルナードが同行していることもトレイスは兵士たちに告げた。カシュヴァーンほどではないが、いろいろと噂うわさのあるレイデン地方の領主が同行していると聞き、兵士たちの顔に動揺が走る。

「任まかせておいても大丈夫そうだな。アリシア、いったん着替えてから王宮へ上がるぞ」

　幼おさな馴な染じみの成長を頼もしげに見やりながら、カシュヴァーンはそう言った。







　薄うす桃もも色いろを主体とした、可愛かわいらしいドレスに着替えさせられたアリシアは、初めて見るシルディーン王宮の中をできるだけ控ひかえめに見回してはため息をつく。まだ空腹ではあったが、今は好奇心が彼女を満たしてくれていた。

「ああ、ここが王宮……なんてお金、いえ、素晴らしいの……」

　貧乏生活を送っていた反動で、金持ちに対しても並々ならぬ関心があるアリシアだ。だがカシュヴァーンとの約束を思い出し、ぎりぎりで無難な感かん嘆たんに置き換えた。

　城を取り囲む壁と城じよう門もんは、実利優先の無愛想なものだった。しかし華やかな城下町を抜け、招き入れられたシルディーン王宮は、とにかく優雅のひと言に尽きた。

　壁も床ゆかも磨みがかれた白い石。高い天井を支える一本一本の柱には精せい緻ちな彫刻が施ほどこされ、それ自体が美しいだけでなく、長い廊ろう下かを歩きながら見ていけばひとつの絵物語となる凝こったものだ。

「これは神話ね……水みな底そこの国の怪物にそそのかされ、人々が神を信じる心を忘れて……」

　連なる柱によってつづられた絵物語は、〈翼つばさの祈り〉教の根こん幹かんを成なす神話だった。

　何百年もの昔、人々が神を信じなくなった時代より始まり、ただひとり信しん仰こうを貫つらぬいた少女・アーシェルが迫はく害がいを受ける様が描かれている。

　眼鏡めがねをかけてなお怪あやしい視力しかないアリシアには、ここからではそこまでしか話の筋が追えない。だが一応貴族の子女として教育を受けているので、話の続きはたやすく分かった。

　追いつめられたアーシェルがついに海に身を投げた瞬間、神がアーシェルの背に天てん上じようの楽園・至いと高たかき国へ飛び立てる翼を贈おくったというところまで、この物語は続くはずだ。

　ここが国王との謁えつ見けんの間まに続く廊下だということも併あわせて考えれば、聖女となったアーシェルをひそかに支援していた数少ない人々が、王族と貴族となるところまで続いているのかもしれない。

「リュクがいたらきっと喜んだでしょうけど……でもリュクなら、こういう物も作れるかしら？」

　いい商売になるかも、と思いついたアリシアは、一層熱い視線を立ち並ぶ柱に注そそぐ。

「奥様、あまり変な風に首を傾けないで下さい。ドレスがしわに……あっあっ、だめです、せっかく結ゆった髪が崩くずれてしまいますわ！」

　ともすればカシュヴァーンとの約束を忘れ、「柱一本二十万ゼダルはかたいわ」と口走りそうなアリシアを、隣のノーラがはらはらしながら見つめている。

「それにしても、さすがに王宮にいらっしゃる方々のお衣装の素晴らしいこと……！　ドレープはもっとたっぷり取るべきだったわね、いいえそもそも布が、というか着ている方が」

　以前フェイトリンに行った時同様、アリシアが着ているドレスはノーラが別の婦人の持ち物を仕立て直したものだ。針はり子ことして非常に優秀なノーラは、時折通りかかる貴婦人たちの衣装と自作のドレスを引き比べては、ひとりで反省会をしている。

「自分で呼びつけておいて、相変わらず待たせてくれるものだ。いつものことではあるが」

　ぼそりと小さく吐はいたのは、黒地に金糸の縫ぬい取りが入った礼装で身を固めたカシュヴァーンだ。王宮には何度か来たことがある彼は、かたわらのトレイスが緊きん張ちようしきっているのとは裏腹に、退屈そうな視線をあたりに投げている。

「ティルナード様、もう少し肩の力を抜いて下さい」

　トレイス以上に緊張した表情のティルナードを、セイグラムが小声でたしなめた。

「レイデン家の新当主として、初めて国王陛下にお会いするのですよ？　くれぐれも」

「わ、分かってるって、余計に緊張するから少し黙れよ！」

　カシュヴァーン同様、黒い礼服に身を固めたティルナードは、すっかり場に吞のまれてセイグラムの忠告も耳に入らない様子だ。

　やれやれと肩を竦すくめたカシュヴァーンが、ふと思いついたように口を開いた。

「そうだアリシア、今のうちに言っておこう。謁見の間は──」

「ライセン強公爵夫妻、レイデン伯はく爵しやく閣かつ下か。国王陛下がお呼びです」

　だがカシュヴァーンが何かを告げるより早く、紺こんのお仕し着きせを着た二人の従じゆう僕ぼくが呼びに来てしまった。カシュヴァーンはもう一度肩を竦め、うながされるまま長い廊下を歩き始める。

「アリシア、あまり嬉うれしそうにするなよ。ティルもまずは、最初の挨拶を成功させることだけを考えておけ」

「たぶん二十万ゼダル、えっ？　──いいえ、はい」

　海の底に潜ひそんだおどろおどろしい怪物の彫刻に釘くぎづけになりながら、アリシアは生なま返事をした。







　柱の絵物語を追って進んでいくと、予想どおり、アーシェルが至高き国へと飛び去った後、地上の王となった若者が見事な王おう冠かんを神より授さずかった場面で終わっていた。最後の柱に挟み込まれた分ぶ厚あつい扉とびらを、二人の兵士が恭うやうやしく押し開く。

「……まあ……」

　初めて見る謁見の間の光景に、アリシアは感嘆の声を上げずにはいられなかった。

　鏡だ。

　シルディーン国王の謁見の間は、壁一面が鏡張りになっていた。左右の鏡が互いの姿を増ぞう幅ふくし合い、無限に続くかのような合わせ鏡の迷宮の中央には深しん紅くの絨じゆう毯たんが敷かれ、一段高い位置にある玉ぎよく座ざへと続いている。

　硝子ガラスを加工して作る鏡は製作に非常な手間と時間がかかる、高価な代物だ。これだけたくさん並べているとなると、その価値は計はかり知れない。

　おまけに人の姿を映す鏡は、その神秘性から恐怖小説にも数多く登場する。鏡を覗いたヒロインの背後に立つおぞましい何か、というのは物語の導入の定番だ。

「行くぞ」

　カシュヴァーンはそう言って平気で鏡の迷宮へ踏み込んだが、アリシアは漏もれ出そうな歓喜の声を抑えるのに精一杯。ノーラに後うしろから突っつかれたのでなんとか歩き出しはしたが、ノーラ自身もどこか呆ぼう然ぜんとしている。セイグラムさえ思わず眼鏡を直し、室内を見回してしまったほどだ。

　カシュヴァーンとの約束を守ろうと、アリシアは必死に平静を装よそおって前へ進んだ。それに深紅の絨毯の向こうには、これまた好奇心を刺激する人影が三つ、アリシアたちの到着を待っているのだ。

　さり気なく歩調を合わせてくれたカシュヴァーンと同時に、アリシアは玉座の前に立った。

　その後ろにはティルナード、さらに後ろには使用人であるトレイス、ノーラ、セイグラムが並び立つ。ルアークは姿が見えないが、きっとまたどこかに隠かくれて様子をうかがっているのだろう。

「よく来てくれたな、ライセン」

　よろよろと玉座から立ち上がった初老の男性こそが、シルディーン国王であるランドレイ・フィラル・ド・シルディーン。

　この方が国王陛下、と、アリシアもちょっとだけ緊張しながら、夫を真似て深く頭を下げる。……目もく測そくを誤り、合わせ鏡に何なん重じゆうにも映っているランドレイの虚きよ像ぞうへとその頭は向けられていたが、カシュヴァーンがそっとドレスの裾すそを引いて軌き道どう修正してくれた。

　床より一段高い位置にいるにもかかわらず、ランドレイは猫背気味なので立ち上がってもあまり威圧感はない。厚手の布でできた豪ごう華かな衣装を着ているのにそう見えるのは、落ち窪くぼんだ青い瞳ひとみにあるどこかおどおどした光のせいだろうか。

　玉座の側そばに控えたもうひとりの老人が、あまりにも威圧感にあふれているせいもあるだろう。その腰ははっきり分かるほど折れ曲がり、太い木の杖つえをついているというのに、片眼鏡の奥の瞳はまるでアズベルグの冬を告げる稲いな妻づま。

　相手を貫き通すような鋭さを今なお瞳に秘めたこの老人がたぶん、傾きかけたシルディーン王家を支える宰さい相しようイーダル・スタンバールだ。

　もう一方はどなたかしら、と黒い頭ず巾きんを目ま深ぶかにかぶったあからさまに怪しい影にアリシアが興きよう味み津しん々しんでいると、

「ああ、よい、頭を上げよ。遠えん路ろはるばるご苦労だった」

　アリシアの胸中など知らず、ランドレイが弱々しく微ほほ笑えみかけてきた。

「いえいえとんでもございません。国王陛下のみならず、宰相閣下にまでお目にかかれるとは、身に余る光栄に存じます。これはさぞかし、来年度の税にも便べん宜ぎをはかっていただけるのでしょうね」

　挨拶を返すカシュヴァーンの台詞せりふが少々芝しば居いがかっているのは仕方がないだろう。ここは王宮、相手は国王なのだから。

　しかしあからさまな要求をしたことはもちろん、妙に抑よく揚ようのついた発声や、わざとらしい媚こびを含んだ薄い笑みにアリシアは驚いてしまった。まるでその様はカシュヴァーンが大嫌いな、彼の言うことを聞かないアズベルグ地方の代官たちのようだ。

　不思議そうにアリシアが夫を見上げると、カシュヴァーンもちらっと妻を見た。

　一瞬その唇に苦笑いが浮かんだが、彼はすぐにランドレイに眼を戻した。その眼つきがまた、小ずるいと評するしかないほどのいやらしいものだ。

「あ、相変わらず図ずう々ずうしい男だな、ライセン。あ……あまりしっかりと私を見るな。それに声も、大きすぎる。ただでさえそなたの声は通りが良いのだ、心臓に悪い」

　カシュヴァーンに見つめられ、ランドレイが本当に心臓のあたりに手を当てて声を震ふるわせる。

「申し訳ありません」

　澄すまして多少小さな声で答えたカシュヴァーンは、言われるがまま国王から眼を逸そらした。ランドレイもカシュヴァーンから眼を逸らし、代わりに鏡に映る彼の姿をちらちらと見やる。

　そういえばカシュヴァーン様は「国王陛下は臆おく病びような小心者だ」と言っていたわね、と失礼なことを思い出しているアリシアに、ランドレイが顔をほころばせた。

「おお、そなたがフェイトリンの令れい嬢じようか……はは、なんだ、おかしな噂はいくつか聞いていたが、こんな可愛らしい」

「陛下」

　眼が三つあって山より大きい、等など々などの「死神姫」の噂をランドレイも聞いていたのだろう。ほっとした反動か、少々無ぶ遠えん慮りよなことを口走りかけた瞬間、片眼鏡の老人がたしなめた。

「下らぬ風ふう聞ぶんなどを元に、貴婦人の名誉を汚けがしてはなりません」

「う、うむ、すまぬ、イーダル」

　アリシアではなく自分に謝ったランドレイを、イーダルは無言で睨にらんだ。国王と宰相というよりは、不出来な生徒と悩める教師という構図だ。

　レイデン伯爵様とセイグラムみたい、とまた失礼なことを考えているアリシアを尻しり目めに、イーダルの叱しつ責せきはカシュヴァーンにも及ぶ。

「ライセン、貴公もだ。陛下より特別な爵位を賜たまわった恩義を忘れ、そのような浅ましい振る舞いを続けるから陰かげ口ぐちを叩たたかれるのだぞ」

　その「浅ましい振る舞い」にはフェイトリンの令嬢だったアリシアを買い取ったことも含まれている、と言いたいのだろう。イーダルはちらりとアリシアを見た。

　しかしカシュヴァーンは予想していた反応だったらしく、形だけ謝った後、不意に全く別の質問で返した。

「これは失礼を。ところで俺は初対面なのですが、そちらの方は？」

　カシュヴァーンが視線で指した先にいるのは、アリシアもさっきから気になっている黒頭巾の男である。わずかに覗く頰やあごには細かなしわが寄っており、老人のように思えるが、顔全体が見えないので部分的な印象しか分からない。

「う、うむ、これはその、最近私が懇こん意いにしている、まあ……」

　歯切れの悪いランドレイの回答をさえぎり、イーダルがさっさと紹介した。

「錬れん金きん術じゆつ師しのオーバン殿だ。国王陛下の大事な客人である、失礼のないように」

「かしこまりました」

　それ以上聞くな、と言わんばかりのイーダルの意思を正しく汲くんで、カシュヴァーンはひと言ですませた。

　アリシアはと言えば、初めて見る生なま錬金術師が気になって気になって気になって気になって仕方がないが、約束した手前ぐっとこらえた。

「そんなことよりだ、ライセン。実はお前を呼んだのは他でもない。少し頼みたいことがあってな」

　オーバンのことにはあまり触れられたくないのか、ランドレイが唐突に本題に入った。

　それよりレイデン伯爵様に早く声をかけて下さらないかしらと、挨拶の緊張に押し潰つぶされそうになっているティルナードを目線だけで振り返りながらアリシアは思った。

　だがイーダルの指示で新たに室内に入ってきた人々を見た瞬間、ティルナードのこともカシュヴァーンとの約束も頭から飛んでしまった。

「まあ、ジスカルド様？」

「オーデル侯爵!?」

　カシュヴァーンもまた、さもしい男の演技を忘れた素すの表情で、現れた金髪美青年の名を呼んだ。

「ライセン!?」

　呼ばれたジスカルド・オーデル侯爵も、カシュヴァーンたちがいることは聞かされていなかったのだろう。美しい顔を引きつらせ、ぎょっとしたように深紅の絨毯の上で足を止めている。

「あら、エルティーナ様も！」

「アリシア……嫌だ、カーシュも？」

　ジスカルドの妻、どこか気け怠だるげな雰ふん囲い気きの美女エルティーナ・オーデルも夫同様、呆あつ気けに取られた様子でアリシアたちを見つめていた。彼女にとってもこの遭そう遇ぐうは想定外のもののようだった。

　地方伯オーデル家の当主であるジスカルドと、彼に降こう嫁かした元シルディーン王家の王女・エルティーナは、夫婦揃そろってライセン夫妻と縁えんがある。夫同士は犬けん猿えんの仲、妻同士は読書家仲間の文通相手だ。

　この二人は王家と近しい間柄なのだから、王宮に現れてもおかしくはない。

　しかし続けて姿を現したのは、アリシアやカシュヴァーン以上に王宮とは縁がないはずの人間。

「バルロイ!?」

「よおカシュヴァーン、おっと、強公爵閣下とその奥様？」

　おどけたようにライセン夫妻を呼んだのは、浅黒い肌をした彼の剣の師し匠しよう、バルロイ・レクサンドールだった。

　いつもは肩当てと胸当てだけの簡素な装いなのだが、今は建たて前まえ上持っている子し爵しやく位に相応ふさわしい、華やかな衣装に身を包んでいる。ただし、たくましい体たい軀くは服の上からでもよく分かった。

　国土が瘦やせておりこれといった産業を持たないゆえに、国民の九割が傭よう兵へい稼か業ぎようで身を立てている小国ラグラドール。バルロイはそこの出身者で、ひとつの団を率ひきいる傭兵団長である。

「なんとおっぱい、ではなくて美人メイドのノーラも来てるのか。やっぱり俺たちは運命で結ばれているんだな」

「……あなたこの状況でよくそんな単語を口走れますわね……！」

　自他共に認める巨乳美女好きバルロイの、あまりの遠慮のなさをノーラが小声で非難した。

「貴様がバルロイだと、なぜここに……!?」

　ジスカルドもまた、驚きよう愕がくの表情でバルロイを見つめている。

　名家オーデル家の当主であり、太陽の如ごとき美び貌ぼうをも兼ね備えたジスカルドは、底意地の悪さも含めてカシュヴァーンも認めざるを得ない実力者だ。どんな時でも貴族らしい優雅さを忘れない彼なのだが、アリシアやカシュヴァーンとの再会の衝しよう撃げきも冷さめやらぬうちに登場したバルロイを見る眼には動揺が隠せない。

「これはこれは、奥様ともども噂に違たがわずお美しいですな、オーデル大侯爵閣下。しかも俺の名をご存じでいらっしゃるとはまことにありがたい。あなたにもラグラドール人の名を覚えるつもりがあるのですなあ」

　無ぶ精しよう髭ひげは剃そってきたらしく、つるりとしたあごを撫でながらバルロイは皮肉っぽく笑った。

　ずば抜けた戦闘力ゆえにシルディーン及び近隣諸国で重ちよう宝ほうされているラグラドール人たちは、あまりの強さとがめつさのために同じぐらい嫌われてもいるのだ。特にジスカルドはラグラドール人嫌いを公言してはばからず、〈汚お泥でいの民たみ〉なる醜しゆう悪あくな差別用語で彼らを呼ぶことすらある。

「あら、あなた、もしかしてレネ？」

　バルロイの背後、静かに佇たたずむ少女を見つけ、アリシアは彼女の名を呼んだ。

「はい。お久しぶりです、アリシア様」

　白に近い髪を頭ず上じようで結い上げ、青い清せい楚そなドレスに身を包んだ小柄な少女は、バルロイの団の一員であるレネだ。ルアーク同様〈玩具おもちやの兵隊〉の元構成員で、現在は傭兵として働いているはずなのだが。














「ドレス姿は初めて見たわ。その髪はかつら？　とてもすてきよ」

「ありがとうございます。アリシア様も大変お可愛らしいです。それと本物の私はこっちです」

　レネだということまでは分かったものの、またしても鏡の虚像に向かって話しかけているアリシアに、レネが冷静な声で突っ込んだ。

　普段は短髪に皮かわ鎧よろいという、少年としか見えない装いをしているレネである。いつもとずいぶん印象が違うが、ぴんと伸びた背筋や淡たん々たんとしたしゃべり方のせいで、残念ながらあまり貴婦人らしくはない。

「……おい、いいのか、バルロイ」

　レネの存在は、普通の傭兵以上に王宮に相応しいものではないはず。カシュヴァーンは一体どういうつもりかと眼をすがめるが、バルロイ本人は涼すずしい顔をしている。

　この四人の登場だけで、謁見の間は騒然とした空気に包まれた。だがさらに五人目の人影が、とどめのように合わせ鏡の迷宮に映り込んだ。




「うわああああああーっ！」




　五人目の登場人物を認めた瞬間、四人目までは挨拶文の反はん芻すうに夢中で無反応だったティルナードが絶叫を上げた。背後に辛しん抱ぼう強く控えていたセイグラムが眼を見張ったが、真っ青になったティルナードはそれどころではなさそうだ。

「ゼ、ゼ、ゼ、ゼ、ゼ、オ……!?」

「ああ、本当にティルだ！　会えて嬉しいよ、ティル!!」

　ティルナードの愛称を連呼しながら親しげな笑顔を見せるのは、アリシアは知らない黒髪の青年だった。

　顔立ちはそれなりに整っており、着ている服も王宮に相応しい襟えり高だかの華か美びな貴族服だが、そんな者はこの王宮内にどれだけいるか分からない。だがゼオと呼ばれた彼には、別のはっきりとした特徴があった。

　額ひたいから頰ほおにかけ、右眼を通って斜めに走る醜みにくい傷跡。

　刃物によるものだろう。それもあまり手て練だれとは言い難がたい相手から受けた傷らしく、左右にぶれた傷口はよじれ、周辺の肌を引っ張っている。そのせいで唇の右側が少し持ち上がり、笑っていなくても笑っているように見えた。

　だが今、ゼオは間違いなく心から笑っていた。傷を受けた右眼にも傷のない左眼にも、無邪気な喜びがあふれている。

「まあ、もがもが」

　顔にこのような傷があれば、眼がん帯たいなどで隠すのが普通だ。ティルナードと知り合いらしいところも含め、聞きたいことが一気に唇からあふれそうになったが、カシュヴァーンとの約束がある。なんとかそれを思い出し、アリシアは自主的に口元を押さえて我慢した。

　ゼオも一瞬ちらりとアリシアを見たが、あえぐようにティルナードが漏らした声に、再び彼のほうに向き直る。

「はは、まるで幽ゆう霊れいでも見たような顔だな、ティル。まあ幽霊扱いには慣れちゃいるが」

「なんで、なんでお前が、なんでここに……！」

　顔面蒼そう白はくのティルナードに対し、ゼオは快活な笑顔で改めて名乗った。

「俺が王子だからだよ。ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン」

　気さくな口調で正式な名を告げたゼオルディス王子は、呆然としているティルナードに一歩近づいた。

　思わずティルナードは二歩下がり、セイグラムにぶつかって動きを止めた。

　セイグラムも主あるじの異常に気づいたらしく、不ぶ作さ法ほうを咎とがめることなく険けわしい眼でゼオルディスを見つめている。

「もう一度言おうか？　俺は王子なんだよ、この国の。国王ランドレイ陛下の息子であり、エル姉ねえ様さまの弟。今年で二十三歳。まあ無理もないか、俺たちが出会ったのは俺が身分を隠し、次代の王となるため社会勉強をしていたころの話だものなあ」

　幽霊。

　今年で二十三歳。

　次代の王。

　ゼオルディスがこれらの単語を口にするたび、ランドレイ、エルティーナ、ジスカルドの表情がぴくりと動く。特にランドレイの動揺は顕けん著ちよで、すがるようにイーダルを見たかと思えば、部屋中の鏡という鏡に必死に眼を凝らすなど落ち着かない。

　父と姉夫婦の有様に傷のある右眼を走らせながら、ゼオルディスは震えているティルナードに笑いかけた。あくまで明るく、快活に。

「『ぼくのおとうさんはひだるまになりました』。まだ消えていないか？　せっかく再会できたんだ、今度背中を見せてくれよ、ティル」

　音もなくティルナードの体が沈む。

「ティルナード様……!?」

　床に崩れ落ちる寸前にセイグラムがその体を抱き留めたが、ティルナードはすでに意識を失っていた。

「ティル!?」

「レイデン伯爵様、大丈夫ですか!?」

「ちょっ、嫌だ、レイデン伯爵、どうなさいましたの……!?」

　カシュヴァーン、アリシア、ノーラもトレイスも慌てて駆かけ寄ったが、ティルナードはぐったりとして動かない。

　緊急事態を悟ったセイグラムは、ティルナードを抱かかえ上げランドレイに頭を下げた。

「国王陛下、ご挨拶もしないうちにまことに申し訳ありませんが、我が主は体調を崩されたようです。失礼ですが、退出させていただきます」

「あ、ああ……」

　きびきびとした対応についていききれていない国王の半はん端ぱな返事を聞き流し、セイグラムは足早に出て行こうとする。

　その前にゼオルディスが回り込んだ。

「かわいそうに、ティルは昔から体が弱かったからな。おい誰か、ティルに部屋を用意してやれ」

「……ありがとうございます、殿下」

　低く礼を述べたセイグラムの顔を、ゼオルディスはしげしげと覗き込んでから、場違いに嬉しそうな声で言った。

「お前がティルの一の部下というわけか？　よかったな、ティル。お前にもお前を一番に想ってくれる人間が、やっとできたんだな」

「……失礼いたします、殿下。緊急事態ですので」

　ゼオルディスの戯ざれ言ごとに素そっ気けなく答え、セイグラムは険しい表情のまま謁見の間を出て行った。

　王子の命を受けた兵士たちが手を貸そうとするが、セイグラムは「部屋までの案内だけで結構。ティルナード様は私がお運びします」と、助力を断った。

「やれやれ、せっかくの再会だったのに、ティルが体調を崩してしまうとは残念だ。ところで父上、イーダル。遠路はるばるやって来てくれた客人たちと、そろそろ本題に入りませんか？」

　セイグラムに負けず劣らずの息子の大胆な話題転換を受け、ランドレイはおろおろとイーダルを見た。

　情けない王の姿を一いち瞥べつしたイーダルは、高齢を感じさせない威い厳げんに満ちた声でこう言った。

「──これより先は、ご婦人方にお聞かせするような内容ではございません」

　それだけの台詞で、エルティーナは自分がすべきことを悟ったようだった。ふうっとため息をつき、心得顔でアリシアとレネを見やる。

「分かったわ。私の部屋に行きましょう、アリシア、それから……」

「レネと申します。よろしいでしょうか、バルロイ様」

　エルティーナに一礼したレネが確認を取ると、バルロイは鷹おう揚ようにうなずいた。

「構わんさ。お姫様に招待されるなどめったにないことだ、楽しんでこい」

「バルロイ様のご命令とあらば」

　生真面目な返答にバルロイは苦笑したが、それ以上言わずただひらひらと手を振った。

「カシュヴァーン様、ええと、私もその、よろしいのかしら……？」

　内心もうちょっとここにいたい、と思いながらアリシアもカシュヴァーンに尋ねたが、カシュヴァーンの答えは「行ってこい」だった。

「オーデル侯爵夫人に失礼のないようにな。……よろしくお願いします、侯爵夫人」

　カシュヴァーンの目配せに、エルティーナはまたも心得顔でうなずいてみせる。

「じゃあ行きましょう。ええと、ノーラだったかしら？　あなたも行くわよ。アリシアの侍じ女じよなんでしょう？」

「は、いえ、メイドで……いえ、まあ、そのようなものですわ」

　ティルナードのことが気になっているのか、心ここにあらずのノーラと共に、アリシアはエルティーナに連れられ謁見の間を後にした。







　エルティーナが女性陣を引き連れ、やって来たのは王宮二階にある豪華な部屋だった。

　嫁とつぐ前の彼女の私室がそっくり残されているらしく、寝しん台だいも長椅子も愛らしい桃色や白。理想の王子様を待っていた、夢見がちなお姫様の影がまだここには残されている。

「いろいろ聞きたいことがありそうな顔ね、アリシア」

　なんとも言えない含み笑いをしながら、エルティーナは案内役のメイドにお茶の用意を言いつけて追い払った。現在の彼女にはいささか可愛らしすぎる、淡あわい桃色の長椅子に優雅に腰を下おろしながら、

「いいわよ。ここにはイーダルの眼も届かないもの。なんでも聞いてちょうだい」

「……あの、でも、カシュヴァーン様と、約束したんです。おとなしくしているって……」

　馬車の中での約束と、その時の口づけを思い出し、赤くなりながらアリシアは一応抵抗してみた。

　しかしエルティーナはこれまで何度もアリシアに入れ知恵をし、カシュヴァーンにけしかけてきた手しゆ腕わんの持ち主だ。ころころと笑ってそそのかす。

「男との約束なんて、わざと破るぐらいでちょうどいいのよ。カーシュだってきっと、アリシアに破ってほしくてそんな約束をしたんだわ」

　愛人を自称するノーラでさえ使わない「カーシュ」の愛称で、エルティーナはカシュヴァーンを呼ぶ。

　そのことに例の「むずむず感」を覚えながらもアリシアは、誘われるまま溜ため込んでいた疑問をひと息に吐き出した。

「どうして謁見の間は鏡張りで錬金術師様とオーデル侯爵様とレクサンドール子爵様までいらしてエルティーナ様の弟君はレイデン伯爵様のお知り合いですの!?」

「……アリシア、一度で質問をすませてくれたのはありがたいけど、私はひとつずつ答えていいわよね？」

　苦笑いしたエルティーナは頭の中を探るように、豪華なシャンデリアが下げられた天てん井じようへと眼をやった。

「といっても、今の質問だと私に答えられるのは最初のものだけね。答えはお父様が臆病だからよ。あら、ありがとう、レネ」

　先のメイドが持ってきた茶の用意を受け取ったレネが、アリシアとエルティーナの前にいい香が立ちのぼるティーカップを並べてくれる。

　ノーラはといえば、まだどこかそわそわしていて、小さなケーキが乗った皿を配る手つきも怪しい。

「レネもノーラも座ってお食べなさい。遠慮はいらないわ、女同士で楽しくおしゃべりしましょ。どうせ男どもの話は長くかかるでしょうし」

　エルティーナにうながされる前から早さつ速そくケーキに手をつけているアリシアだったが、一方で「臆病だからですか？」と聞き返すことも忘れなかった。

「そう、臆病だから。玉座に座ったまま、謁見の間に入ってきた人間の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見張ることができるように、あの部屋は設計されているの。一番の目的は暗殺を防ぐことね」

「確かに鏡を用いて、そのような仕掛けをすることは有効かとは思われます」

　アリシアに負けず劣らずの速さでぺろりとケーキをたいらげたレネがつぶやいた。

「ですが国王陛下は鏡を見てはいらっしゃいましたが、視線は部屋中にさまよっており、満足に観察ができている様子はありませんでした。それに武器を隠し持っている者が分かったところで、あの方に対応できるとは思えませんが」

　元暗殺者、現傭兵のレネの観察は的確かつ辛しん辣らつだ。それを聞いてエルティーナはにこりと微笑む。

「そうね。じゃあきっと、臆病な上に馬鹿なのね」

　実の父親、それも国王を捕つかまえてのひと言に、さすがのレネも驚いたように黙り込んだ。エルティーナは静かに微笑み、話題を転じる。

「二つ目の質問については、私も分からないわ。私とジスはただ、お父様に呼ばれて王宮に顔を出しただけ。定期的に謁見をして王家に忠誠心を示すのは貴族の務つとめだもの、別におかしいとも思わなかったけど、まさかアリシアたちやラグラドール人まで来ているとはね……しかもあの、バルロイ・レクサンドール」

　エルティーナはバルロイの存在が一番気になっているようで、錬金術師オーバンに対して触れない。そこでアリシアは「錬金術師様は？」と自ら尋ねた。

「ああ、そんなのもいたわね。錬金術師については私も初対面よ。でもお父様は昔から、ああいう怪しい手合いが好きだから。金きんでも作ってほしいんじゃない？」

　立場上エルティーナもはっきり言えないようだが、権けん威い失しつ墜ついにともない税収が落ちている王家が財政難だとは聞いている。

　だがアリシアとしては、今のエルティーナの台詞にどうしても聞き流せない部分があった。

「いいえエルティーナ様、錬金術は金を作ることを目的としたものではありませんのよ！　真の目的は、すべての物質を他の物質に変える力を持つ賢けん者じやの石を手に入れること!!　あ、賢者の石というのは、世界霊れい魂こんを精製凝ぎよう縮しゆくしたものですの。世界霊魂とは」

「……詳しいのね。あなた錬金術の本まで読んでいるの？　門もん外がい漢かんの排はい除じよのために、ものすごく難解な書き方をしてあるそうだけど」

　引き気味のエルティーナの言葉を受けて、アリシアはうっとりと遠くを見る目つきになる。

「ええ、とても難解で、何度も読まないと全く意味が分からないので長時間楽しめますの。それに目的ではないにしても、金を作るなんて素晴らしい術ですし……！　錬金術師は物語にもよく出てきますから、基礎知識を備えておくと他の本もより楽しめてとってもお得なんです」

　いいことずくめだと語るアリシアに、エルティーナは「そういえばあなたが薦すすめてくる本には、よく出てくるわね……」と苦笑いした。

「……あの、オーデル侯爵夫人。その……奥様の、三つ目の質問についてなのですけど」

　ティルナードとゼオルディスの関係が気になっているのだろう。ケーキにもお茶にも手をつけず、硬かたい表情で押し黙っていたノーラが不意に口を開いた。

　エルティーナは一瞬沈黙し、それからゆっくりとティーカップに唇を寄せる。

「三つ目は……レイデン伯爵のあの反応を見る限り、知り合いなんでしょうね。……かわいそうに」

　ひとりごとのようにエルティーナはそれだけ答えた。追及を避けたがっている様子だったが、ノーラは懸命に食い下がる。

「レイデン伯爵の反応は異常でしたわ……それに、我が国に王子がいるというお話は、聞いたことがありませんし……」

　確かにアリシアも、王子の存在について聞き覚えがない。

　いくら王家の影響力が落ちているとはいえ、王子といえば当然次代の王の筆頭候補なのだ。なのに世間ではエルティーナが降嫁した今では、ジスカルドが次の王という噂さえ流れている。

「大変失礼なのですが、ゼオルディス王子殿下は、一体どういう……？」

「──あれは怪物よ」

　怪物。

　カシュヴァーンが自らを、そして大嫌いな父親を評するのと同じ言葉。

　ノーラのみならずアリシアまでもはっとした表情になったのを見てから、エルティーナは落ち着いた、それでいて反論を許さない口調で言いきった。

「話を変えましょうか。ねえレネ、あなたのことを話してくれない？　あなた、ラグラドール人ではないわよね」

　エルティーナとレネは初対面である。バルロイの連れということも含め、好奇心をくすぐられているようだ。

「はい、ラグラドール人ではありません」

〈玩具の兵隊〉に属していたことを、元王女にしゃべるわけにもいかないと思っているのだろう。いつにもまして簡かん潔けつなレネの回答に、エルティーナは意味ありげな含み笑いをする。

「あの男が、ちょっと変わった組織にいた人間を拾ったという話は私も聞いているわ。カーシュも。ね、アリシア」

　また出てきた「カーシュ」になんとなく居い心地ごこちの悪い思いをしながら、アリシアはうなずく。

「そういえばエルティーナ様は、ルアークにお会いになったことがありましたわね」

　今もそのあたりに潜んでいるはずのルアークの名を口にしながら、アリシアは「怪物」ゼオルディスのことを思い出した。しゃべり方やとらえどころのない雰囲気が、ルアークと少し似ているのだ。

　けれど「怪物」という単語から思い浮かぶのは、やはりカシュヴァーンのこと。そう思うと、ゼオルディスとカシュヴァーンも似ていなくはない。同じ黒髪だし、今年二十三歳なら年齢も一致している。

「じゃあ王子殿下は、カシュヴァーン様とルアークが合体したような感じかしら……まぁ強そう」

　小さなひとりごとは、幸いエルティーナの耳には入らなかったらしい。

「何せあの銀髪ぼうやは、ジスを殺そうとしてくれた相手だしね。私だって一応元王女だもの、いろいろ気にしてはいるのよ」

　二人のやり取りを聞いて、レネはエルティーナはすべてお見通しと悟ったようだ。今さら隠しても仕方がないと、うながされるまま口を開く。

「……以前属していた組織が解体された後、行き場をなくしていた私をバルロイ様が拾って下さったのです。あの方は本当に素晴らしい方です」

　具体的な組織名は避けながら、いつものようにレネはバルロイを褒ほめて結んだ。

　その言い方でエルティーナは勘かんづいたようだった。

「レネはもしかして、バルロイのことが好きなの？」

「はい、好きです。いずれ妻に迎むかえていただく予定です」

　元よりレネにバルロイへの想いを隠す気はない。至し極ごくあっさりと肯こう定ていし、エルティーナばかりか会うたびバルロイに言い寄られているノーラまでも鼻はな白じろませた。

「……私の情報網が偏かたよっているのかもしれないけど、あまりいい評判は聞かない男よ。あなた、利用されているだけなんじゃないの？」

「それでも構いません。私はバルロイ様のことが好きです」

　またしてもきっぱりとレネは答えた。揺るぎないその答えに、エルティーナの紫の瞳が複雑な光を帯びる。

「──よければ教えてくれないかしら。どうしてバルロイのことがそんなに好きなの？　そりゃあ拾われた恩は大きいものでしょうけど」

「拾われた後も恩を受けたからです。ラグラドール人でない私があの方の団に入ったことにより、反発を持つ者は少なからずいました。ある者たちは、傭兵団に入った女なのだからと、体を要求してきました」

　エルティーナは押し黙った。アリシアは「時々小説でも出てくるけど、体を要求って具体的にどうするのかしら。さばいて食べるってことかしら」などと考えている。

「ところがバルロイ様はそのことを聞きつけ、男性たちをきつく叱しかりつけて団から追い出してしまわれました」

　凍りついた空気の中、誰も止めないのでレネはしゃべり続ける。アリシアは「レネが食べられずにすんでよかったわ、でないと会えなかったものね」と微笑んだ。

「そこで私は礼として、バルロイ様に伽とぎを申し出ました。ですがあの方は断った。なので『私は子供を産めない体ですので便利です』と申し上げました。そうしたら、先の男性たち以上にきつく叱られました」

　そしてレネは、誇ほこらしげな声でまたしてもこう結んだ。

「あのように素晴らしい男性が、この世に存在するとは思いませんでした。だから私はバルロイ様のことが好きです。結婚していただきたく思っております」

　ようやくレネの話は終わったが、エルティーナとノーラはまだ凍りついている。

　一方アリシアは、一連のレネの台詞の中に気になる部分を見つけた。

「ねえレネ。子供を産めない体というのは、男の方にとって便利なものなの？」

「バルロイ様曰いわく、最低のくず野郎は喜ぶのだそうです。ですが正規の結婚相手、特に貴族の家では、子供を産めない女性は離縁されてしまうこともありますね」

「まあそうなの。難しいわね……」

　突っ込み役の二人が沈黙しているため、アリシアとレネの会話は野放しだ。

「そういえばカシュヴァーン様は、まだ私と初夜を迎えて下さらないのだけど……カシュヴァーン様は貴族だけれど成り上がりだから、子供を産めない女性のほうがお好きかしら」

　性的な知識が絶望的に乏しいアリシアも、初夜が子作りのためのものであることぐらいは知っている。

「既き成せい事実より先に子供を作りませんかと申し上げた時も、はっきり答えて下さらなかったし……あらでも、お金持ちで寛かん容ような優しい方だから、最低のくず野郎ではないと思うんだけど……？」

　うんうんと考え込んでいる横で、今度はレネがエルティーナに質問をした。

「ところで侯爵夫人は、オーデル侯爵と普段どのようにいちゃいちゃなさっているのですか。将来の夫婦生活の参考にさせていただきたいのですが」

　それを聞いてエルティーナはゆっくりと、非常にゆっくりと、ノーラに顔を向けた。

「……ノーラ」

「……はい」

「……今年流行しているドレスについて、話をしてもいいかしら？」

「え、ええ、ぜひっ！　ぜひともそういう話を!!　そういうお話だけをして下さい!!」

　心底助かったという顔で、ノーラは力強く賛さん同どうを示した。







　その後アリシアが空腹を訴えたので、エルティーナは別室に豪ごう勢せいな昼食を用意してくれた。並んだ料理に舌した鼓つづみを打ちながら、調理方法を尋ねたりなどして楽しく過ごしているうちに、あっという間に時間は過ぎていき──……

　くう、と小さな音を立てた腹を押さえ、アリシアは少しだけ恥ずかしそうにする。

「あら嫌だ、もうおなかが空すいてきましたわ」

「……こらえ性しようのないおなかね。まあ、でも……そんな時間よね」

　とうに陽ひも落ちた窓の外に眼をやりながら、エルティーナがため息をついた。

　昼食後、またエルティーナの私室に戻ってきたアリシアたちは、宮きゆう廷ていつきの楽がく士しの演奏を聴きくなど優雅な時を過ごしていた。

　王女時代のエルティーナのドレスを皆で着てみたり、ノーラに化け粧しようを教えてもらったり。レネも「参考になります」を連発しながら、危険な話題を持ち出すことなく、あまり表情を動かさないながらも楽しそうにしていた。

　しかしアリシアの正確な腹時計が示すとおり、いつの間にかもう夕食の時刻だ。カシュヴァーンたちの話が終わったという知らせはまだこない。

「男どもはまだ政治の話に夢中かしら？　しょうがないわね、まあいいわ、夕食も私たちだけで楽しく……」

　そんなことを言いながら、エルティーナは扉へ近づいていった。廊下に控えているはずのメイドを呼ぼうとしたところ、いきなり外から扉が開き、小さな悲鳴を上げて立ちすくんだ。

　異常を察していたらしく、エルティーナのすぐ背後に来ていたレネが「バルロイ様」と団長の名を呼んだ。

　異常には全く気づいておらず、単に何事かと近づいてきたアリシアもまた、扉の外を覗いて不思議そうにする。

「カシュヴァーン様、それにレクサンドール子爵様もお帰りなさいませ。あらジスカルド様、どうなさったの？」

　薄暗い廊下に立っていたのはカシュヴァーンとバルロイ、そして二人に挟み込まれるような形でぐったりとしたジスカルドだった。

　見事な金の髪にはかきむしったような跡あとがあり、虚うつろな青い瞳はどんよりと濁にごっている。聞き取れないほどの小さな声で何かぶつぶつとつぶやいているが、その唇からはきつい酒の匂いが漂ただよっていた。














「酔よっていらっしゃるの？　レンブラーの匂いが……」

　傭兵の血、の二つ名で呼ばれるレンブラー。ラグラドール人が好むきついこの酒は、以前カシュヴァーンが飲んでいたのでアリシアも名前を知っている。

　同時に匂いに結びついた、甘い口く説どき文句の数々まで蘇よみがえってきて、アリシアは顔を赤らめた。

　だがカシュヴァーンの表情は甘い思い出とはほど遠く、妻ではなくエルティーナに向かって小声でこう告げた。

「貴婦人の部屋を、このような時間に突然訪問する無ぶ礼れいは承知しています。ですが今のオーデル侯爵をお連れしていい場所が、他に思い当たりませんでしたので」

「分かったわ。早く入って」

　非常事態を察したエルティーナの了承を得たカシュヴァーンは、バルロイと一緒にジスカルドを引きずって室内に入ってきた。エルティーナがすぐに扉を閉めにかかり、同時に外のメイドに「このことは誰にも秘密。いいわね」と念押しをする。

　馬鹿騒ぎが前提の私的な集まりならとにかく、王宮内で酔って醜しゆう態たいをさらすなど貴族の名な折おれ。公私の区別がつかない者に特権階級の眼は冷たい。

「カシュヴァーン様、ジスカルド様は一体どうなさったのですか？」

　ジスカルドの長身を可愛らしい桃色の寝台の上に横たえさせたカシュヴァーンに、アリシアは単刀直入に質問した。

　カシュヴァーンは少し迷うような素そ振ぶりを見せたが、どうせ室内にいるのは全員関係者。バルロイもいいぜ、というようにあごをしゃくって合あい図ずした。

「……実は王家にはラグラドールと親交を深めていきたい考えがあるらしい。オーデル侯爵が大たい使しに、俺がその副官になり、ラグラドール側の代表者であるバルロイと協力するよう言われたんだ」

「まあ」

　アリシアもびっくりし、ノーラもレネも驚きの表情になったが、エルティーナはあからさまに顔色を変えた。

「なんですって!?　お父様とイーダルは、そんなことのために私たちを呼び出したの!?」

「そんなこと、とはご挨拶だな、お姫様。おっと、オーデル侯爵夫人？」

　揶や揄ゆするようにつぶやいたのはバルロイである。カシュヴァーンはちょっと黙ってろ、と目配せをして、

「で、手っ取り早く交流を持とうと、三人だけで話をしていたというわけさ。ところがオーデル侯爵はまあ、ラグラドール人にいろいろと思うところがおありの方なのでな。全く会話が弾はずまないので、腹を割って話すならこれが一番と、バルロイがレンブラーを取り出して無理やり」

「何がラグラドール人と協力だ、ふざけるな……！」

　カシュヴァーンの説明の最中、いきなり上半身を起こしたジスカルドがうなった。

　全員ぎょっとしてジスカルドを見たが、当人は半分夢の中のようだ。酔いに濁った眼をあてどもなくさまよわせながら、桃色の上掛けを摑つかんで絶叫する。

「しかもなぜ私が。なぜ私が、ライセンやバルロイなどと！」

　自分の名前を聞いたバルロイの眼に冷ひややかな色が浮かぶ。それを見て取ったカシュヴァーンが、無言で彼の肩を押さえた。

「陛下はあの守しゆ銭せん奴どどもに国の未来を預けようというのか。私は誰よりもシルディーンの行く末すえを憂うれえている、それなのになぜ……!!」

　絞しぼり出すような声で叫んだジスカルドの瞳から、急速に力が失われていく。

「なぜ……、だ……」

　弱々しく語尾が切れ、黄金の髪の残像を引いてジスカルドはまた寝台に倒れ込んだ。うわごとのような言葉はまだその唇から漏れているが、起き上がる気配はない。

　悪夢の中に戻っていったのだろう。眉み間けんにしわを寄せ、苦しそうな夫の体に、エルティーナが毛織りの肩掛けを持ってきてそっとかけてやった。ノーラが慌てて水差しの水を汲み始める。

「……レクサンドール子爵。いろいろ言いたいことはおありでしょうね。申し訳ないけれど、酒の上の戯ざれ言ごとということで許して下さらないかしら」

　冷たい色を瞳に浮かべたままのバルロイに、エルティーナは頭を下げてていねいに謝罪した。

「戯れ言？　本心の間違いじゃないか、お姫様。もっとも酒に酔うまでもなく、この王子様の本心は俺にはだだ漏れだったがね」

「……やめろバルロイ。この方を責めても仕方があるまい」

　突っかかるバルロイをカシュヴァーンが制した。エルティーナはそっと眼を伏ふせ、寝台に横たわったジスカルドを愛いとおしそうに見やる。

「ジスはお酒に弱いのよ。すぐに酔っぱらって、自制心が利きかなくなって、時には言ってはいけないことを口にしてしまう。……だからこそ、普段は常に優位を保つように立ち回って、自分はお酒を飲まずにすむようにしているのだけれど」

　通常ならバルロイに酒を勧すすめられたところで、鼻で笑っておしまいだっただろう。

　だが今回ばかりは、国王直じき々に協力せよと仰おおせつかった相手だ。無む下げにもできず、あるいはやけになったのか、レンブラーをがぶ飲みして醜態をさらしてしまったようだ。

「地方伯オーデル家の長子として、ジスの肩には生まれつき大きな重圧がかかってる。見み栄えっ張りで高こう慢まんで、自分以外の男は下げ僕ぼくか敵だと思っているような、どうしようもない男だけど……ジスなりに、国を愛しているの」

　そこでエルティーナは眼を上げて、無言のバルロイにこう頼んだ。

「あなたは呼び出しの理由を知った上で王宮へ来たのでしょう？　でなければこの国の人間ではないあなたが、のこのことそんな格かつ好こうでやって来るはずがないものね。失礼だけど、ジスの怒いかりも予想していらしたはず。それでもシルディーン王家との親交には旨うま味みがある、そう思って来て下さったのなら、一度だけ眼をつぶっていただけないかしら」

「オーデル侯爵がシルディーンを愛しているのは知ってるさ」

　ややあって、バルロイは髭のないあごを撫でながら口を開いた。

「だが俺も、ラグラドールを愛している。酒の勢いで悪口を言ってしまいました、はいそうですかと許す気になれない程度にはな」

　ラグラドール人を馬鹿にする人間を決して許さないバルロイだ。元々ジスカルドとの仲は険けん悪あくだったので、話は平行線を辿たどりなかなか折り合いがつかない。

「レクサンドール子爵様、ジスカルド様をあまり怒らないであげて下さい」

　そこへアリシアが突然加勢してきたので、エルティーナもバルロイも眼を見張った。

「こら、アリシア、おとなしくしていろとあれほど」

　これ以上ややこしいことになってはたまらないと、カシュヴァーンが妻を止めようとしたが、アリシアがこう言うほうが早かった。

「確かにジスカルド様はラグラドールの方がお嫌いということです。でも、あのオーデル家のご当主でいらっしゃるんですもの。酔っぱらったお姿を人目にさらさずにすませてやったと、うまく恩を売っておけば、きっといいことがもがもが」

　最後の最後で口をふさがれ、もがもが言っているアリシアを呆気に取られたように見下ろすバルロイの瞳から、冷たい光が消えていく。

「……知ってるつもりだったが、つくづく面白い嫁さんをもらったな、お前」

「……ほっといてくれ」

　カシュヴァーンの渋じゆう面めんに満足したか、バルロイはエルティーナとアリシアにさっぱりとした笑顔を向けた。

「分かったよ。お姫様二人の、たっての頼みだからな。こっちも王子様のご乱心を予想してなかったわけじゃない、一度だけは見み逃のがしてやるさ」

「ありがとう。さすがレネが惚ほれるだけの男ね」

　すかさずエルティーナがそう言ってのける。バルロイはわずかにたじろいだ気配を見せたが、それをごまかすように、ノーラへ視線をやった。

「本当ならおっぱいメイドにも胸を寄せてお願いしてほしいところだが、それどころじゃなさそうだ。俺はひとりで飲み直すとしよう」

　肝心のノーラはやはりティルナードのことが気になっているらしく、せっかく水を汲んだコップを持ったままひとり廊下のほうを見つめている。

　バルロイはそのまま退出し、レネも「お相手いたします」と言いながら彼を追って消えた。

「ありがとう、ノーラ。後は私がやるからもういいわ」

「あっ……、あっ、も、申し訳ありません」

　恐きよう縮しゆくするノーラの手からコップを受け取り、エルティーナはジスカルドの脇わきにそっと腰を下ろす。

「アリシアもカーシュもありがとう。イーダルも部屋ぐらい用意してくれているはずよ。今夜はこのまま二人きりにさせて。ジスには悪いけど、無防備に寝てる顔をもう少し見ていたいの」

　その時またアリシアの腹が鳴ったので、カシュヴァーンとノーラは慌てたがエルティーナはくすくすと笑い出した。

「そうね、夕食の時間だったのよね。安心してアリシア、部屋に持って行かせるわ。では、また明日」

　かえって気が楽になった様子で、エルティーナは明るく笑って三人に手を振ってくれる。

「ジスは本当に国を愛してるのよ。……その百分の一でいいから、私のことも愛してくれればいいのにね」

　扉を閉め際ぎわ、そんなつぶやきが聞こえてきて、アリシアはなんとなく胸のあたりを押さえてしまった。







　エルティーナが言ったとおり、カシュヴァーンたちが泊まる部屋はすでに用意されていた。王宮三階の端に位置するその広い部屋は、以前フェイトリンのロベル家に招かれた時と同様、使用人用の続き間がついている豪華なものだ。

「ロベル家のお屋敷は、王宮の作りを真似していらしたのかしらね」

　そんなことを言いながらきょろきょろしているアリシアに、片づけの手を休めたトレイスが近づいてきた。姿が見えなかったのは部屋に先回りしていたからのようだ。

「お帰りなさいませ、カシュヴァーン様、アリシア様。……どうなりましたか」

　ジスカルドとバルロイの話し合いには参加していないトレイスだが、ある程度のことは聞かされているのだろう。

　気き遣づかわしげな問いかけに、カシュヴァーンは深く息を吐く。

「どうもこうも、たった半日であんな話がまとまるはずがないだろう。とりあえず明日また仕切り直しだ」

　大おお雑ざつ把ぱに経過報告をすませ、今度はカシュヴァーンが質問をした。

「ティルはどうしている」

「……まだお休み中です。これ以上のことは、セイグラム様に聞きませんと」

　隣の客室のほうへ眼をやりながらトレイスは答えた。ノーラが反射的にそちらへ行こうとしたが、カシュヴァーンが素早くその手首を摑んで引き留める。

「ノーラ、ティルは今、セイグラム以外に会える状態ではないようなんだ。心配なのは分かるが、少し放っておいてやれ」

「……べ、別に、そんなに心配しているわけではないですけど……分かりましたわ……」

　明らかに意い気き消しよう沈ちんした様子でうなずいたノーラは、トレイスと共に荷物の片づけをしに使用人部屋へ下がった。

　広い室内には、気づけばカシュヴァーンとアリシアの二人きり。

「さて、アリシア。お前はまた俺との約束を破ってくれたな」

　さり気なく壁にかけられた翼ある少女の絵や、高価な調度品を品定めしていたアリシアがはっとした時には、すでにカシュヴァーンの手にあごを取られていた。

「ごめんなさい、カシュヴァーン様……、あ……」

「約束を破ったんだから、罰ばつだ」

　もっともらしいことを言いながら、カシュヴァーンの顔が近づいてくる。

　罰にしては甘すぎる口づけを終えた後、ぼうっとしている妻の頭をカシュヴァーンは優しくていねいに撫でてくれた。

「とはいえ、さっきは正直、よくやってくれた。今バルロイとオーデル侯爵夫妻がやり合う、なんて羽は目めになったら、俺たちもどこでどうとばっちりを食うか分からんからな」

　褒められて、嬉しくなったアリシアはまだぼうっとしながらつぶやいた。

「男性との約束は破ったほうがいいって、こういうことですのね、エルティーナ様……」

「……なんの話だ？」

　いぶかしげなカシュヴァーンの声に続き、上のほうからこんな声が降ってきた。

「えーと、いい雰囲気のとこ邪魔して悪いけど、ちょっとだけいいかなっと」

　答えを待たずして、音もなく銀の髪をゆらめかせて飛び降りてきたのはルアークである。

「あらルアーク、久しぶりね」

「久しぶり、アリシア。やー、やっぱさすが王宮、なかなか警けい戒かいが厳しいよ。おまけに二人とも途中からばらばらになっちゃったから、どっちの話も中途半端にしか聞けなかった。謁見の間には入り込めなかったしさ」

　疲れたようにこきこきと首を回しながら、ルアークはカシュヴァーンを見上げる。

「とはいえ、カシュヴァーンおにいちゃんたち三人が、寒い酒さか盛もりをしてるところはよく見えたけどね。一応聞くけど、国王陛下はおにいちゃんたちに何しろって？」

「聞いたとおりさ。国王陛下と宰相閣下は、俺たち三人に仲良しごっこをしてほしいんだそうだ」

「ああ、王家に対して何かやらかしそうな連中を、まとめて見張ろうってわけ？」

「そういうことだな。で、何かやらかしたら、それを契機に叩こうという腹だろう」

　すでに共通認識ができあがっているらしく、二人の会話は進みが早い。

「今まであちこちで騒ぎに巻き込まれてきたからな。何か言ってくるだろうとは思っていたが、まさかこんな思いきった手に出るとは……」

　苦にが々にがしいカシュヴァーンの独白に、ルアークも別の切り口から意見を述べた。














「こないだのユーランさんの一件からすると、〈翼の祈り〉教団が、例の穏おん健けん派だ急進派だで暴走してるせいもあるかもね。王家としては、こっちにはラグラドール人と組むっていう選択肢しもあるんだぜ！　って言いたい感じ？　あ、ごめんねアリシア、ほったらかして」

　矢や継つぎ早ばやに交かわされる会話の中、ひとり取り残されたアリシアにルアークが謝った。

　だがアリシアはにっこり笑って首を振る。

「いいえ、いいのよルアーク。おとなしくしているってカシュヴァーン様と約束したし。それに私は、国王陛下やラグラドールのみなさんのことより、錬金術師様のことが気になるわ」

　前半は殊しゆ勝しよう、後半は身勝手なアリシアの台詞に、ルアークがすっとんきょうな声を上げる。

「錬金術師！　へええ、ここにそんなのがいるんだ。ふーん、〈翼の祈り〉の教えは、錬金術を否定してるはずなんだけど……もしかして国王陛下は、本格的に教団と手を切る気なのかな？」

　謁見の間に入れなかったというルアークは、錬金術師オーバンの存在を知らなかったようだ。

「面白くなってきたね。俺、もうちょっとあちこち探ってくるよ。そういうわけで覗き見は中止するから、続きはご遠慮なくー」

　好奇心の強さならルアークもアリシアに負けてはいない。死神少年はたちまち姿を消した。

「忙せわしない奴だ」

　呆あきれたようにカシュヴァーンは言うが、口調とは裏腹にルアークが消えた方向を見つめる眼はどこか優しい。

「しかし、国王陛下はとにかく、やはりあのイーダルじいさんの眼はごまかせなかったか。田舎でふんぞり返っている馬鹿な青あお二に才さいだと、侮あなどっていてほしかったんだが……」

　田舎でふんぞり返っている馬鹿な青二才。

　それは正まさしく、謁見の間にてカシュヴァーンが見せた素振りそのもの。

「そういえばカシュヴァーン様、国王陛下の前にいらっしゃる時、なんだかいつもと違っていらしたわ」

「……ああ、あれな」

　苦笑いしたカシュヴァーンは、少しだけアリシアから眼を逸らした。

「世間での俺の評判は、『アズベルグの暴君』と呼ばれ、いい気になっている成り上がりだ。だからそう思われているとおりに振る舞ってやっただけのことさ。そのほうがいちいち、痛くもない腹を探られずにすむからな」

　言い訳がましい説明を聞いて、アリシアは安心した。

「よかった。だってあの時のカシュヴァーン様、よく本に出てくる小悪党みたいだったんですもの。大抵はちゃんとした名前もついていなくて、出番はだいたい五行から十行ぐらいですの」

「……だからお前をここに連れて来たくなかったんだ。普段の俺を知っている人間の前であれをやるのは、結構恥ずかしいんだぞ」

　照れ隠しかカシュヴァーンは手を伸ばし、アリシアの頭をくしゃくしゃと撫でた。

「……ティルも、連れて来るべきではなかったかもしれんな。今さら言っても仕方がないが」

　一度くしゃくしゃにした亜あ麻ま色いろの髪を、またていねいに梳すいてやりながら、カシュヴァーンは隣室へと物もの憂うげな視線を向けた。アリシアも真っ青になって倒れたティルナードのことを思い出し、暗い表情になる。

「レイデン伯爵様、大丈夫でしょうか……」

「あいつももう、ただの甘ったれたへなちょこおぼっちゃんじゃない。それにセイグラムもついているからな。そのうち立ち直るさ」

　ティルナードにはもうそれだけの力があると、カシュヴァーンは言いたいようだった。

「とはいえ、ゼオルディス王子、か。……ティルとどういう関係なのか、聞く必要がありそうだが……さて、ティルに聞くべきか、王子に聞くべきか……」

　ティルナードはひとまず回復はするだろう。だがあのゼオルディス王子の名を出した途端、再び倒れてしまわないだろうか。

「そもそも王子がこの国にいるとはな……王家に男子が産まれず、次代の王をどうするかでもめているという話は何度か聞いたが……いくら俺が田舎者だからといって、王子についてまったく聞き覚えがないなどあり得るのか……？　正直誰が王でもいいとは思っているが……」

　カシュヴァーンもゼオルディスについてよく知らないらしい。眉み間けんにしわを寄せてぶつぶつ言っていたが、ふと何かを思い出したようだ。

「そういえば、前にオーデル侯爵夫人が結局弟が生まれただどうだ、と……やれやれ、あの方にあまり借りを作りたくないんだがな……」

　糸口らしきものを見つけられたというのに、その口元は複雑そうに歪ゆがんでいる。

　王子殿下とももっとお話ししてみたいけど、と思いながら、アリシアはもうひとりの倒れた男のことを口にした。

「ジスカルド様は、大丈夫でしょうか」

「ああ、あいつはレンブラーを飲んでひっくり返っただけだからな。二日酔いで明日はひどい目に遭うだろうが、いい薬にはなっただろうさ。お前も勧めてくれたとおり、後でせいぜい恩を売ってやろう」

　元々仲が悪かったせいもあり、カシュヴァーンのジスカルドに対する態度は冷たい。酔ったジスカルドをエルティーナの部屋に運んだのは、アリシアに勧められるまでもなく恩を売ることを狙っていたのかもしれない。

　けれどアリシアは、ジスカルド自身よりむしろエルティーナのことが気になっていた。

　──その百分の一でいいから、私のことも愛してくれればいいのにね。

　王女と野心を持つ貴族。典型的な政略結婚であるエルティーナとジスカルド。しかしエルティーナは、「私は面食いだから」とうそぶきながらも、冷たいその内面も含めて心から夫を愛している。

「でも、レンブラーはとても強いお酒ですもの。大丈夫かしら、ジスカルド様」

　ジスカルド様の調子が悪いとエルティーナ様が気の毒だ。アリシアはあくまでそういう思いからジスカルドの体調を心配しているのだが、カシュヴァーンはむっとした顔になっている。

「……あまりあいつのことばかり話すな。それと、いくら本人に許しを得たからといって、夫以外の男を気安く名前で呼ぶな」

「え？　え……はい」

　奇妙に思いながらうなずいたアリシアの耳の奥に、カーシュ、とエルティーナがカシュヴァーンを呼ぶ、甘い響きが蘇った。

　セイラやダンのような、古こ参さんの使用人たちとは明らかに違う響き。アリシアの丈夫な腹を、もぞもぞさせる……

「……カシュヴァーン様だって……」

「なんだ？」

「あ、い、いいえ、あ、そうだわ」

　エルティーナのことを頭から振り払った途端、ふと思い出したことをアリシアはそのまま口に出した。

「ねえカシュヴァーン様。レネと話していたんですけど、カシュヴァーン様は子供を産めない女性のほうがお好き？」

　カシュヴァーンの眼が点になる。

「……おい、なんだ。なんでそんな話をレネとしているんだ……？」

「バルロイ様曰く、最低のくず野郎はそういう女性がお好きなんだそうです。でもレネは、貴族の男性は正規の結婚相手には子供を産んでほしいものだと言っていましたの。ですけどカシュヴァーン様は、最低のくず野郎ではないですけど成り上がり貴族ですし、どちらなのかしらと思って」

　なぜかカシュヴァーンが一歩後ろに下がったので、アリシアは一歩前に出た。そのままカシュヴァーンがどんどん下がっていくので、アリシアもどんどん前に進みながら、

「私、たぶん子供を産めると思うんです。カシュヴァーン様は子供が欲しくないから、私と初夜をお迎えになりませんの？」

　いつしか壁を背にした状態になったカシュヴァーンは黙っている。

　ずっと黙っている。

　と、外から扉を叩く音と共に、「失礼いたします、夕食をお持ちしました」という声が聞こえてきた。エルティーナが頼んでくれた分だ。

「ああ、ほらアリシア、食い物が来たぞ、お前の好きな食い物が！」

　あまりにも嬉しそうな声をカシュヴァーンが出したので、まあ、よっぽどおなかが空いていらしたのねと、アリシアは思った。








　第三章　図書館の幽霊







　カシュヴァーンの思おも惑わくどおり、夕食を食べているうちにころっとその前の話を忘れたアリシアは、ほどよくふくらんだ腹を抱かかえて健すこやかな眠りに就ついた。

　翌朝、七人の錬れん金きん術じゆつ師しが合わせ鏡によって無限増ぞう殖しよくしていく悪夢から目覚め、不ぶ気き味みな余よ韻いんにうっとり浸ひたっている妻を尻しり目めに、カシュヴァーンはさっさと身み支じ度たくを整えトレイスと一緒に出て行った。ジスカルドのほうから昨日の話の続きをしたいと、呼び出されたのだそうだ。

「山より高い自尊心をお持ちの方だからな、弱みを見せたと思われたくないんだろう。二日ふつか酔よいでもなお美しい顔を拝おがんでくるとするか」

　そんな言葉を残してカシュヴァーンがいなくなってしまったので、アリシアはちょっとがっかりした。また金のかかった舞ぶ踏とう会かいでも催もよおされるかと思ったのに、事は内々に進めたいとのことで、あまり大がかりな歓かん迎げいの行事などは行われないそうなのだ。

　勝手に出歩くなとも言われているし、今日これからの空あいた時間をどうすればいいのだろう。

　だが、そんなアリシアに朝食を終えてすぐに朗ろう報ほうがもたらされた。王立図書館に案内しますと言って、紺こんのお仕し着きせに身を包んだ従じゆう僕ぼくが迎むかえに来たのだ。カシュヴァーンが頼んでくれたらしい。

「ジスカルド様、お元気になられたようでよかったわ。早くレイデン伯はく爵しやく様も起き上がってこられるといいわね」

　図書館は一個の独立した建物で、王宮とは長い渡り廊ろう下かで繫つながっている。従僕に先導され、うきうきと弾はずむような足取りで渡り廊下を歩むアリシアの斜め後うしろで、ノーラは「そうですわね」と気のない返事をした。

「あらどうしたのノーラ？　レイデン伯爵様、やっとお目覚めになったのよ。嬉うれしくないの？」

「……だって、私には会いたくないとおっしゃっているそうではないですか」

　今朝方ようやく目覚めたと聞くティルナードとは、アリシアもまだ直接会ってはいない。カシュヴァーンが顔だけ見に行ったのだが、その際ティルナードから「ノーラには来てほしくない」と言われたそうなのだ。

　ティルナードとしては、みっともない姿をノーラに見られたくないのだろう。

　しかしノーラは、口ではいろいろと言いながらもあれだけ心配していたのだ。その分衝しよう撃げきを受けてしまったらしく、朝からずっとすねている。

「元気を出して、ノーラ。レイデン伯爵様だって、きっと本当はノーラに会いたいのよ」

　アリシアにしてはまともすぎるぐらいの慰なぐさめだったが、ノーラは「奥様でさえこんなにちゃんとした反応をして下さるのに、レイデン伯爵は倒れた時に頭でも打ったのでは……あの陰いん険けん眼鏡めがねがちゃんと支えないから」とさらに落ち込んでしまった。

「ライセン強公爵夫人、こちらが我が国が誇る図書館でございます。どうぞご自由にご覧下さい」

　そうこうしているうちに、赤い煉れん瓦がを積んで作られた巨大な図書館に辿たどり着いてしまった。しおれていたノーラも小さな感かん嘆たんの声を上げ、アリシアの頭からはたちまち他のことは吹っ飛んでしまう。

「まあまあ！　まあまあまあまあなんてすてきなの!!」

　二階建てのその建築物は、まず外装からして枯れた蔦つたにびっしりと覆おおわれたいかにもな佇たたずまいだ。窓が小さく、数が少ないのは、陽光を浴びて本が傷いたむのを防ぐためだろう。

　そして湿気対策の分ぶ厚あつい扉とびらを開いた先には、正まさにアリシアにとっての至いと高たかき国が広がっていた。

「すごい！　どこもかしこも本だらけだわ!!」

　己おのれの夢が具現化した光景に、アリシアは陶とう然ぜんとした表情でしばし周囲を見回した。

　無限に続くかのように並んだ背の高い本ほん棚だな、中にはもちろん、本、本、本。あっちの棚には年代記が一冊も欠けることなく並び、こっちの棚には絵入りの詩集が作者別に整然と鎮ちん座ざしている。

　入口付近には特に見み栄ばえのする本を並べてあるのだろうが、ずらりと並んだ背表紙を見ながら古い紙の匂いを吸い込んでいると、視覚と嗅きゆう覚が本で埋うめ尽くされたような錯さつ覚かくを覚える。陽光と外気が制限されているせいもあって、外界と隔かく絶ぜつした異世界に迷い込んだようだ。

「そう、まるで私も一冊の本……」

　感かん極きわまって危ないことを言い出したアリシアを、案内役の従僕が怯おびえた眼で見つめている。慣れたノーラがいつものように黙らせようとした時だった。

「おや、噂うわさの死神姫じゃないか」

　立ち並ぶ本棚の向こうからひょっこりと黒髪の頭が覗のぞく。特徴的な右眼の傷を歪ゆがませながら笑うその顔は、昨日見たものだ。

「まあ、王子殿下、ご機嫌よう」

　薄暗い図書館の中のことである。アリシアが頭を下げた方向はゼオルディスからだいぶずれていたが、ゼオルディスは気にする風ふうなく近づいてきた。

「あっ……ご、ご機嫌ようございます」

　ノーラはティルナードとのことにくわえ、むき出しの傷を直視しづらいのだろう。同じく頭を下げはしたが、その眼は伏ふせられゼオルディスを見ない。

　そんなノーラをちらりと一いち瞥べつしてから、ゼオルディスはアリシアに話しかけてきた。

「嬉しいな、俺のことを覚えていてくれたのか？」

「ええ。だって、とても印象的な方ですもの」

「はは、印象的、な。うまいことを言う」

　かすかに瞳ひとみを細めてゼオルディスは微び笑しようした。誰もがひと目見れば覚えるに違いない、右眼の傷にかかる前髪を軽く払って、

「お前は気味が悪くないのか？　俺の傷」

　いきなりそう尋ねてきた。

「そっちのメイドは、気味が悪いんだろう？　さっきから眼を合わせようとしない」

「い、いいえそんな滅めつ相そうもないッ、お、王子殿下の顔をじろじろ見るなど失礼だからですわ……！」

　慌あわてたノーラは顔を上げてゼオルディスを見たが、にやにやと笑っている彼の傷は笑えば笑うほどますます引きつれていく。図書館の薄うす闇やみが傷の溝みぞに溜たまり、明るい笑顔とは裏腹のぞっとするような陰いん影えいを生み出していた。

　エルティーナが彼を評した「怪物」がぴったりのその有様を、アリシアは興きよう味み津しん々しんに見つめて言った。

「確かに王子殿下の傷は気味が悪いですわね。でも私は、気味が悪いものが好きですの」

「奥様ッ!?」

　ゼオルディスに詰め寄られ、硬こう直ちよくしていたノーラが裏返った声を出したが、アリシアはさらにこう続けた。

「けれど、王子殿下もご自分で気味が悪いとお思いになるのなら、眼がん帯たいなどをなさって隠かくされたほうがよろしいかも。それに私、眼帯も好きですわ」

　ただ自分の趣味を披ひ露ろうしている状態のアリシアを、ノーラはそれこそ怪物を見るような眼で見つめている。

　だが堂々「気味が悪い」と評されたゼオルディスは、くすくすと楽しそうに笑い始めた。

「さすがは噂の死神姫だな！　一度お前とはじっくり話してみたかったんだ、わがままを言って呼んでもらってよかった」

「あら？　じゃあ、国王陛下ではなく、王子殿下が私にご用でしたの？」

「ああ悪いな。俺の名はまだあまり外には知られていないので、父様の名を使わせてもらった」

　そこでゼオルディスはにっこり微ほほ笑えみ、自分を指してみせた。

「俺のことはゼオと呼んでくれ。お前のこともアリシア、でいいな？」

「え？」

「……嫌か？」

　不意にゼオルディスの声が弱くなった。先ほどまでの快活な笑顔とのあまりの落差に、アリシアは条件反射で首を振る。

「い、いえ……では、ゼオ様、と」

　この方はゼオ様、でもカシュヴァーン様の前では王子殿下と呼ぶべきなのねと、アリシアは一いつ生しよう懸けん命めい頭に叩たたき込んだ。

　それからふと、まだ自分は名乗っていないことに気づいた。

「ゼオ様は私の名前をご存じですのね」

「ああ、有名だからな。お前も、お前の夫も」

　国王ランドレイもアリシアについて知っている様子だったが、ゼオルディスもライセン夫妻について聞き知っているようだ。

「そうらしいですわね、でも私には角つのはなくて……あらあなたは、この間の」

　原型を留とどめない状態になっている「死神姫」の噂について話そうとした矢先、ゼオルディスの背後にがしゃがしゃと金属が触れ合う音を立てながら銀色の人影が現れた。

「……これは……お久しぶりです、ライセン強公爵夫人」

　硬かたい口く調ちようで挨あい拶さつをしたのは、先日国王の親書を持ってライセンの館にやって来たフロリアン・マーベルだ。

　彼もまた印象的な青年だったので、アリシアはよく覚えていた。なにせあの時着ていた古めかしい銀の甲かつ冑ちゆうそのままなのだ、他と見間違えようがない。

「お久しぶりですわ、ええと、マーベル様でしたわよね。何か訓練でもなさっていますの？　精が出ますわね」

　使者として公式の場に出るため、甲冑を着ているのならまだ分かる。

　だが王立図書館の中でも着ているとなると、最も早はや何かの訓練だとしか思えない。荒れ狂う雷かみなりの中ならいざ知らず、静まり返った図書館の中では、少し動くたびに金属板がこすれ合う音も耳につく。

「……いえ、自分にとっては、これが制服のようなものですので」

　ちらりとゼオルディスを見ながら、フロリアンは曖あい昧まいな返答をした。ゼオルディスが意味ありげに笑う。

「そう。『穢けがれ無なき銀騎士』にとってはな」

「……王子」

　咎とがめるようにフロリアンが呼んだが、ゼオルディスは意いに介かいする風なく彼をアリシアに紹介した。

「アリシア、実はフロリアンは俺の近きん侍じなんだ。とてもいい奴やつで、昔から俺によくしてくれている」

「まあ、王子殿下の近侍。マーベル様はとても偉い方なのね。だから使者をお務つとめになったの？」

　近侍はいわば侍じ女じよの男性版で、執しつ事じが兼任している家も多いはず。さすが王宮だと、お金の匂いを感じて瞳をきらきらさせるアリシアに、ゼオルディスもにやにやしながらフロリアンを見た。

「そう、こいつはとても偉いんだ。なにせ俺の数少ない友達のひとりで、俺が一番信頼している奴だから、こいつが使者に立てばきっとアリシアたちも王宮まで来てくれるだろうと思ったのさ。なあ？」

　露ろ骨こつに苦い表情をしたまま、フロリアンは沈ちん黙もくしている。フロリアンを使者としたのもまた、国王でも宰相でもなくゼオルディスだったらしい。

　アリシアがその甲冑はいくらぐらいするのか、どこで手に入るのかと尋ねようとした時、急にゼオルディスが近くの棚の陰かげに腕うでを伸ばした。

「こらミューゼ、逃げるな。お前も噂の死神姫が気になっているんだろう？　出て来いよ」

　楽しそうに笑いながらゼオルディスが腕を引き、アリシアたちの眼前に引っ張り出したのは、素晴らしい銀の髪をした美しい少女だった。本棚の陰に隠れ、こちらの様子をうかがっていたらしい。

　白はく磁じの肌、澄すんだ水色の瞳、小さな鼻と薄い唇くちびる。折れそうに細い華きや奢しやな体を、清せい楚そな白いドレスが包んでいる。

　今は怯おびえきった表情をしているが……いや怯えきった表情こそがよく似合う、陰かげりを帯びた物もの憂うげな美少女。

「アリシア、こいつはミューゼ・マーベル。フロリアンの妹で、俺の婚約者さ」

　悲鳴も上げられず、ゼオルディスに手首を摑つかまれたまま震ふるえているミューゼを、ゼオルディスはごく当たり前に紹介した。














　こういう方はよく恐怖小説のヒロインにいるわ、と思いながら、アリシアものほほんと名乗り返す。

「ミューゼ様とおっしゃるの。とってもきれいな方。お兄様とそっくりでいらっしゃるのね。初めまして、私はアリシア・ライセンと申します」

「……は、初めまして……ありがとうございます……」

　消え入りそうなか細い声で、ミューゼはそれだけつぶやいた。彼女とよく似た、しかし受ける印象はかなり異なるその兄は、さらに苦い顔つきになりそっぽを向いてしまう。

「ところでアリシア、ここへ何をしに来たんだ？」

　さっきからノーラが出している「早く出て行きましょう」の合あい図ずを他意なく完全無視して、アリシアはゼオルディスの問いに答えた。

「図書館を見学に来ましたの。ねえゼオ様、こちらの本は持ち出し禁止ですか？　できれば何冊か貸していただきたいのですけど」

　尋たずね返されて、ゼオルディスは意外そうに眉まゆを上げた。

「なんだお前、本当に本を読む気なのか？」

「え？　あらごめんなさい、ここは本を眺ながめて羨うらやましがるだけの場所ですの？」

　まるで絵に描いたご馳ち走そう、読書家にとってなんと残ざん酷こくな場所だろう。

　でもそれもちょっと面おも白しろいかも……と、すぐ順じゆん応のうするアリシアだったが、ゼオルディスは「違う違う」と笑った。

「貴族の子女がたまにここに来ることもあるが、ここには心ときめく恋物語なんざ置いていないからな。大抵は来たことだけで満足して、土産みやげ話にするぐらいなんだが……ふうん」

　アリシアを見つめるゼオルディスの表情から笑みが消えた。

　だが好奇心のきらめきは、より強くその眼の中で輝き始めている。強ごう引いんにアリシアの手を引いて説き伏せようとしていたノーラは、ゼオルディスの放はなつ不ふ穏おんな気配を感じてか怖おじたように手を引っ込めた。

　美しきマーベル兄妹もまた、ゼオルディスとアリシアの様子を盗み見ながら何か言いたそうにしている。

　しかしアリシアの関心は、すでに本にしか向いていない。

「あのう、私、『雨の日には悪あく霊りようが大合唱』が読みたいのですけど、こちらには置いてありますか？」

「奥様ッ」

　よりによってその本は何かと、ノーラが血けつ相そうを変えたが、途端にゼオルディスがぱあっと表情を明るくした。不穏な空気は霧む散さんし、彼は子供のようにはしゃぎ始めた。

「『雨の日には悪霊が大合唱』だと？　アリシア、お前もしかして、『七回死んだ錬金術師』に興味があったりするか？」

「まあっ、『七なな錬れん』をご存じですの!?」

「おお、その呼び方を知っているとはなかなかの通つうだな！　じゃあもちろん『錬れん八ぱち』も知っているよな!!」

「ええっ当然ですわ！　ではまさかまさか、ここには『七錬』も『錬八』もありますの!?」

　通にしか分からない単語を交かわしながら、アリシアが尋ねるとゼオルディスはにやっと笑った。

「ああ、あるさ。昔はなかったが、俺が探して手に入れさせた」

　再びゼオルディスを取り巻く空気が変わっていく。

「なにせ俺は昔、『図書館の幽ゆう霊れい』と呼ばれていたからな。なあ、フロリアン、ミューゼ」

「──王子、もうおやめ下さい」

　たまりかねたようにフロリアンが制したが、アリシアは瞳をきらめかせて食いついた。

「『図書館の幽霊』？　素晴らしい呼び名ですわ。でもどうして？」

　アリシアの好きな物と好きな物が合体しているのだ。ついでにお金とご馳走も合体させれば最強、と思いながらの質問に、ゼオルディスはにやにやしながら急に違う話を始めた。

「アリシア。お前、ここに来る前に俺のことを聞いたことがあったか？」

　一瞬きょとんとしてから、アリシアは「いいえ」と首を振った。ゼオルディス王子の存在自体、昨日初めて知ったのだ。

「じゃあ王宮の誰かを捕つかまえて聞いてみろ。例えばほら、そこに立っている案内役の従僕」

　それまでずっと、ノーラ以上に逃げ出したそうな顔で扉の脇わきに突っ立っていた従僕が、びくっと肩を竦すくめる。

「あいつに俺のことを聞いてみろよ。ほら」

「え、ええ……」

　うながされるままにアリシアが問いかけようとした寸前、従僕はぴんと背筋を伸ばしてぺらぺらしゃべり始めた。

「ゼ、ゼオルディス王子殿下は、亡なき王おう妃ひブランガーネ様の忘れ形がた見みであらせられます。王位継けい承しよう権けん争いによる暗殺を懸け念ねんしたスタンバール宰相の手により、長く存在を秘ひされていましたが、近年王宮に戻って来られたのです。ですからみなさんがご存じないのは当然です」

　まるで本を読み上げているような、よどみない答え。ゼオルディスがまた笑い始める。

「な？　よく覚えているだろう。後で他の奴にも聞いてみればいい。面白いぞ、みんな全く同じことを言うから。最近ではこれをちゃんと覚えないと王宮で働けないらしい」

「王子、いい加減になさって下さい」

　今度ははっきりと、怒いかりをにじませた口調でフロリアンが注意した。

「おお怖こわい。お前の兄上は怖いな、ミューゼ」

　大おお仰ぎように怯えたふりをしながら、ゼオルディスがふざけてミューゼを抱き寄せる。ミューゼはびくっとしたが、されるがままにその腕に抱かれて震えていた。

　ゼオルディスだけが楽しそうな空気を、ノーラの不意のひと声が破った。

「お……王子殿下は、レイデン伯爵と、どういう関係でいらっしゃるのですか」

　その疑問はずっと、ノーラの中にあったのだろう。口に出してしまってから自分自身に驚いたような顔をしたが、その眼は必死にゼオルディスに据すえられており、問いを引っ込めようとはしない。

「へえ、意外に度胸があるな。お前、名前は？」

「ノ……ノーラ・テルペスと、申します」

「ノーラ、ノーラな。なあノーラ、昨日言っただろう？　俺は昔、社会勉強のために身分を隠して各地の名家を渡り歩いていたことがあったのさ。そんな時、似たような境きよう遇ぐうのティルと会った」

　勇気あるノーラの行動を咎めることなく、ゼオルディスは面白そうに答える。

「あいつはほら、地方伯の名前を鼻にかけた嫌な奴で、実力もないくせにすぐ威い張ばるだろう？　だからいつもひとりぼっちだった。そこで俺が、かわいそうに思って友達になって、いろいろ構ってやっていたんだ」

　家族を失って以来、後こう見けん人にんの間をたらい回しにされていたと聞くティルナード。そこでゼオルディスと出会い、彼曰いわく「構って」もらっていた……？

「……もしかしてゼオ様が、レイデン伯爵様の背中にあのような傷を刻きざまれたの……？」

　いつか見たティルナードの背中の傷を思い出し、アリシアの声も自然と小さくなる。

「やくたたず」「むだめしぐらい」「ぼくのおとうさんはひだるまになりました」。

　刃物でつけられたむごたらしい傷きず跡あとは、一部が治なおって読み取れなくなっているものはあっても、ティルナードの心には当時のままの深さで刻み込まれている。だからこそ悲惨な境遇から救い出してくれたユーランのことを、だまされたと知ってなお慕したい続けていたのだ。

「言葉を考えたのは俺だが、刻んだのはあいつを後見していた家の子供たちさ。まだちゃんと読めたか？　あいつらは下へ手たくそだったし、ティルはわあわあ暴れたからなあ」

　懐なつかしそうにゼオルディスは語るが、その声にはひとかけらの罪悪感もない。

「……そ、それだけ、ですの」

　ノーラは言葉を失っているが、ゼオルディスはにやにやするだけだ。

「だって俺はティルの友達なんだぞ？　いいじゃないか。ひとりぼっちでいるより、誰かと一緒にいたほうが楽しいだろう？　それにあの傷のおかげで、アリシアもノーラもティルにたっぷり同情しているようじゃないか。特にノーラ。……いいなあ。羨ましい」

　婚約者をその腕に抱きながら、ゼオルディスは舐なめるような目つきでアリシアとノーラを見た。

　ノーラは息を吞のんで足を引いたが、アリシアは素直な意見を口にした。

「でも、ゼオ様が友達だと思っているだけで、レイデン伯爵様はそうお思いではないかもしれませんわ。私も後見人のおじさまに二度ほど売り飛ばされましたけど、体に傷をつけられたりはしませんでしたもの」

「おおお奥様ぁ!?」

　ノーラが絶叫し、フロリアンもミューゼも、死にそうな顔でこちらを見ていた先の従僕も眼を剝むいた。

　だがゼオルディスは、一瞬呆あつ気けに取られたのも束つかの間ま、声を上げて笑い始めた。

「ああ、アリシア、お前は本当に面白いな!!　確かにそうだ、そのとおり」

　肩を揺らしてつぶやきながら、意味ありげにかたわらのフロリアンを見やる。

「俺とお前は友達だよな？　フロリアン」

「……ええ」

「そうだよな。友達で、もうすぐ義兄弟にもなる。なあ？　ミューゼ」

　身を硬くしているミューゼの耳元に、ゼオルディスは甘い声でささやきかけた。

「だってお前は、俺のことが好きなんだから。なあミューゼ？」

「は、い……私は……ゼオ様のことが、す、好き、です……」

　聞こえるか聞こえないかのミューゼの答えに、がしゃん、という金属音が混じる。

　音の発生源を見たアリシアは、ゼオルディスを射殺しそうな眼で睨にらんでいるフロリアンに気づいた。思わず体を動かしてしまったようだが、結局それ以上の行動に出ることはなく、代わりに刺とげ々とげしい声で進しん言げんする。

「……王子、そろそろお戻りになりませんと。会食のお時間です」

「そういえばそうだったな。じゃあアリシア、それにノーラも一緒に来いよ」

「いけません。予定外の人間を同席させていいような相手ではないはずです」

　フロリアンの声には反論を許さない響きがあった。

「あら、どなたとお会いになるの？」

　無邪気にアリシアが聞いてもフロリアンは「お話しできません」と素そっ気けない。

　ゼオルディスもため息をついたところを見ると、彼ですら無理なわがままを通せない相手のようだ。

「分かったよ。友達だからな、たまには言うことを聞いてやる」

　親愛の情を示すように、ゼオルディスの手が伸びフロリアンの甲冑の肩に触れる。冷たい金属越しの接触だというのに、はっきりと顔を強こわ張ばらせるのをにやにや眺め、

「じゃあな、アリシア、ノーラ。ああ、ここの本は、王宮内であれば持ち出し自由だ。誰かに何か言われたら、俺の名前を出してくれて構わない」

　そのままミューゼの肩を抱いたゼオルディスは、がしゃんがしゃんとにぎやかな金属音を響かせるフロリアンを従え立ち去っていった。

「ねえノーラ、男の方って、結構『好き』って言ってもらいたいものなのね」

「……奥様、今ので出る感想はそれだけなんですか……？」

　気力を使い果たしたように近くの本棚に寄りかかったノーラは、珍めずらしく聖せい句くなど唱となえながらうめいた。







　首尾よく『雨の日には悪霊が大合唱』を見つけ、ほくほく顔で部屋に戻ってきたアリシアは、椅い子すに座って早さつ速そくその妙な本を読み始めた。カシュヴァーンたちはまだ帰って来ていないようだ。

　ノーラはティルナードの意思を尊そん重ちようし、直接見舞うようなことはしなかった。

　ただ、アリシアたちの部屋に顔を出したセイグラムを捕まえ、二人顔を強張らせてしばらく何か話し合っていた。やがてセイグラムは戻っていったが、「何が友達だ……！」とつぶやく横顔はひどく険けわしかった。

　アリシアもティルナードのことを心配していない訳ではない。むしろ私は来るなと言われていないわよねと、見舞いに行こうとしたのだが、ノーラとセイグラムに止められたのだ。

「奥様は悪気なく他人の傷をえぐる時があるので、今のレイデン伯爵に会わせるのは危険すぎます」とはノーラの弁である。ちなみにセイグラムはきっぱりと「かえって悪化するので来ないで下さい」と言った。

「レイデン伯爵様、ずっと閉じこもったきりで退屈じゃないかしら……そうだわ、本なら寝たまま読めるわね。差し入れしようかしら」

　アリシアなりに気を遣つかい、見舞いに相応ふさわしい本は何かと頭の中を検索してみる。

　粘ねん着ちやく質しつな描びよう写しやが評判どおりだった『雨の日には悪霊が大合唱』は、病人かつ恐怖小説の素人しろうとにはまだ早い。『七錬』『錬八』はもってのほか。

「いっそ趣しゆ向こうを変えて『夢の王子様』とか……でもあの本、カシュヴァーン様にはいまいち評判がよくなかったのよね……そういえばジスカルド様、本当に大丈夫なのかしら」

　エルティーナが大好きな王道少女小説の題名をつぶやきながら考えているところへ、突然外から扉を叩く音がした。

　すぐにノーラが扉を開き、応対する。来訪者とのやり取りは短く、アリシアには相手が知らない顔の兵士だったことしか分からなかったが、戻ってきたノーラは神妙な顔をしていた。

「奥様、宰相閣下からの通達ですわ。次の知らせがあるまで、絶対に部屋を出てはいけないと」

「え？　どうして？」

　まさか本当に幽ゆう閉へいされるのかと、アリシアはちょっとわくわくしてしまったが、ノーラもそれ以上は分からないらしい。

「理由は分かりませんけれど、部屋を出た者には反はん逆ぎやく罪ざいの適用も考えているとかで……奥様、後ご生しようですから絶対に絶対に絶対に絶対に外に出てはだめですよ。奥様だけではなく、カシュヴァーン様や他のみなさんにも迷惑になるんですからね」

「分かったわ。あら、でも、それならもっとたくさん本をお借りすればよかったわね……」

　高価な本を大量に持ち出して、うっかり失くしてはいけないと、一冊しか借りてこなかったのだ。ノーラが図書館に長居したがらなかったせいもあるのだが、『雨の日には悪霊が大合唱』はもう読み終えてしまった。

　しかしアリシアは耐たい乏ぼう生活の経験が長い。一冊の本を骨の髄ずいまでしゃぶり尽くす方法を知っている。

「いいわ、とりあえずもう一回読みましょう。それが終わったら今度は最後から、それも終わったら今度は……そうだわノーラ、二人で『雨の日には悪霊が大合唱』の音読をしましょうよ。私は湿しつ気けを吸うとふくらむ悪霊レーガッタ、ノーラは水たまりに化けるのが趣味の悪霊ペーペルザーね。普段は水差しの中に入っているから、そのつもりでやって」

「……そのお話、人間は出ないんですの？」

　無茶な注文に呆あきれながらも、気分を変えたいのかノーラは誘われるままアリシアの隣に座った。







「もう二度と奥様が薦すすめる本は読みません……」

　寝しん台だいに突つっ伏ぷして青い顔をしているノーラの背を、アリシアは労いたわりをこめて撫でてやる。

　すでに陽ひは落ち、冬が近いせいか窓の外は真っ暗だ。まだ宰相からの続報はなく、室内には昼食に引き続き豪ごう華かな夕食が届けられていたが、ノーラはそれにいっさい手をつけずうんうんうなっていた。

「ごめんなさいねノーラ、やっぱり『雨あめ悪あく』は素人には厳しいのね。おなか空すいたでしょう？　せめてお水でも」

「やめて下さい私に水差しを見せないで下さいぃぃぃ!!」

　できたばかりの心の傷をかきむしられ、恐きよう慌こう状態に陥おちいったノーラをアリシアが懸命に慰めているところへ、また扉を叩く音が聞こえてきた。

「はい……あっ、カシュヴァーン様、トレイス、お帰りなさいませ！」

　自ら扉を開いたアリシアは、半日ぶりに夫の顔を見て嬉しそうにした。カシュヴァーンも目元だけで微笑んでくれたが、その顔には疲労が色濃こい。

「どうなさいましたの？　お顔の色が……」

「……ここにもスタンバールの宰相の知らせが来たんじゃないのか」

　室内を見回しながらカシュヴァーンが尋ねると、アリシアはふらふらと身を起こしたノーラを手助けしながら答えた。

「ええ、ノーラがお話を聞いてくれましたの。でも外に出るな、出たら反逆罪を適用するかもしれないということだけで」

「なるほど」

　つまりは何も知らされていないと理解したカシュヴァーンは、すぐさまトレイスに「お前はセイグラムに話をしに行け」と命じ、アリシアとノーラを手招きした。

　二人いっぺんに呼ばれることはめったにない。不思議に思いながら近寄ってきたアリシアとノーラに合わせ、身を屈かがめたカシュヴァーンは小声でささやいた。

「国王陛下が暗殺者に襲われた」

「えっ？」

　意外すぎる言葉をすぐには飲み込めず、ぽかんとする二人にカシュヴァーンは声を潜めて続きを説明する。

「といっても、殺害されたわけじゃない。大した傷ではないようなんだ。ただ……怯えて自室にこもられてしまってな」

　昨日の謁見の間で、カシュヴァーンと話すだけで怯えていた王の姿をアリシアは思い出した。

　普通の人間でも殺されかければ怖いだろうが、あの臆病者のランドレイのことだ。傷の具合にもよるが、今ごろ盛大に倒れて熱でも出しているに違いない。

「代わって全権を委任されたのがスタンバール宰相閣下だ。まあ普段から、半分そういう状態じゃあるんだが……現在王宮内は、犯人探しで大騒ぎさ。表面上は静かなものだがな。おかげで例のラグラドール人と協力しろ云うん々ぬんの話は、いったん据え置きの状態だ」

「まあ……」

　気分を悪くしたノーラの分まで食事を食べたり、途中からノーラの分まで悪霊ペーペルザーを演じたり忙いそがしかったので全く気づかなかったが、室外では大変なことが起こっていたようだ。

　とはいえ仕切るのは切れ者と名高い宰相イーダル。その上、内容が国王暗殺未み遂すいの犯人捜しともなれば、できるだけ波風を立てずに事態の解決を図はかっているのは間違いない。

「けれど、暗殺者ってもがもが」

「アリシア、言いたいことは分かるぞ。だが俺が今この話をするのは、お前たちにうかつなことをしゃべってほしくないからだ」

　危険な発言をしかけたアリシアの口をふさぎながら、カシュヴァーンは真剣な眼で二人を見た。

「目撃情報によると、犯人はいきなり国王陛下の私室内に出現し、陛下を斬きりつけてあっという間に消えたのだそうだ。一瞬の出来事で容姿は判然としないが、黒い衣装を着た細身の人間、性別は不明だがおそらく男。髪の色は銀、もしくは白髪」

「カシュヴァーン様、それって……もがっ」

　今度はノーラの口をふさぎ、カシュヴァーンは黒い瞳を光らせる。

「分かるな。俺とバルロイ、それにオーデル侯爵のことを宰相閣下は疑っている」

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの凄腕の暗殺者。黒い衣装に色素の薄い容姿。

　この条件が並べば、分かる者にはたやすく見当がつく。

　ルアーク、レネ、それに以前はルアークの兄を名乗っていたジェダ。王家と〈翼の祈り〉教団が共きよう謀ぼうし、ラグラドール人の対抗組織として生み出した〈玩具の兵隊〉の構成員たち。

　組織が解体された現在、ルアークはアリシアとカシュヴァーンに、レネはバルロイに仕つかえている。ジェダは現在バルロイの団に身を寄せているが、ジスカルドの手先を務めていたこともあった。

　そのことを知る者は当然、雇やとい主ぬしの意向で彼らが動いた、と見るだろう。

「とはいえもちろん俺じゃない。あとの二人だって自分が王宮に招かれている時に国王暗殺を企たくらむほど馬鹿じゃあるまい。現時点では動機も薄い。だが、叩けばほこりが出る身であることは間違いない」

　国家の暗部に関わった者を手元に置いている、まずそれだけで反逆を疑われても仕方があるまい。

　前にジスカルドに同じような指摘をされたことをアリシアは思い出した。あの時は自分とジェダとの繫がりなど誰も信じない、とジスカルドは自信満々だったけれど、王家が本腰を上げて調べればどうなるか分からない。

「最悪の場合、俺たち三人をまとめて潰すため、あらかじめ練られた計画である可能性もある。陛下がかすり傷ですんだあたりも臭くさい。その場合口止めも意味がないかもしれんが、とにかく誰に何を聞かれてもしゃべるな。分かったな」

　二人の口を覆おおっていた手を下おろし、カシュヴァーンはアリシアを軽く睨む。

「特にアリシアだ。……お前、王子殿下に本を借りたそうだな。アリシアは本の趣味がいい、と褒ほめられて驚いたぞ。確かに図書館へ行ってもいいとは言ったが、俺との約束を忘れたのか？」

　ゼオルディスがしゃべってしまったようだ。責められて、アリシアは慌てて謝罪した。

「ごめんなさいカシュヴァーン様……ゼオ様、いいえ王子殿下が、私の好きな本をたくさんご存じだったので嬉しくてつい……できればあと五冊ほどお借りしたいんですけど……」

　うっかりゼオルディスの愛称を漏もらしながら謝ると、カシュヴァーンは深ふか々ぶかと息を吐き出した。

「まあ、あの王子殿下ならお前に口を割らせるのもたやすいだろうが……なんの話をしたんだ？」

　以前の約束どおりに報告を命じられ、アリシアは張りきって答えた。

「はい、ご報告しますわ！　『七錬』『錬八』はとっても面白いけれど、やっぱり一番読みたかったのは『雨悪』だったので、『雨悪』をお借りしました!!」

「……ノーラ。専門用語が多すぎてよく分からんのだが、通訳を頼めるか」

「揃そろって変な本がお好きということですわ」

　ごく簡単に切って捨てると、ノーラはまだ気分が悪いのか額ひたいに手を当て補足する。

「……もうセイグラムには伝えましたけど、あの王子様、以前レイデン伯爵をいじめた相手らしいんですの。……背中の傷の文章を考えて、手下に彫らせたとか。悪びれもしないで、にやにや笑って……」

　いっそう気き鬱うつな表情になりながらノーラが説明するのを聞いて、カシュヴァーンも顔を強張らせて押し黙った。

「ええ、そうなんですのカシュヴァーン様。王子殿下はレイデン伯爵様をお友達だと思っているようですけど、きっとレイデン伯爵様はそうお思いではないですわよね？」

　アリシアの言葉に、カシュヴァーンは険しい顔のままうなずく。

「──……だろうな。俺もどうやら、あいつの友達にはなれそうにない」

　黒い瞳に鋭い光がみなぎっている。その反応は、先ほどノーラに同様の話を聞かされたセイグラムとそっくりだった。

「けれど、マーベル様……ほら、以前アズベルグに使者としていらした。あの方は王子殿下のお友達だそうですわ」

　カシュヴァーンが発散するぴりぴりした雰ふん囲い気きにちょっとだけ怯えながら、アリシアは急いで言った。ノーラもかすかに身を引きながらつぶやく。

「言ってましたわね、そんなこと。その上妹が婚約者だなんて……同じ華奢でも奥様とは正反対の、儚はかなげで美しい方でいらしたのに……お気の毒に」

「王子殿下が『図書館の幽霊』、マーベル様が『穢れ無き銀騎士』だったわよね。お二人ともすてきな呼び名をお持ちだわ。だからお友達になれたのかしら？」

　途中から楽しくなってきて、うきうきしゃべり始めたアリシアを見下ろしカシュヴァーンが鼻を鳴らした。

「……ふん、結構長々と話をしたようじゃないか？」

　先ほどとは違う方向にカシュヴァーンがぴりぴりし始めたことに気づいて、アリシアはしゅんとする。

「ごめんなさいカシュヴァーン様、もう図書館にも行きませんし、二度と王子殿下ともお話ししませんわ……」

「……何もそこまでしなくていい。結構役に立つ情報も得られたしな。『図書館の幽霊』に、『穢れ無き銀騎士』、か」

　アリシアの殊しゆ勝しような反応を見てやりすぎたと思ったのか、カシュヴァーンはしょんぼりした妻の頭を軽く撫でてやった。

「それに正直、お前が俺との約束を完全に守るはずがないとも思っていた。むしろ我慢してくれたほうだとも思ってはいるが……だが今回の暗殺未遂のことだけは、口が滑すべったではすまない。理解してくれ」

「え、ええ、がんばりますわ」

「……本当に本当にがんばってほしいんだ。いっそ始し終じゆうお前の口をふさいでいたいぐらいなんだが」

　満まん更ざら冗談でもなさそうなカシュヴァーンの台詞を聞いて、なぜかアリシアは顔を赤らめてうつむいた。

「なんだ、どうしたアリシア？」

「あ、いえ……口……」

　ちらちらとカシュヴァーンの口元に視線をやりながら、アリシアが眼を伏せるのを見て妻の想像に気づいたようだ。カシュヴァーンは含み笑いをしながら手を伸ばし、赤らんだ妻の頰ほおをそっと包む。

「……そうだな。始終唇で唇をふさいでいれば、しゃべれないものな？」

「ちょっと、突然いちゃいちゃし始めるのやめて下さいます!?」

　ようやく顔色が回復してきたノーラが、何をのんきなと刺々しい声を出した。

「あ、あら、ごめんなさい」

　急いでアリシアが謝ると、ノーラは深々とため息をついて話題を戻す。

「まったく油断も隙すきもないですわ……それはそうと、口を滑らせるのがまずいのなら、奥様の趣味を生かせばいいのでは？」

「私の趣味？」

「ほら、さっき悪霊ペーペルザーをやっていた時は、ずっと頰をふくらませて変な音を出していたじゃないですか。ああいう感じで、そうですわね、無口で人見知りなヒロインにでもなりきってしまえばいいんですわよ。といいますかあの『雨悪』とかいう話、ちゃんとそういうヒロインがいたじゃないですの……うぷ」

　また気持ちが悪くなってきたのか、青ざめたノーラの間違いをアリシアが訂正する。

「違うわノーラ、湿気を吸ってふくらむのはレーガッタよ。ノーラが倒れてしまったからペーペルザーもやっていたけど。そうだカシュヴァーン様、何か聞かれたら私は悪霊レーガッタ、湿気以外に興味がないと答えますわ」

「……いや、もういっそ何もしゃべるな。頼むから」

　げっそりしながらカシュヴァーンは言い、最後に一瞬天てん井じようを見上げ「いろいろと調べてほしいことが増えた。頼んだぞ」とつぶやいた。

　髪の先がかすかに揺れたことに気づき、眼を上げたアリシアには何も見えなかったが、ルアークが近くにいたのだろう。姿を見せず、明確な命令も聞かぬまま、よくできた暗殺者はいずこかへと去っていった。







　二日後の昼、気晴らしがしたいからとエルティーナに呼ばれたアリシアは、ノーラと一緒に彼女の部屋を訪れていた。

　ただし今回は物々しく武装した兵士つきだ。イーダルが出した外出禁止命令は今け朝さ方がた解とかれていたが、王宮内で不測の事態が発生したとの注釈つきで、どこに行くにも国王軍の兵士による付き添いが必ひつ須すになってしまったのだ。要するに体ていのいい見張りである。

「……ジスもすっかり落ち込んでしまってね」

　心なしかやつれたエルティーナは、手をつけていない茶の表面を憂ゆう鬱うつそうに見ながらつぶやく。

　二日前にカシュヴァーンが言っていたとおり、ラグラドールとの融ゆう和わ政策に関わっていた三人は、今や国王暗殺未遂の容疑者だ。案の定じようカシュヴァーンは今朝もまたイーダルの命令で呼び出され、どこかへ行ってしまった。

　三人を疑っているといってもバルロイは他国の人間。それも煮ても焼いても食えないという噂の、ラグラドール人の傭よう兵へい団長。証拠もないのに下手な嫌けん疑ぎをかけては、融和政策どころか、賠ばい償しよう問題に発展する可能性すらある。

　そのためイーダルの追及は、もっぱらカシュヴァーンとジスカルドに向けられているらしい。かねてよりよくない噂のあるカシュヴァーンへの追及のほうが無論厳しいのだが、カシュヴァーンと並んで反逆者扱いされること自体、ジスカルドにとっては屈くつ辱じよくの極きわみだろう。

「そもそもラグラドールとの融和政策は、お父様の発案のようなの。けれどイーダルは、そんな話を素直に了承するような男じゃないわ。〈翼の祈り〉教の敬けい虔けんな信者であることを自称してもいるし……始めから本当に、ジスたちを陥おとしいれるつもりで招いたのかもね。……ところでアリシア、いつまでそうしているつもり？」

「……」

　カシュヴァーンとの約束を今度こそ実じつ践せんしようと、アリシアは部屋を訪れた当初から手で口をふさいでいる。

　ノーラが「本当に申し訳ありません」と必死に謝罪するのを聞きながら、エルティーナは苦笑いした。

「まあいいわ、アリシアはそこにいてくれるだけでなんとなく和なごむしね。それ以外普段は特に役に立たないし。レネを呼ぶのは今はちょっとまずそうだしねえ……」

　さり気なくひどいことを言うエルティーナに、代わってノーラがおそるおそる質問をする。

「あの、でも、オーデル侯爵は、いくら侯爵夫人のほうが降こう嫁かされたとはいえ、王家と姻いん戚せき関係にある方ですわ。有力な地方伯でもある方に、宰相閣下がそんなことをしますか……？」

「──だからこそ、よ。ジスには国王になりたいという野心がある、そのために私に近づいたことをお父様もイーダルも知ってるわ。おまけに最近、あなたたち絡がらみでいろいろ騒ぎを起こしたじゃない？　要するにジスは目立ちすぎたの。ただでさえ目立つ男だしね。このあたりでたっぷりこらしめてやろうと、そう思われていてもおかしくないわよ」

　苦い口調ながらも、エルティーナは冷静に自分の夫が置かれた立場を分析してみせた。

「それにイーダルは、ゼオルディスを何がなんでも王にするつもりのようだから。将来的にあの子の敵になりそうな相手を、まとめて処分したいんじゃないかしら」

　冷さめたお茶をひと口すすり、彼女は最後にこうひとりごちた。

「……もしかしたらその中には、私も入っているのかもね」

　上品なしぐさでエルティーナが卓上にティーカップを戻す、その音がやけに大きく響いた。

「エルティーナ様……そんな、どうしてエルティーナ様が王子殿下の敵になりますの？　それに国王陛下はまだ生きていらっしゃるのに、宰相閣下はどうして」

　無言になったエルティーナに思わずアリシアは約束を破りかけた。と、そこへ、軽快に扉を叩く音が聞こえてきた。

　付き添いの兵士は室内にこそ入って来なかったが、扉の外に張りついているはず。

　なのに来客、それも元王女の私室へとは何事かと、警けい戒かいしながらノーラが扉を開く。

「どなた……、きゃっ！」

　悲鳴を上げて後ずさったノーラを面白そうに見ながら、室内に足を踏み入れてきたのは、フロリアンをともなったゼオルディスだった。フロリアンがお付きとして数えられているらしく、随行の兵士は他にはいない。

「こんにちは、エル姉ねえ様さま。突然の訪問の無ぶ礼れいは、どうぞ姉弟のよしみで許していただきたい」

「……ゼオルディス」

　特徴的な右眼の傷を歪ませながら笑う弟に、エルティーナは硬い表情で注意した。

「小さな子供でもあるまいし、その呼び方はやめなさいと何度も言ったでしょう。たとえ姉弟とはいえ、私はすでに他家に嫁とついだ身。オーデル侯爵夫人と呼びなさい」

「いいではないですか。だって本当に小さな時は、姉様とお呼びできなかったのですから。おっと、エル姉様もフロリアンも、怖い顔をしないで下さいよ」

　思わせぶりなゼオルディスの発言に顔を強張らせた二人を、本人は面白そうに眺めている。

「……それで、一体何をしに来たの。王宮内が今どういう状態か分かっているでしょう、ただの暇つぶしなら……」

「そうそう、その王宮内の一大事について、俺が麗うるわしき貴婦人方の憂うれいを解消できるのではないかと思っているのですよ」

　気取った言い回しとは裏腹の、不穏な光を浮かべた瞳でゼオルディスは室内を見回した。

　彼と眼が合う寸前、ノーラは瞬間的に眼を逸そらしたが、アリシアは「ご機嫌よう、ゼオ様」とにっこり微笑み返してまた手で口をふさぐ。カシュヴァーンとの約束が「挨拶以外しゃべるな」だったからである。

「ご機嫌ようアリシア、そしてエル姉様。あなた方の夫にかかった嫌疑を払いたいとは思いませんか？」

　唐突な提案を聞いて、エルティーナが眉をひそめた。

「何を言っているの、ゼオルディス。まさか……お父様を狙ねらった犯人を知っているの？」

「さてね。ところでエル姉様、エル姉様は他家に嫁いだのに、どうして国王陛下をまだ『お父様』と呼ぶのですか？」

　言葉尻を取られ、次の言葉に詰まった姉を見てゼオルディスは笑った。明るく、快活に。

「それとも俺は、まだ家族の枠わく組ぐみに入れてもらっていないのですか？　ゼオと呼んでくれとも何度も申し上げていますのに。誰にでもこの呼び方を許しているわけではないんですよ？」

「……今の発言は取り消します。ゼオルディス、あなたは陛下を狙った犯人を知っているの？」

　冷静にエルティーナが質問をやり直したが、ゼオルディスはあっさり否定した。

「いいえ。ですが、あなた方の夫は無関係だろうと、イーダルに話すことならできますよ」

「本当ですか!?」

　思わず声を上げてしまったアリシアを見て、ゼオルディスは優しく微笑んだ。

「本当さ。なにせ俺はイーダルがあんなに熱心に求めている、〈強い王〉になってやるんだからな。この国をまとめ、導く、強い強い王に」

「……ゼオルディス、やめなさい」

　エルティーナが硬い声で制したが、ゼオルディスは聞く耳を持たない。

「しかし取引には代償が必要だ。夫を助けたいという気持ちが少しでもあるのなら、今夜俺の部屋へおいで、アリシア」

　言われたアリシアは、「あらそんなことでいいのかしら」と思った。大きな反応を示したのはフロリアンとエルティーナだ。

「王子!?」

「ゼオルディス！　あなた何を……!?」

　気け色しきばむ二人を見つめるゼオルディスの眼は奇妙に冷たい。

「あなたもですよ、オーデル侯爵夫人。夫を救いたいという意思がおありなら、今夜俺の部屋へ来て下さい」

　それを聞いたエルティーナは一瞬全身の動きを止め、それからゆっくりと、震えを隠すようにゆっくりと声を出した。

「自分が何を言っているか分かっているの。……私たちは、実の姉弟なのよ」

「ああ、よかった。やっと俺を家族だと認めてくれたんですね、エル姉様」

　突然無邪気と言っていいような笑みを浮かべたゼオルディスは、愕がく然ぜんとしているノーラにも傷の走る眼を向け、

「どうせならお前も来るか、ノーラ。ティルだって父親に謀む反ほんの噂があったんだ。いつイーダルの粛しゆく正せいの矛ほこ先さきが向くか分からないぞ？」

　ノーラが短く息を吞み、フロリアンが耐えかねたように「王子……！」と呼んだ。しかしゼオルディスは平然としたものだ。

「俺は三人でも四人でも構わない。なんならミューゼも呼ぼうか？」

「王子、いい加減にして下さい!!」

　妹の名を聞いてフロリアンが怒ど気きを爆発させた。ゼオルディスは冗談だよ、とおどけてみせる。

「ミューゼは人見知りをするから、もう少し仲良くなってからのほうがいいな。俺は寂さびしがり屋だから、とにかく大勢で楽しい夜を過ごせることを期待している。話は通しておくから、俺の部屋付近まで来たらうるさい兵士は勝手にいなくなってくれるだろう。では、また今夜」

　優雅な一礼を残し、ゼオルディスはフロリアンを引き連れて悠ゆう々ゆうと去っていった。










　その日の夜。

「王子殿下の部屋はこちらね」

　ゼオルディスが言ったとおり、王子の私室へ続く廊下の途中でいつしか随ずい行こうの兵士が消えた。そのことにあまり気づかないまま、アリシアは目的の部屋の豪華な縁ふち取どりをされた扉を叩いた。

「誰だ？」

「アリシアです」

「へえ、本当に来たのか。しかもアリシア……いいぜ、入って来い」

　ちょっと意外そうなゼオルディスの許しを得て、アリシアは早速室内に足を踏み入れた。

　広々とした内装は、基調となっている色こそ金と白だが、作りそのものはエルティーナの部屋とよく似ている。中央に据えられた大きな寝台に腰かけたゼオルディスと、その横に彫ちよう像ぞうのように立っているフロリアンに向かい、アリシアはドレスの端をつまんでお辞じ儀ぎをした。

「こんばんは、王子殿下」

　挨拶だけしたアリシアは、約束を守るため口を手でふさいだ。

　その姿を見て、珍しくゼオルディスとフロリアンは揃ってぽかんとしている。

「……ライセン？」

　気の抜けた声で呼ばれ、随行員よろしく妻の背後に立っていたカシュヴァーンは、苦にが虫むしを百匹まとめて嚙かみつぶしたような仏ぶつ頂ちよう面づらでぼそりと言った。

「俺は来るなとは、言われていなかったようですので」

　カシュヴァーンとの約束を、アリシアは忠実に守ったのだ。すなわち「俺と離れた場合は、その間誰と話し、どこに行ったか、後で必ず報告するように」。

　昼間エルティーナの部屋を辞じした後、ようやくイーダルから解放されて部屋でぐったりしていたカシュヴァーンに、アリシアはゼオルディスから言われたことをすべて話した。その結果、夫同伴での訪問となったのである。

「……ふ、はっ、ははははははは！　はははははは、なるほどなるほど！　確かに!!」

　何に使うつもりだったのか、山盛りの柔らかなクッションを手当たり次第に叩きながらゼオルディスは爆笑している。

　フロリアンは表情の選択に困ってうつむいており、アリシアは「喜んで下さって嬉しいわ」と微笑んだ。

「ミューゼは案の定無理そうだからな、男三人に女ひとりか。まあそれでも俺は別に」

「……王子殿下、申し訳ないですが少々お遊びが過ぎます。俺の妻にあまり妙なちょっかいをかけないでいただきたい」

　えげつない軽口をさえぎり、カシュヴァーンは不ふ敬けい罪ざいも辞さないような眼でひたとゼオルディスを見据えた。

「俺が少々困った立場に置かれていることは事実です。ですが断じて陛下の暗殺など企んではいない。犯おかしてもいない罪を免まぬがれるため、妻に娼しよう婦ふまがいのことをさせるつもりはありません」

　妻、のところを強調してカシュヴァーンは言った。続いてゼオルディスの視線から庇かばうようにアリシアの前に進み出たので、アリシアは「おなかが痛」くなってひとりで顔を赤らめる。

「オーデル侯爵夫人やノーラについてもです。今さら紳士ぶるつもりもありませんが、殿下はいずれ国を背負う身。ただでさえ国内には不穏な噂が後を絶ちません。臣しん下かの忠義を減じるような振る舞いは、慎つつしまれたほうがよろしいでしょう」

　卑ひ劣れつな振る舞いをあえてあまりなじらず、手を引くに足りる理由も提供する。

　王子の立場を尊重したカシュヴァーンを見て、フロリアンは感かん銘めいを受けた様子を見せ、ゼオルディスは傷を歪めながら笑った。

「まあいいさ。なあカシュヴァーン、俺は実は、お前とも一度じっくり話をしてみたいと思っていたんだ」

　勝手にカシュヴァーンを名前で呼ぶと、ゼオルディスは寝台の脇にある小さな机に手を伸ばした。

　引き出しを開け、取り出したのは一冊の古びた本。

　見覚えのある装そう丁ていに眼を留め、アリシアは我知らず「まあ、その本までここにはあるのね」とつぶやいてしまった。カシュヴァーンはといえば、わずかに唇を開いた状態で固まってしまっている。

　それは土地の伝奇を集めた一冊の本。収録されているのは作家が想像力に任まかせて生み出した創作ではなく、多少の誇こ張ちようはあれど実際に起こった出来事ばかり。

「『ハルバーストの薔ば薇ら屋敷』、読んだよ。とても面白かった。だが実際の話のほうが、もっともっと面白かったな」

　現在は「ライセンの屋敷」、もしくは「ライセンの石屋敷」と呼ばれることが多いカシュヴァーンの屋敷は、一世代前は「ハルバーストの薔薇屋敷」で名が通っていた。

　その由来はカシュヴァーンの父親であり、先代の領主だったレジオール・ハルバーストの狂気である。熱愛していた薔薇狂いの奥方・ジーナが自分を振り向かないことに絶望し、彼女を殺して薔薇園に埋めた後、咲かない薔薇の肥料にするため次々と女性たちを手にかけていった……

　ただし本の中では多少話が単純化されていて、レジオール自身が薔薇に執着していたことになっている。

　ところがゼオルディスは、元の話をわざわざ調べたらしい。そうでなければ出てくるはずのない言葉が、次々と彼の口から流れ出した。

「俺はレジオール・ハルバーストを尊敬しているんだ。報むくわれない愛に生き、報われない愛を抱えて死んだ哀かなしい男。究極の純愛物語だよな。これだけ強く想われて、ジーナ・ハルバーストもきっと喜んでいることだろう」

　カシュヴァーンは黙っている。

　アリシアもどうしようか、約束を破っていいだろうかと思いながら夫を見上げるが、カシュヴァーンは眉み間けんに深いしわを寄せたまま微動だにしない。

「どうしてそんな顔をするんだ、カシュヴァーン？　ああ、俺のこともゼオと呼んでくれて構わないぞ。もう友達だものな」

「……友、達？」

　なんの話だと言わんばかりのカシュヴァーンの問いに、ゼオルディスは平気な顔でこう答えた。

「だって同じ男にあこがれて、同じ生き方をしているじゃないか。友達どころか親友になれるぞ、これは」

「……王子。おやめ下さい」

　フロリアンがようやく止めに入ったが、ゼオルディスは止まらない。殊こと更さらゆっくりと立ち上がり、カシュヴァーンの陰に隠れた状態のアリシアを覗き込む。

「意味が分かっていない様子とはいえ、俺の部屋に来たのは結局お前だけ。ということはアリシアは、それだけカシュヴァーンのことが好きなんだろう？」

　心の底まで覗き込むようなゼオルディスの問いかけ。

　常人ならぞっと身を引くところだが、アリシアは「おなかが痛」くなってぽっと顔を赤らめた。

「え、あ……その……」

「……アリシア、いい。答えるな」

　約束を守れと、苦い顔でカシュヴァーンが横から言ったが、ゼオルディスは「ひどいな」とまた笑う。

「アリシアはひどいな。好きかと聞かれて好きだと答えられないなんて、本当はカシュヴァーンのことが嫌いなのか？」

「いいえ！」

　力一杯否定してから、アリシアはもじもじとつぶやいた。

「あ、あの……す、好き……です……わ……」

　薄べったい胸に手を当て、恥ずかしそうに告白する姿を見つめるカシュヴァーンの表情がわずかに緩ゆるんだ。するとゼオルディスは、続けてこう尋ねてきた。

「俺のことは？」

「え？　ええ、好きですわ。お金持ちそうだし、本の好みも合いますし」

　ごくあっさりとアリシアが答えると、ゼオルディスは「なるほど」と含み笑いを浮かべ、またカシュヴァーンを見た。

「なあカシュヴァーン、お前も父親をとても尊敬しているようだな」

　一度は緩ゆるんでいたカシュヴァーンの表情が凍こおりつく。

「……何を馬鹿な」

「だって父親と同じ事をしているじゃないか。名家の女を金で買い、自由を奪って無理やり我が物とする。正に男の浪漫ロマンだ。おまけに調教も完かん璧ぺき、まったく羨ましい」

　その言葉はまるで、一条の雷のごとくカシュヴァーンの精神を貫いた。

　落らく雷らいに幹みきを裂さかれた大たい木ぼくのように、彼は声もなくその場に立ち尽くしている。

「ゼオ様、だめ、お父様のお話はだめなの！」

　二つも約束を破って大声を出したアリシアを見て、ゼオルディスは笑う。明るく快活に。捕まえた虫の足を無む心しんにちぎる幼児のように。

「心配するなアリシア。お前の夫のこともジス義に兄い様さまのことも、俺がうまくとりなしてやるから。だって俺はカシュヴァーンの友達で、ジス義兄様の弟なんだからな」

　カシュヴァーンを庇うようにその前に立ったアリシアを見ながら、ゼオルディスはきつい眼をしているフロリアンに話しかけた。

「久しぶりにお前以外の友達ができたぞ。もちろん喜んでくれるよな？　フロリアン」

　噓がつけない性格らしいフロリアンは、何も答えようとしなかった。








　第四章　汚い勝利







　国王暗殺未み遂すいの件から四日後。

　宰さい相しようイーダルの名で大々的に発表された内容に、王宮内の関係者は一いち様ように眼を見張った。

「まあ、あの錬れん金きん術じゆつ師し様が暗殺者でしたの！」

　時期的に保存食が多いが、十分豪ごう勢せいな朝食をせっせと片づけながら、アリシアは隣席の夫に話しかける。

「だ、そうだ。おまけに〈翼つばさの祈り〉教団穏おん健けん派のどいつかが仕組んだらしい」

　ようやく無む罪ざい放ほう免めんとなり、妻と同じ卓を囲めるようになったというのに、カシュヴァーンはどこか納得がいかない表情だ。

「国王陛へい下かはあのオーバンとやらに、永遠の命を授さずかる研究をさせていたんだそうだ。その手の怪あやしげな研究に興味を持つのは権力者にはよくあることだが、〈翼の祈り〉教団はいい顔をしない。奴やつらは錬金術にも永遠の生命にも否定的だからな……信者に永遠に生きられては、死後の世界を盾たてに取る連中は商売あがったりだから当然だが」

　好奇心をくすぐる単語の羅ら列れつにアリシアは瞳ひとみを輝かせるが、カシュヴァーンの口く調ちようは皮肉に満ちている。相変わらず彼は宗教や神様に対して厳しい。

「そこで錬金術師に化けた暗殺者を仕込み、妙な研究にうつつを抜かすからこうなるんだ、と奴らは言いたかったらしい。暗殺未遂後もオーバンはぬけぬけと陛下の側そばにはべっていたらしいが、以前から奴を怪しいと思っていた王子殿下と宰相閣かつ下かに正体を暴かれ、逃走。今け朝さ方がた服毒死体が王宮の裏手で見つかり、奴の部屋から穏健派とのやり取りの証拠が発見されて、一件落着、という訳さ」

「最後には自分自身の口をふさいだ、ということですの……そういうお話もよく読みますわ。まあ、でも、何も死ななくてもよろしいのに」

　正体は暗殺者だったとはいえ、これまで王宮に潜せん伏ぷくしていられたということは、ある程度は錬金術の知識があるのだろう。

　永遠の生命を騙かたるあたり、あまり質が高くなさそうではあるが、一度ぐらいお話ししてみたかったのに……と、アリシアは残念に思った。

「そう、一件落着なんだが……」

　アリシアの相あい槌づちをあまり聞いていない様子でカシュヴァーンがつぶやいた。その表情はまだ憂ゆう鬱うつそうで、言葉も歯切れが悪い。

「……すっきりしていない顔だな、ライセン」

　横合いから声をかけてきたのは、自分もまだあまり顔色がよくないティルナードである。二日ほど前からこうして起き上がり、食事ができるほどに回復していた。

　ただし「友達」ゼオルディスの話題を出すと、倒れこそしないものの真っ青になってしまうようなのだ。今も隅すみに控ひかえたセイグラムによれば、背中の古ふる傷きずが一部腫はれ上がるほどに精神に大打撃を受けているらしく、アリシアには「王子殿下の話は絶対にしないで下さいね！」とノーラからきついお達しが出ていた。

「……話がきれいにまとまりすぎている気がするんだ」

　行ぎよう儀ぎ悪く、ナイフの先で皿に残った肉にく片へんをつつきながら、カシュヴァーンがつぶやいた。給きゆう仕じをしているトレイスも同じ思いでいるらしく、不ぶ作さ法ほうを咎とがめない。

「カシュヴァーン様、それってゼ……もが」

　アリシア自身と背後にいたノーラが素早くアリシアの口をふさぐ。

　セイグラムの眼も鋭くなったが、ティルナードは苦笑した。

「……いいよ。名前ぐらいなら、もう大丈夫だ。それに……あいつが何を企たくらんでいるのか、僕も知っておきたい。……でないといつまで経たっても、あいつの影に怯おびえることになってしまう。そうだろう、セイグラム」

　前後こう見けん人にんの死を乗り越え、ティルナードも強くなったのだ。鞭むちを取り出しかけたセイグラムに目め配くばせし、カシュヴァーンに続きをうながす。

「──そう。あの、ゼオルディス王子殿下が」

　ゼオルディスの私室での一幕を思い出しているのだろう。カシュヴァーンの眼に暗い光が浮かび、握にぎったナイフが皿の表面をこする不ふ愉ゆ快かいな音がした。

「カシュヴァーン様……」

　主あるじの姿に何を感じたのか、トレイスが怯えた声で彼を呼ぶ。

　途端にカシュヴァーンははっと我に返り、ナイフから手を放して続けた。

「……王子殿下がとりなしてやると言った後で、暗殺者の死体が出た。国王陛下は怯えきり、あの調子では当分の間、錬金術に興味を示すことはないだろう」

「残念ですわ……」

　自分本位なアリシアの合いの手に苦笑いしたカシュヴァーンは、手を伸ばしその頭を撫でてやった。

　食事中とは思えない行儀の悪い行為だが、まるでナイフの感触を振り払おうとするようなしぐさを、トレイスは今度も咎めなかった。

「おまけにどーも、その暗殺者の死体にも怪しいところがあるしねえ」

　いきなりカシュヴァーンとアリシアの間に出現し、そう言ったのはルアークだ。先日までは室内でも姿を現さないほどの警戒態勢を取っていたのだが、一応は一件落着したためこうして顔を出すようになった。

「怪しいところ？」

　アリシアが聞き返すと、ルアークは意味ありげに笑う。

「どうもねえ……いや実は、生前の錬金術師様ってやけに警戒が厳しくてさ。俺もなかなか近づけなかったわけ」

　謁えつ見けんの間まには入り込めなかったとぼやいていたルアークだが、その後もオーバンとは接触できなかったようだ。自他共に認める有能な暗殺者にとって、これはかなり珍しいことである。

「それにしちゃあちょっと突っついただけであっさり正体を現したなって思うし、部屋からは穏健派と繫がってた証拠がばんばん出てくるなんて、なんかなーって感じでさ。印象がちぐはぐなんだよね」

「あら、でも、王子殿下と宰相閣下は、人を突っつくのがとても得意そうだったわよ」

　時に鋭いアリシアの評に、ルアークはくすくす笑った。

「はは、そうだね。人が隠かくしてる物を捜すのもうまそうだったけど……自分が隠してた物をそれらしく取り出すのは、もっとうまそうだよね」

　ルアークが言わんとしているところをカシュヴァーンも汲くんだのだろう。うなずきながらも、しかし、と逆接を使った。

「……しかしお前をして、怪しい止まりなんだよな、結局」

「そ。死体の背せ格かつ好こうもね、似てると言えば似てるけど、違うといえば違う、気がする。確かに瘦やせちゃいたけど、ただ瘦せてるだけのあんな貧相な体で、俺を近づけさせないような真似ができるかなあ……？」

　死体も偽にせ者ものではないかとルアークは疑っているようだった。

「すぐに清めの火に焼かれちゃったから、もう調べようがないけど。とにかく、何か裏があるのは間違いないね」

「ちょうど王宮には、〈翼の祈り〉教団の代表者が謁見に来ていたようだしな」

　カシュヴァーンも自分の考えを整理するように相槌を打つ。

「陛下に深く詫わびるとともに、騒ぎを起こした穏健派の連中の厳正なる処分を約束したという話だ。……さて、一番得をしたのは誰だ？」

　穏健派と急進派。〈翼の祈り〉教団を二分する勢力。

　だが先頃の事件の際、穏健派の有力者だったユーランは「天の裁さばき」を受けて死んだのだ。急進派の間かん諜ちようだったと思われるレオニアは、そう教団上部に報告したに違いない。

　そこへ今回の国王暗殺未遂事件である。ただでさえ窮きゆう地ちに立たされていた穏健派にとっては、とどめの一撃となるだろう。

「穏健派にはユーラン以外目立った名を聞かないからな。まとまりを失い、焦あせって勇み足になった結果、と考えられなくもないんだが」

　ユーランの名を聞き、そっと眼を伏ふせるティルナードの表情を横目にカシュヴァーンはまだ難しい顔をしている。

「そういえば王子殿下は、どなたか偉い方とお会いするとおっしゃっていらしたわ。あの時のお相手が、教団の代表の方だったのかしら……」

　図書館でのゼオルディスとの会話をアリシアは思い出した。フロリアンに教えてもらえなかった王子の会食相手、それが〈翼の祈り〉教団からの使いだったのだろうか。

　やっぱり同席させてもらえばよかった、と思いながら、アリシアはドレスの隠しに手を差し入れた。

　取り出したのは、飛び散ったリュクの血の染みが取れなかった聖女アーシェルの木彫りの肖しよう像ぞう。誰も知らない〈翼の祈り〉教団本部にいるとされる、偽者の聖女。

　うまくすれば本物のアーシェルに会えたのだろうかと思うと、残念でならない。海うみ鳥どりの羽でできているという背中の翼を、触ってみたりしたかったのに。

「ああ、そうみたいだね。でも来てたのは聖女様じゃないよアリシア。神秘性を維い持じするため、聖女様は教団本部から出ることはないって前に話さなかったっけ？」

　リュクの傑けつ作さくを覗のぞき込みながらルアークに言われ、アリシアはそうだったわ、とつぶやいた。

「では第一階かい梯ていの方？」

「ううん、代理人。ナディールさんっていう第二階梯の人だって。緋ひ色いろの長い髪の、結構若くて美形で、聖職者にしとくにはもったいないぐらい軟なん派ぱな感じの人だったよ」

　ほめているのかけなしているのか微妙な表現をルアークは使った。重ねてカシュヴァーンが尋たずねる。

「リュクに聞いた名だな。ではそいつが、次の第一階梯……つまりは教団代表者になるというわけか？」

「じゃ、ないかな？　少なくとも狙ねらってはいると思うねぇ。急進派の人だし、今回の件に一枚嚙かんでる可能性はあるね」

　ナディールには野心があるというのが、ルアークの見解のようだ。

「一番得をしたのは教団急進派より、宰相イーダル閣下だろうな」

　口を挟んできたのは、朝からひとりレンブラーの杯はいを傾けているバルロイである。ここの杯はお上品すぎてあまり量が入らない、直接口をつけて飲めば礼儀がどうだとうるさいと、ずっと文句を言い続けている。

　国王暗殺未遂容疑者の中、ただひとり露ろ骨こつな追及を免まぬがれていたバルロイだが、元から彼の声望は決して高くはない。周囲の眼は冷たかったのだが、そんなことを気にしていてはラグラドールの傭よう兵へい団長は務つとまらないらしく、「王宮内のおっぱいはひととおり見てきたから」という理由で同席している。

「元から急進派のほうが中心的存在らしいが、穏健派だって教団の一部だ。国王暗殺未遂の責任は、ある程度はかぶることになるだろうぜ。だが宰相閣下としては、国王陛下は怪しい連中から遠ざかる、教団には貸しを作れる、現国王の無ぶ様ざまな姿を見てますます次代の王を待望する声は高まると、いいことずくめさ」

「あら、スタンバール宰相閣下は、やっぱり国王陛下に交代していただきたいのですか？　エルティーナ様もそんなことをおっしゃっていましたけど」

　アリシアが尋ねると、バルロイは薄く笑った。

「シルディーン王家の威い信しんを取り戻すのはスタンバール一族の悲願だからなぁ。その点、現国王陛下じゃ、どうにもこうにもなりゃしねえだろ。最初はイーダルじいさんも今のをどうにかしようとしていたらしいが、びしばしやりすぎて元から弱かったのがますます」

　ぺらぺらしゃべるバルロイに、カシュヴァーンが素早く牽けん制せいを放はなった。

「……バルロイ、余計なことをアリシアにしゃべるな。第一そんな話は、いくらお前でもここでするのはまずいぞ」

「へいへい。しかしラグラドールとの融ゆう和わ政策は白紙撤回となるかね、こりゃ」

　逆らわず、バルロイは話を変えた。カシュヴァーンも腕うでを組み直し、

「そんな気はするな。本当に〈翼の祈り〉教団がこんな真似をしたのだとしたら、ラグラドールとの融和政策が一因であることは間違いないだろう。国王陛下の怯えようからして、白紙撤回とまではいかずとも、ゆっくり自然消滅を待つぐらいの話になりそうな気はする」

　元から公おおやけにはなっていない話だ。立ち消えにするのは難しくないだろうと、カシュヴァーンはため息をついた。

「それに俺たちが暗殺者と繫つながりを持っていることも公的に調べられたんだ。今回の嫌けん疑ぎは晴れたが、潜せん在ざい的な反はん逆ぎやく者予備軍に数えられたことで、勢力を殺そぐという目的は達成されただろうさ」

　やはり一番得をしたのはイーダルじいさんだな、とカシュヴァーンがつけくわえると、バルロイも髭ひげが伸びかけたあごに手をやった。

「やれやれ、このくそ寒い中自慢の髭まで剃そって出向いたってのに、とんだ無む駄だ足あしだったようだな」

「バルロイ様は髭がなくてもすてきです。結婚して下さい」

　さっと割り込んできたのは、ドレス姿で同じ卓を囲んでいるレネである。

　バルロイはきれいにその発言を無視し、いつもは乗じてからかうカシュヴァーンも聞こえなかったように話を続ける。

「だがお前だって正直、あまりシルディーン王家に接触しすぎないほうがいいんじゃないのか、バルロイ。お前はシルディーンに近づきすぎている、ラグラドールの誇ほこりを忘れているとの噂うわさもあるようだが。どうせこんな話がうまくいくはずがない、堂々と王宮内を探ってやろう、それぐらいのつもりで来たんじゃないか？」

「ほう、俺に探りを入れてくるとはお前も腕を上げたな。お嬢ちゃんの前で余計なことを言わないほうがいいんじゃなかったのか？」

　まずは切り返してから、バルロイはにやりと笑った。

「ま、俺にだって国内に敵がいないわけじゃない。仕方がないさ、いい男はひがまれるものだ」

「ええ、本当にバルロイ様はいい男です。結婚して下さい」

　相変わらずのレネのほうを向き、カシュヴァーンが何か言おうとした。

　それに対する牽制を口の中に用意したバルロイと視線が絡み合い、一瞬、室内に沈ちん黙もくが落ちる。

　まるでその瞬間を待っていたように、荒々しく扉とびらを開く音が聞こえた。







「あら、ジス……ええと、オーデル侯爵様」

　突とつ如じよとして室内に侵入してきたジスカルドを、アリシアは夫との約束を守りつつ脳天気な笑顔で迎むかえた。ちなみにルアークは、ジスカルドが侵入してくる寸前に姿を消している。

「これはオーデル侯爵閣下。どうしました、急に。あなたらしくもない」

　食事の約束などしていないのにと、カシュヴァーンはからかうが、今のジスカルドに軽かる口くちに答える余裕はなさそうだった。

「貴様らはスタンバールの宰相とぐるか」

　非礼を詫びる言葉もなく、そう言ったジスカルドの眼は血走っている。

「ちょっと、ジス、やめなさい!!」

　制止の声を上げながらその後に現れたのは、数人の使用人を引き連れてやって来たエルティーナだ。

「あらエルティーナ様まで、おはようございます」

　律りち儀ぎと言えば律儀なアリシアの挨あい拶さつは、それどころではないエルティーナに無視された。

　ジスカルドも妻の制止を無視し、カシュヴァーンとバルロイを睨にらんで動かない。

「話は分かっているぞ。宰相閣下と手を組んで、私を失しつ脚きやくさせるつもりなんだろう！　このような恥をかかせて、よくも、よくも……!!」

　ラグラドール人と協力しろと言われたかと思えば、今度は国王暗殺未遂の容疑者扱い。

　短期間に何度も煮え湯を飲まされ、人一倍自尊心の高いジスカルドはとうとう耐えきれなくなったらしい。

「どうした王子様、まだレンブラーが抜けきっていないのかい？　なんならもう一杯どうだ、これぐらいの量ならいけるだろう？」

　そこへバルロイまで小さな杯を掲げてからかってきたので、ジスカルドはとうとうこう一いつ喝かつした。

「黙れ〈汚お泥でいの民たみ〉が！」

　室内の空気が凍こおりつく。

　ラグラドール人の浅黒い肌を元もとにした醜しゆう悪あくな差別用語〈汚泥の民〉。ラグラドール人に向かってそれを用いるのは、宣せん戦せん布ふ告こくも同じこと。

「──言ったな」

　ゆらりと立ち上がったバルロイからは、彼自身が抜き身の剣であるかのような殺気が漂ただよっていた。

「あれだけ酔よっぱらってなお、その言葉だけは使わなかった。そこだけは大したもんだと思っていたんだがなぁ、オーデル大侯爵閣下」

　仮にも王宮内である。バルロイも帯たい剣けんこそしていないが、強きよう靱じんな肉体はそれ自体がひとつの武器だ。折おり悪あしく食事中のため、卓の上には武器になりそうな物もたくさん用意されている。

「だがその言葉を聞いたが最後、もう俺も足を引けないぜ」

「やめろバルロイ。ここで騒ぎを起こせば、オーデル侯爵だけではなくお前にも得にはならん」

　バルロイの手元からナイフを奪いながらカシュヴァーンが止めたが、バルロイは振り向こうとさえしない。

「損得の問題じゃねえんだよカシュヴァーン。シルディーン人には分からんだろうがな。この言葉を使われた以上、ラグラドール人なら絶対に黙っている訳にはいかん」

　聞く耳持たない態度に、カシュヴァーンは舌打ちしてレネを見た。

「ちっ……、くそ、おいレネ、団長を止めろ」

「無理です。バルロイ様はラグラドールを何よりも愛していらっしゃるのです」

　バルロイの怒いかり、それすなわち自分の怒り。

　そう言いたげなレネの手の中には、どうやって持ち込んだのか、明らかに食事用ではないナイフが出現している。

「バ……バルロイ、レネも、やめなさいって。カシュヴァーン様も言っているじゃない、オーデル侯爵と今ここでやり合うなんて、あなたらしくもないわ」

　ただならぬ空気を察し、ノーラも止めに入ったが、バルロイはちらりと眼をくれただけだ。

「ご忠告ありがとうよ、ノーラ。だがたとえお前が一晩相手をしてくれるとしても、譲ゆずれねえもんは譲れねえんだよ」

　すぐにバルロイの眼はジスカルドに戻ってしまった。セイグラムは止めても無駄と悟さとってか、ティルナードに席を立たせ巻き込まれないよう防御体制に入っている。

「ジス、やめて。お父様とイーダルはあなたをよく思っていない、分かっているでしょう？　ここで下へ手たな騒ぎを起こせば、向こうの思う壺つぼよ」

　ジスカルドの腕に触れ、エルティーナがなだめる。

　しかし普段は表面上のものとはいえ、貴婦人に対する礼を忘れないジスカルドが、その手を乱暴に振り払ってしまった。

　唇くちびるを嚙んだエルティーナは、今度はバルロイに懇こん願がんする。

「レクサンドール子し爵しやくも……お願いよ。誰のためにもならない争いだわ、どうか」

「今さらじゃあやめます、は通らねえよ、お姫様。俺は言ったな？　一度だけは見み逃のがしてやると。もうその一度は過ぎちまったんだよ」

　侯爵を睨んだままバルロイが断ると、ジスカルドも傭兵団長を冷たく睥へい睨げいし、

「エルティーナ様、〈汚泥の民〉に頼み事などやめなさい。あなたの価値が下がる」

「……てめえ、二度も」

　地ちを這はうように低い声でバルロイが言い、今にもジスカルドに殴りかかろうとした時だった。







「おやおや、これはみなさんお揃そろいで」

　癇かんにさわるほど楽しそうな声を上げ、甲かつ冑ちゆうがこすれ合う金属音をお供に室内に侵入してきたのは、フロリアンを連れたゼオルディスだった。

「……ゼオルディス！　どうしてここに……!!」

　最も来てほしくなかっただろう顔を見て、エルティーナが絶句する。

　ジスカルドも忌いま々いましそうな表情になった。フロリアンは最初から忌々しそうな顔だ。

「あら、ええと……王子殿下、おはようございます」

　くるくると切り替わる状況を、一いつ生しよう懸けん命めい頭の中で整理していたアリシアは、カシュヴァーンの存在を確認してからそう挨拶をした。

「おはようアリシア。おはようございますエル姉ねえ様さま、ジス義に兄い様さま。俺は寂さびしがり屋なので、たくさん人が集まっているとついね。いかがなされました、そのように怖こわい顔をして？」

　もめ事の匂いを嗅かぎつけて来たのだろう。涼すずしい顔でそう言ってのけたゼオルディスは、室内にもうひとり、誰より自分と会いたくなさそうな顔を見つけて声をかけた。

「やあティル、おはよう。どうした？　顔色が悪いぞ。まだ寝ていたほうがいいんじゃないか？」

「あ……っ、あ……」

　真っ青になり、近くの壁に手をついてしまったティルナードとゼオルディスの間に、無言でセイグラムが滑すべり込んでくる。

　ゼオルディスはすうと瞳を細めた。

「お前、セイグラムとかいうらしいな。退どけよ。俺はティルと話しているんだ」

「退きません」

　きっぱりとセイグラムは断言した。

「王子相手にいい度胸だな。使用人の非礼は主あるじに跳はね返るぞ、構わないのか？」

「構うに決まっています。ですが退きません」

　どちらも御ご免めんだと図ずう々ずうしく言いきるセイグラムに、ティルナードが取りすがる。

「セイグラム、やめろ。僕は大丈夫だから……」

「そんなことはもっとましな顔色になってからおっしゃって下さい。……今度こそお守りする、そう申し上げたはずです」

　先のレイデン地方での一件について責任を感じているようだ。セイグラムはがんとして動こうとしない。

「……ゼオ、お願い。後ご生しようだから出て行って。そしてここでのことは誰にも言わないで」

　これ以上事態をややこしくしたくない。そんな願いがにじんだエルティーナの頼みを、ゼオルディスは笑って一いつ蹴しゆうした。

「へえ、やっと俺をゼオと呼んで下さるので、エル姉様？　ということは、よほど面おも白しろいことが起こっているようですね」

　にやにや笑うゼオルディスが見つめる先で、ジスカルドとバルロイが冷たく睨み合っている。こちらも王子の御ご前ぜんだからといって、手を引く気はなさそうだ。

「くそ……」

　迷うようにカシュヴァーンは視線を天てん井じよう付近にさまよわせている。ここでルアークを呼ぶべきかどうか、判断がつきかねているのだ。

「ええと……レクサンドール子爵様もオーデル侯爵様も、けんかはよくありませんわ」

　不意にそう言ったのは、膠こう着ちやく状態に陥おちいった室内でひとり、黙ってどうするべきか考え込んでいたアリシアだった。

「へえ、じゃあどうするお嬢ちゃん。お嬢ちゃんが一晩俺の相手をしてくれるかい？」

　視線はジスカルドに据すえたまま、素早く反応したバルロイを睨んでカシュヴァーンが叫ぶ。

「バルロイ！　アリシアもやめろ!!」

「一晩お相手ですか？　ええ、それでもよろしいですけど。体を要求されるのでなければ」

　さばかれたら困るわ、と思いながらのアリシアの答えに含まれた矛む盾じゆんに、バルロイが一瞬眼を見張る。

　その隙すきを突いて、というわけでもないが、アリシアはひとりで勝手に話を進めた。

「私、面白いゲームを知っていますの。それでお二人とも、私と勝負をして下さらない？　負けた人は勝った人の言うことをなんでも聞く、というルールで」

　ある意味王宮という場所には相応ふさわしい、優雅な決着のつけ方。

　わずかに考える間を置いてから、バルロイが尋ねる。

「面白い、ねえ。ちなみにどういうゲームだい？」

「簡単ですわ。お二人とも、私がすることを真似して下さればよろしいの。例えばほら、私がこうして手を上げたら、お二人も手を上げて。私が左手を上げたら、お二人も左手を上げて。十回やっていただいて、真似しきれなくなったほうは負け。全部真似されてしまったら、私の負け」

　両手を上げながら説明するアリシアの間抜けな姿を見て、バルロイはいぶかしそうにした。














「お嬢ちゃんの真似だあ？　もしかしてお嬢ちゃんは眼鏡めがねを外はずし、俺は眼鏡をしていないから外せなくて負け、なんて言い出すんじゃねえだろうな」

　バルロイは深読みしてきたが、アリシアはその手元の小さな杯を見ながらあっさり首を振る。

「いいえ、小道具の条件はみなさん一緒にしますわ。いかがかしら？　私が勝ったら、お二人はけんかをやめて下さるの」

「俺もオーデル侯爵閣下も十回真似しきったら？　勝負はどうつけるんだ」

「その時はええと……お二人でけんかをして下さい」

　そこまでは考えていなかったアリシアが適当な答えをすると、バルロイは声を上げて笑った。

「はなから負けるつもりはないってことか。いいだろう。乗ったぜ、そのゲーム」

「バルロイ！」

　ふざけるなとカシュヴァーンは声を荒あららげるが、バルロイは動じない。

「他に提案することがないなら黙ってろ、カシュヴァーン。王子様もいいな？　それで」

「……いいだろう」

　多少は頭が冷えてきたのか、このままバルロイと殴なぐり合いをするよりはましだと考えたらしく、ジスカルドも同意した。

「その代わり、アリシア様。もしも私が勝った暁あかつきには、バルロイには私に手をついて謝ってもらう。そしてアリシア様には、今度こそ私の愛人になっていただきますよ」

　冷たい青い瞳がアリシアを射い抜ぬく。

　以前、真夜中の迷路の中で、ジスカルドに追い回された時のことを思い出してアリシアはびくっとしたが、「よろしいですわ」とうなずいた。

「アリシア！　俺はそんな賭かけを認めんぞ!!」

　カシュヴァーンが吼ほえたが、それにゼオルディスがこうかぶせた。

「ああ、だってアリシアはお前が買った花嫁だものな。勝手な真似をする権利はないか」

「王子！」

　フロリアンの制止は間に合わなかった。カシュヴァーンは唇を引き結んで動きを止めている。

「まあどっちみち、この件はもうお前の手を離れたんだよ、カシュヴァーン」

　冷静な声でバルロイが言い、唇に不敵な笑みを浮かべた。

「安心しろ。俺が勝った暁には、お嬢ちゃんを愛人にするなんてかわいそうな真似はしないさ。一晩借りるだけにしておいてやる」

　カシュヴァーンは今にも殴りかかりそうな眼をしたが、結局舌打ちをするに留とどめた。







　料理が並んだ長卓から離れ、アリシア、バルロイ、ジスカルドは三角形を作って立った。

　他の者たちは息を詰めておかしなゲームの成り行きを見守っている。特にカシュヴァーンは未練がましく何度か「俺がアリシアの代わりにやる」と言ったのだが、そのたびバルロイに「じゃあこの話はなしな」と突っぱねられてしまい、どうすることもできず悔くやしそうな顔をしていた。

「では、始めます。まずは一回目」

　ちょっと緊きん張ちようしながらアリシアは言い、ゆっくりと右手を上げた。バルロイとジスカルドも同じく右手を上げる。

　似ても似つかない三人が揃って同じことをしているのだ。こんな時でなければ相当面白い光景なのだろうが、にやにやしているのはゼオルディスだけで、他の面々は固唾かたずを吞のんで動かない。

「二回目」

　言うなりアリシアはぱっと左手を上げたが、反射神経でバルロイやジスカルドが彼女に劣おとるはずがない。二人とも難なく左手を上げた。

「三回目」

　アリシアが両手を下ろした。二人も両手を下ろす。

「四回目」

　アリシアが振り返り、長卓へ近づいた。

　そのまま自席へ腰かけ、「みなさんご自分のお席へ。オーデル侯爵様は私の隣にお座りになったのでよろしいですわ」と告げる。ジスカルドは言われたとおりにし、バルロイはさっさと自分の席に座った。

「五回目」

　アリシアが手を伸ばし、銘めいの記載されていない黒い瓶びんを持った。

　銘などなくとも分かる、この独特の瓶ときつい酒しゆ精せいは……レンブラー。バルロイが持ち込み、先日ジスカルドを酩めい酊ていさせた物。

　ジスカルドはぎくっとした顔になったが、今さら後には引けないと思ったのだろう。ぎこちない動きで別のレンブラーの瓶を取り上げ、そんなジスカルドを面白そうに見ながら、バルロイもさらに別の瓶に手を伸ばす。

「おっさん持ってきすぎなんだよ」と、カシュヴァーンが小さくぼやき、「アリシア、何を考えてるの」とエルティーナが不安そうな声を出した。

「六回目」

　アリシアがレンブラーを、バルロイが小さい小さいと文句を言っていた杯に注そそぎ始める。

　バルロイも同じように注ぎ、ジスカルドは一瞬硬こう直ちよくしていたが、すぐに同じことをし始めた。しかしその表情には、焦りが生じていた。

「七回目」

　アリシアがレンブラー入りの杯を手に取った。バルロイはあっさりと、ジスカルドは腹を決めた様子で同じく杯を持ち上げる。

「八回目。乾杯」

「乾杯」

「乾杯」

　なみなみとレンブラーが入った杯を掲かかげたアリシアに合わせ、あとの二人も杯を掲げてそう言った。

「九回目」

　アリシアがひと息に杯を空あける。

　バルロイも平然と、水でも飲むように中身を飲み干した。

　ジスカルドは嫌いな物を無理やり食べさせられる子供のように固く眼を閉じ、きつい酒を喉のどに流し込む。

　次の瞬間ジスカルドは、うう、とうめいて荒い息を吐いた。急速に全身を駆かけ巡めぐった酒精が、端正な白い顔を真っ赤に染めている。

　だがそれでもジスカルドは、空からの杯を握り締めたまま次に備えて必死にアリシアを睨みつけていた。

　バルロイは普段から愛飲している酒で、しかも自ら文句をつけていたほど量が少ない。どうという反応も示さないまま、「さてどうする？」と言わんばかりの顔でアリシアを見た。

　二人だけでなく、室内の全員が注目する中。

　アリシアは空の杯に唇を寄せ、口の中に溜ためていたレンブラーを吐はき戻した。

「十回目、ですわ」

　口元をぬぐいながらにこっと笑ったアリシアを見る、バルロイとジスカルドはぽかんとしている。

　二人だけではなく、室内に集った個性豊かな面々全員が一様にぽかんとしていた。

「お二人とも、真似ができません？　では……、私の勝ち、ですわ……」

　勝利宣言の語尾が溶ける。

　少しだけだが、アリシアもレンブラーを飲んでしまったのだ。ジスカルドほど顕けん著ちよではないが、その頰ほおは赤く染まり、ふらりと頭が揺れた。

「アリシア！」

　横に倒れそうになったアリシアを、間一髪カシュヴァーンが抱き留める。

　条件反射で動きながらも、まだどこか呆ぼう然ぜんとしているカシュヴァーンを見やり、バルロイが突然大爆笑を始めた。







「──はははは、ははは！　さすがだ死神姫!!　悪あく名みよう高いアズベルグの変態が惚ほれるだけのことはある!!」

　さり気なくカシュヴァーンの悪口を言いながら、バルロイは脱力して長卓に突つっ伏ぷしてしまったジスカルドに笑いかけた。

　隅でゼオルディスも床ゆかに座り込んで大爆笑しており、フロリアンに小声でたしなめられている。

「俺たちの負けだ。なあ？　ジスぼうや」

「黙れ……！」

　酔いに潤うるんだ瞳をぎらつかせ、ジスカルドはうなった。太陽のごとき傲ごう岸がんな美び貌ぼうを誇る男であるだけに、追い詰められた姿にはみじめさが際きわ立だつ。

「〈汚泥の民〉が。平気で海を渡り、海に棲すまうものを口にする邪じや教きようの使徒めが!!」

　信しん仰こうが足りず、至いと高たかき国へ行けなかった〈翼の祈り〉の信者が沈む水みな底そこの国。海の底にあるとされるその国に関わるまいと、敬けい虔けんな信者たちは海産物を決して口にしようとしない。

「ジス、もうやめて!!　決着はついたわ、引いてちょうだい!!」

　悲鳴のような声を上げ、エルティーナがジスカルドの肩を押さえた。うるさいとばかりにジスカルドが体を揺する、その様をバルロイは黙って見つめ……

　急に、がらりと口調を変えた。

「──昔々のその昔、俺たちラグラドール人の祖先は、一年中太陽の光が降り注ぐ遠い南の地で楽しく暮らしていました」

　まるで吟ぎん遊ゆう詩し人じんのように紡つむがれる言葉はよどみなく、バルロイの中に深く浸しん透とうしているものだということがよく分かる。

　カシュヴァーンに支えられながらふにゃんとしていたアリシアも、興味を覚えて耳を澄すました。

「美しく優しい大地の女神に愛され、幸せな日々はいつまでも続くかに思えていました。ですがある時、大地の女神に袖そでにされた火の山の神が、報ほう復ふくとして溶岩で地を満たしたのです。やむなく祖先たちは新天地を求めて海を渡り、北の地に流れ着きました」

　これはラグラドール人の神話だ。〈翼の祈り〉の教えとはまるで異なる、彼らの物語。

「ところがそこは、白い肌の民が治おさめている寒い土地でした。白い肌の民は浅黒い肌を持つラグラドール人を海から来た悪魔と決めつけ、奴ど隷れいや見せ物にしました。しかしそうやって生き延びられた者はまだいいほうで、大半の者は北の気候に対応できず、そのほとんどが死に絶たえてしまったのです」

　誰も言葉を発しない。

　ジスカルドでさえ暴れるのをやめ、黙ったまま奇妙に静かなバルロイの表情を見ている。

「生き残った者は、白い肌の民も住みにくいと投げ出すような荒野に逃げ延び、そこに自分たちの国を作りました。これがラグラドールの始まり──俺たちの祖先が舐なめた屈くつ辱じよくの物語です……」

　ゆっくりと語り終えたバルロイは、またがらりと口調を切り替えた。

「どうして俺たちが海を渡るのか？　暮らしていけなかったからだ。どうして海に棲むものを食うのか？　他に食べる物を与えてもらえなかったからだ」

　ジスカルドに投げつけられた侮ぶ蔑べつに対する答えを、バルロイは淡たん々たんと差し出した。

「別に理解してくれとは言わないさ。俺だってお前の置かれた立場を理解する気なんてさらさらねえからな。だが、ま、せっかくの機会だ。一度は協力しようかという話も出た仲なんだし、なんでもお勉強するのは悪いことじゃねえだろ？」

　ふざけて片眼をつぶってみせたバルロイから、ジスカルドは視線を逸そらしてしまう。

　するとバルロイは、またいつもとは少し違う、真ま面じ目めな口調になった。

「汚い言葉でお前たちは俺たちを呼ぶ。だが俺たち自身は、自分たちのことをなんと呼ぶか知っているか？」

「〈太陽の民〉」

　同時に答えた声は三つ。

　ひとつはカシュヴァーン。ひとつは眠そうな顔をしたアリシア。

　そしてもうひとつは、ゼオルディスだった。

　バルロイも意外そうに眼を見張ったが、答えた三人もそれは同じだ。特にカシュヴァーンは眼を丸くして腕の中の妻を見ている。

「アリシア、お前……どうしてそれを。俺はバルロイに聞いていたが……」

「本で……読みましたの。今のお話も……、確か、本に……」

　とろんとした眼で答えたアリシアを、横からゼオルディスが楽しそうに覗き込む。

「どうやらまた、同じ本を読んでいたようだな、俺たちは。つくづく気が合う」

　むっとしたカシュヴァーンがアリシアを抱き上げ、ゼオルディスから距離を取った。

　ジスカルドもエルティーナを押し退のけ、ふらふらと立ち上がる。その時バルロイが突然口を開いた。

「それともうひとつ。そこの元王女殿下は実にいい女だ。もっと大事にしてやれ」

　驚いた顔をするエルティーナに軽く片眼をつぶってみせて、バルロイはさらに言った。

「俺たちの神様は女神なんでな。お前らも聖女を奉ほうじているくせに、なんでもっと女を大事にしないんだ？」

　ジスカルドは黙って眼を逸らし、危なっかしい足取りで部屋の外へと歩み出す。

「今回は、私の負けだ」

　廊ろう下かへ出る寸前、ジスカルドは確かにそう言った。エルティーナについて来た彼の家の使用人たちが、慌あわてて主あるじを追っていった。

「……偏へん見けんを持っていたことを謝るわ。男としての格は、どう考えてもあなたのほうが上のようね、レクサンドール子爵」

　苦笑いしたエルティーナが、バルロイに向かってていねいに頭を下げる。

「アリシアも、ありがとう。……聞こえているかしら？」

「はい……、エルティーナ様、おいしいです……」

　あまり聞こえていない様子のアリシアの答えにも、エルティーナは満足そうだった。

「あなたもありがとう、カーシュ」

　最後にエルティーナはカシュヴァーンにも頭を下げ、夫を追って去っていこうとする。

　と、「カーシュ」のひと言を聞いて、半分寝ていたアリシアは我知らずぎゅっとカシュヴァーンの服の胸元を摑つかんでしまった。

「アリシア？」

　かすかな痛みに気づき、視線を下げた夫を、アリシアは熱を帯びた眼で見つめ返した。

　贅ぜい沢たくはいけない。幼いころから守ってきた戒いましめは、すでにだいぶほころびていたのだが、最後の一線をレンブラーが蕩とかしてしまった。

　ずっとずっと、我慢していたけれど、本当は。

「……嫌……」

「……何？」

「嫌……エルティーナ様、カーシュ……嫌……」

「何を……、あ」

　最初は怪け訝げんなばかりだったカシュヴァーンの表情に、理解と喜びがじわじわと広がっていく。

　緩ゆるんだ口元を引き締めたカシュヴァーンは、同じく怪訝な顔つきのエルティーナに気取った一礼をした。

「オーデル侯爵夫人。申し訳ないですが、今後俺のことを愛称で呼ぶのはやめていただけませんか」

　そして誇らしげに、こう結ぶ。

「でないと我が妻が、嫉しつ妬といたしますので」

「……まあ」

　呆あつ気けに取られた顔をしたエルティーナは、次の瞬間ふんと顔を背そむけた。

「……前言撤回。こんな時に見せつけないでよ、馬鹿カーシュ」

　ちょっと羨うらやましそうにしながら、彼女は今度こそ去っていった。










　とうとう自力で立っていられなくなったアリシアを、カシュヴァーンが抱き上げる。

「ま、嫉妬する姿も可愛かわいいお嬢ちゃんに免じて、今回はこれぐらいで勘かん弁べんしてやるか」

　レンブラーのきつい匂いが漂う中、バルロイはやれやれと伸びをした。

「それにしても、相変わらず面白いことを考えるお嬢ちゃんだ。てっきりあの王子様だけやっつける気かと思ったが、あんな手を使うとはね」

　カシュヴァーンにしっかり抱かれてふわふわいい気分のアリシアを、バルロイが賞しよう賛さんをこめて見つめた。

「あれも何かの本にあったよな？　アリシア」

　再び近づいてきたゼオルディスが、すかさずアリシアに話しかける。

「なんと、また本かい。はは、しかしたとえ元ネタありだとしても、一度口に含んだ酒を人前で堂々と吐き戻せる貴婦人は、このお嬢ちゃんぐらいだろうな。大したもんだ」

　機嫌よく笑ったバルロイが、大きな手でわしわしとアリシアの頭を撫でる。

　カシュヴァーンと少し似た感触が心地よく、アリシアは日向ひなたの猫のように瞳を細めた。

「おい、やめろバルロイ、勝手にアリシアに触るな」

　不機嫌に言ったカシュヴァーンがアリシアごと身を引くと同時に、レネがふっとバルロイの隣に移動してきた。

「バルロイ様、お望みでしたら私もいくらでも飲んだ酒を吐き戻します。ですから」

「──……あのなあ、レネ」

　毎度の「結婚して下さい」をさえぎり、バルロイは改まった声を出した。

「ついでだからはっきりさせておこう。俺は結婚するほどお前のことが好きじゃない」

「では、あのおっぱいメイドのことは、結婚するほど好きなのですか」

　いきなりレネに強い眼を向けられて、ノーラがびくっとする。

　しかしバルロイは呆気なく首を振った。

「いや、胸といい性格といい相当に好みではあるが、結婚したいと思ったことはない」

「ちょっとバルロイ、結婚も考えたことがないくせに散さん々ざん人に迫ってきていましたの!?」

　それはそれで腹が立つらしく、憤ふん慨がいするノーラにバルロイは肩を竦すくめてみせた。

「だって俺はラグラドール人、お前はシルディーン人だぜ？　俺が結婚してくれと言ったら、お前はしてくれるのかよ」

「……それは」

　たちまち言葉に詰まったノーラをそれ以上バルロイは追及しなかった。答えにくい質問であることを分かっているからだ。

「私が〈太陽の民〉ではないからですか。どこの国出身かも分からないような人間だから、結婚して下さらないのですか」

　今度はバルロイが答えにくい質問をぶつけられた。必死に食い下がろうとするレネに、バルロイは苦い顔で「違う」と返事をする。

「そうじゃねえって。お前は単純に、俺の好みじゃねえんだよ」

「胸ならこれからがんばってふくらませます」

「何をどうする気だお前。まあ、胸のことも確かにあるが、それだけじゃない。第一お前だって、俺のことを好きだと変な勘かん違ちがいをしているだけなんだよ」

　黒髪をかき回しながら、バルロイは説得の言葉を探している。

「……お前たち元〈玩具おもちやの兵隊〉の連中は、まるで猟りよう犬けんだ。獲え物ものと主あるじがいないと生きていけないように教育されちまってる。だからたまたま拾った俺にすがりついた、それだけのことさ」

「ですがバルロイ様は」

「まあ聞けよ。その勘違いに乗っかろうと思えばできるさ。だが俺は、ぬけぬけとそれをやるほどひどい男になりたくない。おっと、言っておくがお前のためじゃないぜ、俺の美学に反するからだ。……以前お前を助けてやったのも同じ理由さ」

　そう言うとバルロイは、まだレネが握っている彼女のナイフをそっと取り上げた。

「だいたい、俺がお前を拾ったのは、〈玩具の兵隊〉の情報が欲しかったからだ。ついでにどうせ拾えるなら、お前より数段腕がいい死神がよかったと思っている」

「……知っています」

「死神」とは、〈玩具の兵隊〉内でも群を抜く腕前を持つルアークのことである。独断でルアークをバルロイの団に引き入れようとしたこともあるレネは、ぴくりとまつげを震わせた。

「ですが女の私のほうが、便利な面もあるでしょう。例えばもが」

「ああ、分かった、例えはいい!!」

　また危険な発言をしそうになったレネの口を、バルロイが慌ててふさいだ。

「お前を王宮に連れて来て、可愛い格好をさせてやったのはなんのためだと思っている？　年頃の女らしい、人並の幸せってやつを体験させてやりたかったからさ。そうすりゃちっとは眼が覚めるかと思ったんだが……無駄だったか」

　諦あきらめたように息を吐くと、バルロイは腰に手を当ててこう命じた。

「レネ、お前は俺の団を抜けろ」

「バルロイ様!!」

　大声を出したレネの頭にバルロイの手が伸びる。白い髪をわしわしと撫でられて、レネの無表情にひびが入った。

「心配するな、金と住む場所は用意してやる」

「そんな物いりません」

「なんならいい男もな、俺には劣るが」

「バルロイ様以外の男など」

「まあ聞けって」

「嫌です」

　これ以上ないほどきっぱりと、レネはバルロイの言葉を拒否した。

「バルロイ様の命令ならなんでも聞きます。死ねとおっしゃるなら死にます。ですが、あなたと離れることだけは絶対に嫌です」

「……いや、今『聞け』っていう俺の命令を思いきり無視しなかったか、お前」

　バルロイが白しら々じらしい突っ込みをしたが、必死のレネは彼の言葉さえ耳に入らないようだった。

「側に置いて下さい。あなたの役に立ちたいのです。胸以外に私に不足しているものはなんですか。なんでもおっしゃって下さい、努力します」

「……別に役に立たないから出て行けなんて言ってるんじゃねえよ。むしろお前らは役に立ちすぎて……見ていて、たまにつらくなるんだよ」

　苦い思いを込め、バルロイは説得を続けるが、レネは首を振るばかり。

「ではなぜですか。バルロイ様が一応爵位をお持ちで、私が子供を産めないからですか」

「違う馬鹿。その話はするなと言っただろう、怒るぞ」

　本気で怒った声でバルロイが言ったのを聞き、カシュヴァーンはなぜか眼を伏せ、レネは一層ひたむきにバルロイを見つめる。

「捨てないで下さい。側にいさせて下さい。お願いです、バルロイ様、おねが」

「……あー、もう、分かった分かった、無表情で泣くな！　せっかくのドレスが濡ぬれる!!」

　あまり表情を動かさないまま、赤い瞳からぽろぽろと涙を流すレネにバルロイはとうとう根こん負まけした。

「では、今までどおり、お側に置いて下さいますね？」

　言げん質ちを取りたいらしく、ぽろぽろ涙をこぼしながら聞くレネをバルロイはげんなりした顔で見やる。

「分かったよ。……くそ、もう分かったから涙を止めろっての……俺は女の涙が苦手なんだよ……」

「存じています。では結婚もして下さいますね？」

「それはしない。畜ちく生しよう、そういう使える物をなんでも使って戦うところも嫌なんだ……もう二度とお前の涙にはだまされないからな……」

　分かっていてもあまり見たくはないのか、バルロイは袖でごしごしとレネの目元をぬぐってやった。自分の服が濡れるのはいいらしい。

「諦めてレネを嫁に迎えればどうだ、バルロイ。ノーラはそろそろもらい手が決まりそうなんでな」

　ティルナードに眼をやりながらカシュヴァーンが茶々を入れると、バルロイは「俺はお前みたいな貧ひん乳にゆう好ずきじゃねえんだよ」と渋しぶい顔で答えた。

「おい、バルロイ。俺は貧乳だからアリシアと結婚したんじゃないぞ！」

「もらい手が決まった？　なんの冗談ですか強公爵閣下？」

　カシュヴァーンに続いてセイグラムまで割り込んできたが、バルロイは無視だ。ようやく涙を引っ込めたレネの頭をぽんと叩き、

「……猟犬と違って、人間は自殺するんだよな。そこが一番、お前たちの面倒なところだ。おい、帰るぞ、レネ。もうこんなところに用はない」

「はい」

「帰る」という言葉が嬉しそうなレネに向かい、バルロイはもう一度宣言する。

「言っておくが、だからって俺はお前と結婚する気はない。分かったな」

「はい。私も諦めません」

　レネも同じく宣言し、バルロイは深ふか々ぶかとため息をついたが、泥どろ沼ぬま必ひつ至しの言い合いを再開しようとはしなかった。

　代わりにちらりとカシュヴァーンを振り返る。

「お前も気をつけてやれよ、カシュヴァーン」

「……分かっている」

　同じ行き場のない猟犬を拾った身の上としては、思うところがあるのだろう。カシュヴァーンもため息交まじりにうなずいた。







　バルロイとレネも去り、室内に残った人数はかなり減った。

　ようやく騒ぎは終わったかに思われていたが、まだ残っていたゼオルディスのひと言で再び場に嵐が吹き荒れる。

「レネも可愛いな。他に好きな男がいる女というのは、どうしてああも魅力的に見えるんだろうなあ？　……羨ましい」

「……王子」

　低くフロリアンがたしなめると、ゼオルディスはレネについてはそれ以上言わなかった。代わりに、

「とりあえず、収まるべきところに収まったようじゃないか。それもこれもみんな、俺のとりなしのおかげだよな、カシュヴァーン」

　傷を歪ゆがませて笑ったゼオルディスは、アリシアを抱いたカシュヴァーンに向けて手を差し出した。

「だから当然、俺にお返しをしてくれるべきだ。なあカシュヴァーン？　ところでお前の名前は長いな。俺もエル姉様のようにカーシュと呼んでいいか？　ちまたじゃアズベルグの暴君とか変態とか呼ばれているそうだが。ああ、俺のことももちろんゼオと呼んでくれて構わない」

　王子の戯ざれ言ごとの、後半部分をカシュヴァーンは無視した。

「……俺たちは友達になったとあなたは言った。友達は見返りなど求めずに、相手のために動くものだ。違いますか、王子殿下」

「まったくそのとおり。じゃあ友達なんだから、アリシアも半分は俺のものだよな」

　どこまでも図々しいゼオルディスの要求を聞き、フロリアンが「王子！」と声を荒あらげる。

「いい加減にして下さい！　退屈しのぎはもう十分でしょう、部屋に戻りましょう!!」

　銀の肩当てを跳ね上げるようにしてフロリアンが諫いさめにかかるが、ゼオルディスは相手にしない。

「最初はどちらかといえばカーシュ、お前に会いたかったんだよ。だが会ってみて、俺はアリシアのことがとても気に入った。ま、友達同士なんだから、女の趣味が似るのも仕方がないことだよな」

　カシュヴァーンが無む下げにできないのをいいことに、勝手に愛称を口にしたゼオルディスはいきなり歩を詰めてきた。間近くカシュヴァーンと瞳を合わせ、

「なあ知ってるか？　人間は、鏡に映った自分の顔が一番嫌いなのさ。なぜなら鏡は正直だからな」

　意い味み深しん長ちような台詞せりふを聞いて顔を強張らせるカシュヴァーンに、さらに続ける。

「そういえばお前の顔は、父親にそっくりだとか。羨ましいな。鏡を覗けばいつでも、尊敬している男に会える」

　カシュヴァーンの腕が緩んだ。それを見み計はからって、ゼオルディスはうとうとしているアリシアの二の腕を摑んでぐいっと引っ張った。

「きゃっ！」

　強い力に目覚めたアリシアは、気づくとゼオルディスの胸に抱き込まれていた。

　だがそれは上半身だけの話で、腰から下はまだカシュヴァーンに抱かかえられたままだ。

「あら……、また別のゲーム……？」

　寝ぼけ眼まなこをこすりこすり、ゼオルディスを見上げたアリシアは、不思議そうにつぶやいた。

「そう、アリシアを半分こにするゲームさ。上半身は俺のもの、下半身はカーシュのもの」

「王子!!」

「王子殿下!!」

　聞きようによってはかなり下品なその言葉に、カシュヴァーンとフロリアンが血相を変える。しかしゼオルディスはアリシアを見つめたままだ。

　いら立ったカシュヴァーンはアリシアを引き戻そうとしたが、同じくらいゼオルディスの力は強く、下手なことをするとアリシアが怪け我がをしかねない。

　かといって完全に手を放せば、全身奪い取られるだけだ。相手が王子では下手な手出しも難しい。

「王子殿下、お戯たわむれを。婚約者がいる身で、他人の妻に手を出すなど……！」

　やむなく大たい義ぎ名めい分ぶんを口に出せば、ゼオルディスは平然とこう返してくる。

「ああそうだ、俺だけアリシアを半分もらっては不公平だな。では後でミューゼを半分」

「王子ッ！」

　妹の名を聞いてフロリアンが激げき高こうするが、ゼオルディスは意いに介かいする風ふうなく笑いながらアリシアに話しかけた。

「なあアリシア、俺がお前の大好きな夫を救ってやったんだぞ。だから俺に礼をしてくれ」

「礼……？」

「簡単だよ。口づけをしてくれればいい。さあ」

　顔を近づけ、誘いかけられてアリシアは夢うつつに首を振った。

「……だめですわ……だって私は、カシュヴァーン様の、妻……」

　その言葉に、ゼオルディスはむしろ嬉しそうな顔をした。

「買われた妻がけなげな操みさお立だてか。本当に羨ましいよ、カーシュ。だからこそ奪い甲が斐いもある。分かってくれるよな、この高こう雅がな趣味を？」

「貴様……!!」

　カシュヴァーンの堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる寸前、アリシアがすっと手を伸ばす。

「でも、これなら……」

　伸びた手が、ゼオルディスの頭に触れる。

　何度かカシュヴァーンにもしたように、アリシアは彼の頭を撫でてやった。優しく、愛情をこめて。

「ありがとうございます、ゼオ、いえ王子殿下……私の大好きな旦だん那な様を、助けて下さって……」

　恥ずかしそうに、だがこの上なく幸せそうに、アリシアは微ほほ笑えんだ。

　ゼオルディスの腕がわずかに緩む。それを察知したカシュヴァーンが、間かん髪ぱつ入れずアリシアを引き戻した。

「きゃっ」

　小さな悲鳴を上げたアリシアの体が、元どおりカシュヴァーンの腕の中にすっぽり収まる。

「ただいまですわ、カシュヴァーン様……」

「……お帰りアリシア。そしてご機嫌よう、王子殿下」

　アリシアを取り戻したカシュヴァーンの瞳は、刺すように冷たい。

「俺に帰れと？　いい度胸だな、さすが悪名高いアズベルグの暴君」

　大抵の者なら足を引くはずのカシュヴァーンの眼がん光こうに、ゼオルディスはかえって嬉しそうな顔をした。

「さっきのジス義兄様の一幕は、相手がラグラドール人だったからな。イーダルも下手なことにならないよう知らんぷりをしてくれたようだが、俺とお前じゃ話が違う。自分がここでどういう評価を受けているか知っているだろう？」

　脅おどし文句を並べながら、またアリシアに手を伸ばそうとしたゼオルディスの進路を阻はばんだ者がいる。

　悲ひ壮そうな顔をしたティルナードだった。














「や、やめろ、よ、ゼオ」

　大きく広げた手の先まで、その体はがちがちに強張っている。青い瞳は潤みかけ、今にも泣き出しそうに見えたが、ティルナードは懸命に喉から声を絞しぼり出した。

「ライセン、ふ、夫妻に、手、手を、出す、な。と、友達と、して、たの、む」

「……へえ」

「友達」のひと言に、ゼオルディスの右眼に走った傷が歪む。

「俺を友達だと思ってくれているのか？　嬉しいよ、ティル。……じゃあ、昔みたいに遊ぼうか」

　無邪気な台詞にこもった悪意に当てられて、ティルナードが後ずさる。

「おやめ下さい！」

　そこに駆け寄ってきたのはノーラだった。

「わ、私は王子殿下のお友達ではないですけど、お願いします……カシュヴァーン様と、奥様と……レイデン伯はく爵しやくを傷つけないで下さい……!!」

　以前のようなただの質問ならまだしも、メイドのノーラが王子に意見するのは相当勇気がいる行動だ。カシュヴァーンもティルナードもぎょっとした顔になったが、ノーラは妙に楽しそうなゼオルディスを見つめ、歯を食い縛しばって動かない。

「この間から、妙にティルを気にしているよな、ノーラは。もしかして、ティルのことが好きなのか？」

　青ざめたノーラの顔と、ティルナードの顔をゼオルディスは交互に見た。両者の表情が微妙に動いたことを確認すると、

「じゃあ友達なんだから、ノーラも半分俺にくれていいよな」

　笑うゼオルディスの手がノーラに伸びる。

　立ち竦むノーラの前に、セイグラムが素早く滑り込んだ。

「よくぞティルナード様を庇かばった。花嫁候補査さ定ていに加点一だ、ノーラ」

　相変わらずのことを言いつつも、セイグラムのゼオルディスを見る眼はいつも以上に鋭い。

「私はあなたにお願いなどしません。我が主あるじにも、一応の花嫁候補にも、主の後見人夫妻にも手を出すことは許しません」

「なるほど、さすがは元傭兵という訳か？　実に頼もしいな。シルディーン内では、なかなか相手にしてもらえなかったようだが」

　数あま多たの名家を渡り歩き、自分に相応しい主を探していたセイグラムをゼオルディスは当てこすった。セイグラムがかすかに瞳を細め、今度はティルナードが声を上げる。

「ゼオ、やめろ！　セイグラムをいじめるな!!」

「ひどいなティル、こいつがいじめられる玉か？　まあでも……そういう奴をいじめるのも、面白そうだよな」

「王子殿下、恐れながら！」

　悪あく辣らつな笑みを浮かべるゼオルディスに、深く頭を下げたのはトレイスだ。

「ライセン家の、し、執しつ事じとして、申し上げます。このような振る舞いは、あなたの真の望みとも思えません……！　どうか手をお引き下さい……!!」

　真しん摯しな忠言を聞いて、ゼオルディスは一瞬真顔になった。

　だがすぐにまた、傷の引きつれをともなう笑みを浮かべると、なぜかフロリアンにちらりと視線を走らせる。

「トレイスといったか？　……なんとなくお前は、誰かさんを思い出させる。やっぱりカーシュは俺の友達だ。俺と同じものを欲しがる……」

　笑うゼオルディスの手が、口が、新たな悪意を具現化させようとする。カシュヴァーンが強くアリシアを抱き締め、ティルナードがノーラの腕を引いて自分の背に回した瞬間。

　ゼオルディスの鼻先を銀の軌き跡せきがかすめた。

　はっと足元を見たゼオルディスのすぐ側の床に、一本のナイフが突き立っている。食卓にあった物だろう。

　角度的には天井のほうから投げつけられたようだが、当然そこには誰もいない。

「あなたの負けです」

　無言でナイフを引き抜いたフロリアンが、硬かたい声で撤てつ退たいを勧すすめた。

「いい腕です。少しでも目もく測そくが狂えば、大怪我を負わされていたはずだ。ここで引くべきです。……友として進しん言げんします、どうか」

　伊だ達てに『穢けがれ無き銀騎士』などと呼ばれ、大おお仰ぎような甲冑を着て日常生活を送れるだけのことはあると言うべきか、フロリアンの眼は確かだった。──見えざる死神の怒りを買えば、どうなるか分からない。

「今さら顔に傷が増えたところで、どうということもないんだがなあ……分かったよ。大親友にして、未来の兄たるフロリアン」

　ゼオルディスもまた、フロリアンの能力を正当に評価しているようだった。ごくあっさりと同意したが、険けわしい顔をした一同を見回し、不ふ吉きつな言葉を吐くことも忘れない。

「仮にも王族の身でありながら、臣しん下かに詰め寄られて楽しい遊びを諦めなくてはならないとは。王家の力が低下したと、イーダルが嘆なげくはずだ。ああ、絶対王政の世が実現すれば、きっとこんな事はなくなるだろうに」

　くすくすと笑いながら、ゼオルディスは意味ありげにつぶやく。

「しかし、お前たちはそんなにカーシュとアリシアのことが大事なのか。……ふうん……いいなあ。羨ましい。……ますます欲しくなってきた」

「……王子」

　なかなか去ろうとしないゼオルディスに、フロリアンの声がとがった。

「分かったって。今回は引いてやろう。それではみなさんご機嫌よう、お前たちの今後の幸福を祈っているよ」

　誰もいないはずの天井にも傷を負った瞳を走らせ、ゼオルディスは笑った。明るく、快活に。

「だって誰も、持っていないものは失えないものなぁ？」








　第五章　家族の肖像







　ふわふわと、心地よく全身が揺れる。

　ゼオルディスが去った後、カシュヴァーンの腕うでに抱かれたアリシアは、そのまま部屋へと連れ戻された。

　セイグラムとノーラは結局また倒れてしまったティルナードに付き添って、隣室に詰めている。トレイスはカシュヴァーンの命めいを受け、ひと足先にアズベルグへの帰き還かん準備を始めていたので、室内には二人だけだ。

　いつの間にかかなり時間が経たっていたらしく、火が灯ともされていない室内は薄暗い。眠気も手伝い、アリシアには完全な暗黒の中にいるのと変わらない視界だったが、カシュヴァーンは夜よ目めが利きくらしくその足取りには迷いがなかった。

「まったく、本当にここは伏ふく魔ま殿でんだ。次から次へと……!!」

　いらいらと吐はき捨てながら大おお股またに寝しん台だいに直行したカシュヴァーンは、腕の中のアリシアを敷しき布ふの上に下おろそうとしている。

「さっさと暇いとま乞ごいをするぞ……！　ここでも雪が降り出したんだ、このままでは本当にアズベルグに戻れなくなる。今日中、いや遅くとも明日中には……おい、アリシア？」

　荒い口く調ちようとは裏腹に、優しく自分を下ろして離れていこうとするその手を、アリシアは反射的に摑つかんだ。

「おい、こら……」

「好き……」

　戸と惑まどうカシュヴァーンの眼を間近く見つめ、アリシアはつぶやいた。

「好き、好き……」

「……おい、どうした……」

　半はん端ぱにアリシアを腕に抱いたまま、固まってしまったカシュヴァーンに向かって、何度も何度も繰り返す。

「好き、好きです……好き、好き、好き……」

　レンブラーになけなしの理性を奪われた今、羞しゆう恥ちでうまく口にできなかった想いが止まらない。今まで言えなかった分を補うかのように、アリシアはうっとりと微ほほ笑えみながら無心に気持ちを伝え続けた。

「好き……、カーシュ、様……大好き……」

　初めて呼ぶ愛称さえ、自然に唇くちびるからこぼれた。カシュヴァーンが小さく息を吞のむのが聞こえる。

　けれど彼は固まったまま、反応らしきものを示さない。なんだか悲しくなってきて、アリシアはかすかに眉まゆ根ねを寄せた。

「……嫌い……？」

　いかにも不安そうな問いかけで、カシュヴァーンの硬こう直ちよくが解とける。

　その口元にはあの、蕩とろけそうに優しい笑みが浮かんでいた。

「……意地の悪いことを言うな。……好きに決まっている……」














　カシュヴァーンの顔が近づいてきた。ゆっくりと、唇が重なる。

「……ん……」

　眠りを誘うほど長い口づけに、アリシアの全身から力が抜けたころ、カシュヴァーンはようやく唇を離した。

　だが彼の顔はまだアリシアの間近に留とどまっており、その瞳ひとみにはどこか苦しそうな色がある。

「……お前は、子供が欲しいか？」

　子供。

　このところ何度か耳を過よぎった単語を聞きつけ、アリシアは眠い眼をこすりながら話に耳を傾ける。

「正直、俺はずっと、自分が子供を持つとは……父親になるとは、想像したことがなかった」

　報むくわれぬ愛に狂い、心の隙すき間まを埋うめるように次々と女たちに手をつけていったカシュヴァーンの父、レジオール・ハルバースト。メイドだったマリアンヌ・ライセンを孕はらませ、カシュヴァーンを産ませるも、息子に対してはずっと正妻のジーナが母であると言い続けていた。

　マリアンヌもマリアンヌで、農民出身である自分が領りよう主しゆ様の役に立てて嬉うれしいと、最さい期ごの瞬間まで思っているような女だったと聞いている。ろくでなしとろくでなしのガキがまともに育つはずがないとカシュヴァーンが吐き捨てた、あれはいつのことだったか。

「親になっていいような人間ではないと思っていた。そもそもそこまで長生きする気もなかった……」

「……カシュヴァーン様」

　突然カシュヴァーンが遠く感じられて、アリシアは手を伸ばした。

　細い指先が頰ほおに触れ、ぎゅっと抱き寄せられるのに逆らわず、カシュヴァーンは頭をアリシアの薄い胸にもたせかけてくる。

「辺へん境きようの暴君、成り上がりの青あお二に才さいと蔑さげすまれ、最後には誰かに討うたれる。……おそらくは、ディネロあたりに。俺にはそういう未来しかないと思っていた。……最後には王子様に殺されるのが、怪物の役割だからな」

　保守的な事なかれ主義者ばかりだとカシュヴァーンが罵ののしる、アズベルグ地方の領民たち。

　理屈の通じない化け物、「怪物」と恐れられた前領主の暴ぼう虐ぎやくに怯おびえながらも、何もせずにいた彼らに業ごうを煮にやし、カシュヴァーンは自らも怪物と化して父を討った。

　その後は「アズベルグの暴君」として君くん臨りんし、アリシアを買い取るまでに至ったカシュヴァーンを、多くの人々は貪どん欲よくにすべてを欲ほつする傲ごう慢まんな成り上がりだと見ている。本気で国王の座を狙ねらっているとの見方すらある。

　だが、アズベルグの暴君自身には、別の思おも惑わくがあるようだった。

「だから……カシュヴァーン様は、子には継つげない爵しやく位いをお望みになりましたの……？」

　国王に願い出てカシュヴァーンが作った〈強〉公爵なる地位。

「ふざけている」「陛へい下かの威い光こうを振りかざして何をいい気な」と、シルディーン旧貴族の眼は冷たい。

　実際カシュヴァーンが妙な地位を欲しがったのは、国王が己おのれの地位を保証していると周囲に誇こ示じするためだろう。一代限りと限定したのは、要求を通しやすくするため。

　けれどきっと、どうせ自分の地位は長くは保もたない。また保たなくても構わないという思いも同時にあったに違いない。

「そうだ。だが……ディネロは俺に、アズベルグと……お前を託たくした」

　世が世ならアズベルグ地方の領主だったディネロ。誰よりも領民と領地を愛している彼は、己の血筋を絶たやす決意と引き替えに、カシュヴァーンを正統な領主として領民たちに認めさせた。

　同時に違う未来では自分の花嫁になっていたかもしれないアリシアを、併あわせて託した。動かない表情の下に、すべての想いを隠して。

　そうである以上、カシュヴァーンはもう悪あしき慣かん習しゆうを破壊するだけの「怪物」や「暴君」ではいられない。ふざけた爵位はとにかくとして、平和を創そう造ぞうし、維い持じしていく領主の血は、次の世代に残していかなければならない。

「領主として、アズベルグ地方に確固たる基盤を築いていくなら……いずれ後こう継けい者しや問題には突き当たる……悪い例をたった今見たところだしな……」

　宰さい相しようイーダルの手により突然陽ひの当たる場所に連れ出された『図書館の幽ゆう霊れい』、ゼオルディス王子。

　シルディーン王家の抱える複雑な後継者問題を解決せんがため、生み出された「怪物」。

「──あいつは、俺に似ている。まるで……鏡を見ているようだ」

「カシュヴァーン様……」

「鏡に映った自分の顔が、人間は一番嫌い、か……確かにそうだ……」

　ゼオルディスが口にした例えがよほど心に響いたのか、黙り込んだカシュヴァーンの頭を、アリシアは先ほどゼオルディスにしたように優しく撫でた。

「似ている、ということは、違うということですわ……同じなら、同じと言いますもの、ね……？　鏡に映った像は……本物とは違いますわ……」

　そう言いながら少し硬かたい黒髪を梳すいてやると、カシュヴァーンはわずかに身じろいだ。

「それに私は……カシュヴァーン様のことが、カーシュ様のことだけが……特別に……好き」

　段々酔いも冷めてきたアリシアがちょっと恥ずかしそうに言い終えると、カシュヴァーンがゆっくりと顔を上げた。

「……そうだ。俺はあいつとも……親父とも違う」

　ぎしりと音を立て、アリシアの顔の横に手を突いたカシュヴァーンは、まっすぐに妻を見つめてつぶやいた。

「俺のお姫様は、俺を振り向いてくれた」

「カ、カシュヴァーン、様……」

　恥ずかしくて、カシュヴァーンの視線から逃のがれたいのに、急上昇した「おなかが痛い」感触がそれを許してくれない。いつものように柱や天てん井じようを見てしまうことなく、アリシアはその視線を受け止め続けた。

「わ、わた……し、また……おなか……壊こわれてしまいます……」

　心臓の音がうるさすぎる。顔がほてって本当に火が出てしまいそうだ。

　でも、いつまでもこのままでいたいとも思ってしまう。

　矛む盾じゆんした想いに引き裂さかれそうな、甘い痛みに耐えていると、カシュヴァーンの指が枕まくらに散ったアリシアの髪に触れた。

「……領主だどうだと言うよりも、俺自身が、望み始めている。お前との、幸せな未来、というものを……」

　照れ隠かくしのように亜あ麻ま色いろの髪の先をいじりながら、カシュヴァーンはぎこちなく告白した。

「始まりこそ、互いの利害が嚙かみ合っただけの政略結婚だったが……今は……お前と、普通の、幸せな夫婦になって……ずっと一緒に、暮らしていきたい」

「私も……カシュヴァーン様と、カシュヴァーン様の赤ちゃんと……ずっと幸せに暮らしていきたいですわ……」

　いまだ子作りの過程がよく分からないままアリシアがそう言えば、カシュヴァーンはかすかに笑い……それから急に、真剣な顔つきになった。

「赤ん坊、か……絶対にお前に似るなら欲しいが、お前に似た男は嫌だな……いやでも娘も……嫁に出すことを思うと……」

　十五年ほど先走った悩みだが、本人は至って真ま面じ目めに心配しているようだ。

「第一娘だと、環境にいろいろ問題が……決して悪い奴やつらではないんだが、ろくなことを教わりそうじゃないしな……やはり家を継ぐ男……いや、男でも変な風に染まられては……」

　妄もう想そうの域に入り始めた悩みを聞いて、今度は眠気がこみ上げてきたアリシアがぼんやりしながら微笑む。

「私は……カシュヴァーン様に似ている女の子でもいいですわ……」

　心からの言葉だったが、想像力の強さが不幸に働いたらしく、カシュヴァーンは微妙な表情になった。

「……それは俺がどうこういうより、娘がかわいそうだな……」

　乾いた声でつぶやいたのを最後に、カシュヴァーンの意識は未来から現在へ戻ったようだ。

　夫の見下ろしてくる瞳に切なげな熱がこもったことに気づき、アリシアを再び「おなかが痛い」が襲う。

「……だが今は、子供よりも……確かな証あかしが欲しい」

「あ、証……？」

「お前が俺のものだという……証が」

　カシュヴァーンの唇が近づいてくる。

　思わず眼を閉じ、されるがまま口づけを受けたアリシアだったが、今度の口づけはただ唇を合わせるだけのものには終わらなかった。

「……ん、んっ……!?　ん……っ……」

　舌先が唇をこじ開け、侵入してくる。

　驚いて拒こばもうとしたが拒みきれず、口の中にカシュヴァーンの舌が入ってきた。

　以前嚙むな、と言われたことを思い出し、歯を立てることこそしなかったものの、急なことに驚いたアリシアは自らの舌で押し返してしまった。

「ん、んん……ッ」

　だがそれがよくなかった。知らず応こたえるような反応を示したことに気をよくしたか、カシュヴァーンの舌に逆に絡からめ取られ、舌先を甘く吸われた。

　濡ぬれた音が至近距離で聞こえ、ますます「おなかが痛」くなってしまう。

「はぁ……」

　永遠のようだった口づけから解放された時、アリシアは息が上がってしまっていた。

　全身しびれて力が入らない。

　けれどカシュヴァーンはまだ、離れようとしない。

「……いいか？　アリシア」

　祈るような声が耳元で聞こえた。

　カシュヴァーンが何かを求めている。何かは分からないけれど、とても大切な何かを。

　──いいや本当は、アリシアも薄々気づき始めている。

　夫婦の間に、口づけ以上の神聖な儀式が存在していることを。それがたぶん……初夜というものなのだと。

「お前を、誰にも……ディネロにも、王子殿下にも……取られたくない。だからこのまま……」

　カシュヴァーンの手が、アリシアの腰に触れる。

　その触れ方に普段との違いを感じ、アリシアはびくっと肩を跳はねさせた。

　怖こわいと思った。分からない。カシュヴァーン様は何をしようとしているのだろう。

　でも同時にこうも思う。この人は、私を傷つけるようなことは決してしない。

　ずっと先延ばしにしていた初夜を遂とげることで……カシュヴァーン様がもう、こんなに苦しそうな顔をしないでくれるなら。

「はい……、どうぞ、カシュヴァーン様……」

　恐怖はまだある。だけどそれ以上に、夫の恐怖を取り除いてあげたくて、アリシアはこっくりとうなずいた。

「それで、カシュヴァーン様が安心できるなら……」

　するとカシュヴァーンは、我に返ったように身を起こした。

「カシュヴァーン様……？」

「……くそ。しょせんは自分のためか」

　自分自身にうんざりしたように舌打ちするその顔は苦い。

「違ってはいても……似てはいる……そこは、認めざるを得ない、か……」

　自じ嘲ちよう的てきにひとりごち、カシュヴァーンが手を伸ばしてきた。

　アリシアはまたびくっとしたが、夫の手は妻の頭をいつものように撫なでただけ。

　普段と変わりない触れ方に安心する反面、物足りなさを覚えてしまうのはなぜなのだろう。

「恋だ愛だで、他人や自分の人生をめちゃくちゃにするような人間になりたくないと、あれほど思っていたのに……」

　暗く沈んだその眼の奥には、きっとゼオルディスとレジオールの顔がちらついているのだろう。

「カシュヴァーン様、私は」

「……結局自信がないんだ。俺はまだ、俺自身のことを、信じきれない」

　最後の一線を越えようとしない態度がじれったく、構わないのだとアリシアはもう一度訴えたが、カシュヴァーンはこれまでも何度かしてきたように首を振ってしまう。

　だが今回は、これで終わりにはしなかった。

「いつか……」

　苦痛をこらえるような表情ではあったが、カシュヴァーンはついにこう言った。

「いつか、父親になれるだけの力と覚かく悟ごが持てたら……お前に、俺の子を産んでほしい」

「……カシュヴァーン様……」

　最後の一線を踏み越える勇気はまだ出せない。いついつまでと、期限を切ることもできない。

　卑ひ怯きようなのかもしれない。だがカシュヴァーンの誠実さの表れでもあるのだと、アリシアにも分かった。

「はい……いつか……」

「……ああ。いつか、きっと」

　亜麻色の髪をひと撫でし、カシュヴァーンはそっと寝台を降りた。

「だからアリシア。お前にはずっと、俺だけのお姫様でいてほしい」

　床に足を下ろしつつのひと言に、アリシアは赤面してしまう。

　カシュヴァーンも自分で恥ずかしくなってきたらしく、扉とびらに視線を向けながらぶっきらぼうに告げた。

「……いろいろあって疲れただろう、そのままそこで寝ていろ。俺はアズベルグに戻るための準備をしてくる」

「はい……」

　言い方は素そっ気けないが、大事に想ってくれているのが伝わり、アリシアは嬉しくなってはにかむように微笑んだ。そのまま去っていく夫の背を見送っていると、

「愛している」

　部屋を出しなの告白が、油断していた心臓を直撃した。

　眠気も吹っ飛ぶほどの「おなかが壊れた」に見舞われ、アリシアは頭まで布ふ団とんをかぶってひとりで身もだえる羽は目めになった。










　カシュヴァーンが無理をとおした結果、翌日にはアリシアたちは本当に王宮を離れることになった。

　昨日の件についてゼオルディスやイーダルが何か言ってこないか、とカシュヴァーンは警けい戒かいしていたようだが、まだ伏ふしたままの国王代行としてイーダルは拍ひよう子し抜けするほどあっさりと帰還の許可を出してくれた。短期間にこれ以上のもめ事はさすがにまずいと、彼らも思っているのかもしれない。

「名残なごり惜しいわ……」

　主に図書館方面を未練たらしく振り返りながら、アリシアはノーラに付き添われて中庭を通り抜け、王宮の横手に停とめられた馬車に向かっていた。カシュヴァーンたちは一番効率のいい帰路を相談するため、一足先に馬車に乗り込んでいる。

「ちょうどお誕生日がくるのですから、カシュヴァーン様に立派な図書室をおねだりすればよろしいではないですの、奥様」

　ノーラの提案に、すっかり冷たくなった風に髪をなびかせながらアリシアはぱっと顔を輝かせる。

「すてきだわ！　……でも、とってもお金がかかりそうね」

「……カシュヴァーン様はたぶん、惜しみなくお金をかけて下さいますわよ。奥様がお好きな分野の本はきっと安く手に入るでしょうし……また王宮に行きたがられるよりはましだと思われるに違いありませんわ。さ、さっさとこんなところから離れましょう」

　自分も二度と来たくない、という顔をしながらアリシアをせき立てたノーラだったが、ふと聞こえてきたにぎやかな金属音に息を吞む。

「この音……！」

「……失礼いたします、ライセン強公爵夫人」

　案の定じよう、近くのうっすら雪が積もった木こ立だちの陰かげから顔を出したのはフロリアンだった。

「まあ、マーベル様……が、お二人」

　アリシアも間違いないわよね、と確認しながらそう言った。フロリアンの側には、なぜか彼の妹であるミューゼもいたのだ。

「おはようございます。どうなさったの？　お二人で」

「王子殿下の名みよう代だいとして、お別れの挨あい拶さつをしに参りました」

「……名代？」

　いつ主あるじであるゼオルディスが出てくるかと怯えていたノーラが、怪け訝げんな顔をする。

「はい。……王子はご自分が行くと、みなさんが嫌がるだろうから、と」

　正にそのとおりの反応をしたノーラは慌あわてた顔をしたが、アリシアはそうね、と素直にうなずいた。

「レイデン伯はく爵しやく様をいじめたりなさったら、みんな嫌がるかもしれませんわ。でも、そういうことをなさらなければ、私はよろしいですわよ？」

「……全くです。人が嫌がることが分かっているのなら、なさらなければよろしいのに」

　思わず賛同してしまったフロリアンは、失礼、と短くつぶやいて表情を整えた。

「こちらを、奥様にと」

「……まあ！」

　フロリアンがおもむろに取り出したのは、アリシアが図書館に返してもらったはずの『雨の日には悪あく霊りようが大合唱』である。ノーラが「せっかく忘れていましたのに……！」と、口元を押さえて顔を背そむけた。

「数々の無ぶ礼れいを考えればささやかな物ではありますが、どうぞお受け取り下さい」

「まあ、でも、いくらただでもいただけませんわ」

「お詫わびにぜひ、とのことです。どうぞ」

　あまり熱意を感じさせない口調ではあるものの、フロリアンに譲ゆずる気配はない。

　アリシアもかなり迷ったが、やっぱり首を振った。

「いいえ……だめですわ。だってこの本、王子殿下がお好きな本でしょう？　同じ本好きとして、受け取れません」

　屋敷の図書室にこの本が置ければ嬉しいが、これはゼオルディスのものだ。

　だから受け取れない、とアリシアが断ると、フロリアンは少々意外そうな顔をしている。

「……強公爵閣下に悪い、という理由なら、是ぜが非ひでも押しつけろと言われていたのですが」

　端たん正せいな面おもてにほんの少しだけ感情の色を乗せ、フロリアンは深く一礼をした。

「違う理由ならば、持ち帰っても構わないでしょう。失礼をいたしました」

「いいえ、でも、王子殿下がこの本を読ませて下さったことに感謝しています、とお伝え下さい。とっても面おも白しろかったですわ、私何回も何回も読みましたもの。特に悪霊レーガッタとペーペルザーのくだりが」

「奥様やめて下さい思い出させないで下さい!!」

　耳を押さえてノーラが絶叫する様さまに怯えたか、すがりついてきたミューゼの肩を抱きながら、フロリアンはぽつりとつぶやいた。

「……あなたは、ゼオルディス王子を嫌わないのですね」

「ええ。あら、マーベル様は、王子殿下のことがお嫌いなの？　お友達なのに」

　普通にアリシアが聞き返すと、噓うそがつけないフロリアンは顔を強こわ張ばらせて黙り込んだ。ミューゼが「お兄様……」と不安そうな声を出す。

「でも、ミューゼ様は王子殿下のことがお好きなんですわよね。なのにお兄様が王子殿下のことがお嫌いだったら、大変ですわ」

　こういう関係が泥どろ沼ぬまに発展するのはなんて本だったかしら、と頭の中を検索し始めたアリシアの言葉を聞いて、ミューゼがそっと眼を伏せる。

「ええ……私、好き、なんです、ゼオ様のことが……」

「……ミューゼ」

　苦しげに妹を呼んだフロリアンは、思い出したように無表情を取り繕つくろった。

「お時間を取らせてしまい、まことに失礼しました。道中気をつけてお帰り下さい。それでは」

　金属板が触れ合う音をさせながら、一礼したフロリアンが踵きびすを返す。

　ミューゼも一瞬アリシアの顔を見てから、またすぐに眼を伏せ兄を追って去っていった。

「妹君は一体何をしにいらしたの？」

　別れの挨拶もしないまま去っていったミューゼの態度に不信感を抱いたらしく、ノーラはぶつぶつとつぶやいた。だがすぐに、悠ゆう長ちようなことをしている場合ではないと悟さとったようだ。

「奥様、お急ぎになって。いつまたあの王子が出てくるか分かりませんわ!!」

　ゼオルディスへの恐怖のほうが勝まさったか、気分が悪い人間とは思えない速度で、ノーラはアリシアの手を引き一いち目もく散さんに馬車めがけて駆かけ出した。

「あ、そういえば、マーベル様の『穢けがれ無き銀騎士』ってどういう意味なのかしら」

　ゼオルディスの『図書館の幽霊』にしてもそうだ。何か分かったか、また今度カシュヴァーン様に聞こう、と思いながら、アリシアはノーラと一緒に小走りに駆けた。










　見渡す限りを埋め尽くす白が、巨大な黒い屋敷をも埋めてしまっている。

「ライセンの石屋敷」の由来である、庭に並んだカシュヴァーンの背丈ほどもある巨石群さえ、雪に埋もれて全く見えない。なにせ庭を囲む石壁すら雪に埋められ、中と外との境目がない状態なのだ。

「まあ、ここも真っ白……アズベルグの雪って、本当にすごいのね……すてき」

　馬車の窓から外を覗のぞき、感かん嘆たんの声を上げるアリシアの息も白い。生まれ育ったフェイトリンでも雪が降ることはあったのだが、これほどのすさまじい降雪を眼にすることは初めてで、ただただ圧倒されてしまう。

「これだけ雪が深いと、雪にちなんだお話を読むのがいいわね。『暖だん炉ろの上の猫魔王』なんかいいわ。それともむしろ、南国を舞台にしたものがいいかしら……『椰や子しの木こ陰かげで墓参り』とか。ああでも、『七なな錬れん』や『錬れん八ぱち』なんかは、いつどこで読んでも楽しめるわね。あれを手に入れられたら……」

　ノーラに提案された図書室をもらう妄想が、最近のアリシアのお気に入りだ。金額のことを思うとちょっとカシュヴァーン様に頼みにくいけれど、もし手に入れられるならあの本も、あの本も、と、妄想は果てしなく広がっていく。

　もこもこと着ぶくれしたノーラが、のろのろ進む馬車の横を歩きながらぼやいた。

「……全部ろくでもなさそうな話ですわね……『雨あめ悪あく』よりはましでしょうけど。最初は雪も珍めずらしいでしょうが、すぐに慣れて嫌になりますわよ、奥様。まったく、エルナンド地方の王宮ではないところで越えつ冬とうしたかったですわ……」

　冬を迎むかえたアズベルグ地方の中でもさらに北、雪に染まった森の奥の屋敷へと、ライセン家一行はようやく戻ってきていた。

　事前に先触れを走らせ、道を作らせておいたのだが、今なお降りしきる雪は人の努力などあっという間に消し去ってしまう。案の定、途中で雪に車輪が取られてしまい、男性陣が総出で馬車を押す羽目になった。

「ねえノーラ、私もやっぱり降りましょうか？　少しでも軽いほうがいいと思うんだけど。それに、ちょっと雪遊びもしてみたいの」

　ノーラも馬車を押してこそいないが、乗っているよりはいいだろうと徒歩で付き従っている。ちなみにゼオルディスとの再会で古傷が悪化したティルナードも、セイグラムに強制されてアリシアと同じ馬車内に残っており、気き遣づかわしげにノーラのことをちらちら見ていた。

　だがノーラに代わり、馬車押し組のルアークが笑って答えた。さすがに寒いのか、いつもの袖そでなし服の上に毛皮で裏打ちされた上着を着ている。

「いいって、アリシアは乗ってなよ。ここの冬に慣れないうちは、あんまり外に出ないほうがいいよ。その調子じゃどうせ、馬車を降りたが最後、雪に興奮してどっかに走っていっちゃうに決まってるんだから。それに、もう着いたし」

　犬か何かのように扱われたアリシアだが、ルアークの言うとおりもうライセンの屋敷はすぐそこだ。ただし、玄関前以外は雪で覆おおわれており、その玄関前の道でさえ、横にどけられた雪が崩くずれじわじわと浸しん食しよくされ始めている。

「これは、また後で雪かきが必要ですね……」

　馬車を押す手を止めたトレイスが、途方に暮れたような顔をしてつぶやいた。

「……そのようだ。そろそろ二階の出入り口を使えるようにしないとまずいな……」

　同じく馬車を押していたカシュヴァーンが、やれやれとため息をつく。毎年このような雪に見舞われるアズベルグ地方では、建物の一階が雪に埋もれることを想定して、二階にも外との出入り口を設けてあるのだ。

「まあ、カーシュ様、奥様、お帰りなさいませ！　すぐ温かい飲み物を用意しますから!!」

　主あるじの帰還に気づいて屋敷の門から顔を出したセイラが、そう言いながら慌てて取って返していく。カシュヴァーンも後のことは使用人たちに任まかせ、アリシアの手を取って一階の広間に入った。

「あ──っっ!!」

　ライセン夫妻が屋敷内に足を踏み入れるやいなや、大声を上げたのはちょうど二階から降りてきたリュクだった。

　ただし髪はぼさぼさ、眼は虚うつろ、心なしか頰がこけてさえいる。いつもは必要以上に着飾っているくせに、着替える気力もないのか、服の袖口はおろか手の平にも絵の具が飛び散ってそのままになっていた。

「カシュヴァーン様、アリシア、お帰りなさい!!　もう俺、待ってたんですよぉ、今か今かと!!」

「ただいま、リュク。大丈夫？　なんだかぼろぼろだけど」

　にこやかなアリシアの問いかけを聞いているのかいないのか、リュクは不ぶ気き味みな笑い声を上げ始めた。

「ふっふっふ……ついに……ついに俺の才能を認める日が来ましたよ、カシュヴァーン様!!」

「いや、別に俺は、お前に才能がないとは思っていないが。ただ締め切りを守る才能はないと思っている」

　悪い熱に浮かされたようなリュクの台詞せりふに流されず、カシュヴァーンが冷静に突っ込んだ。

　普段ならたちまちしおしおとなるはずのリュクだが、変に気力がみなぎっている状態らしく、ぼろぼろながらに毅き然ぜんと胸を張る。

「馬鹿にしないで下さい、俺だってやればできるんです!!　さーこっち！　こっちですカシュヴァーン様、アリシア、それに他のみんなもこっち来て下さい!!」

　一階の奥、使用人用の居住空間をリュクは指し示した。大量に余っている部屋の中に、彼に与えられた部屋もあるはずだ。

「ええ、分かったわ、行くわ！　面白そう、カシュヴァーン様行きましょう!!」

　好奇心をそそられたアリシアに手を引かれ、いぶかりながらもカシュヴァーンが歩き出す。後からやって来たティルナード、ノーラ、トレイス、セイグラムも、何事かと不ふ審しんそうな顔をしながらついて来た。

　ぞろぞろやって来た一行を早く、早く早くとせき立てながら、リュクが案内したのはやはり彼の部屋だ。図ずう々ずうしくも元は四人用だった部屋をひとりで使っているので、かなりの広さがある。

「さあみなさん、見て下さい!!」

　広い部屋の広い壁に向かって、リュクは汚れた右手を差し上げた。

「……まあ」

　アリシアは思わず、眼鏡めがねの縁ふちに手をやってかけ直してしまった。

「一瞬、鏡を見ているのかと思ったわ……でもこれは……絵ね……？」

　まばたきもせず、壁にかけられた絵を見つめているアリシアの反応に満足したか、リュクは「もちろんだよ!!」と嬉しそうだ。

　肖しよう像ぞう画がを描けとカシュヴァーンに言われたリュクが描いたのは、カシュヴァーン、アリシア、そして夫妻と親交のあるたくさんの人々。

　中央では明るく微笑むアリシアの頭に手を置いたカシュヴァーンが、優しい笑みを浮かべている。

　二人のすぐ向こうには、頭の後うしろで手を組んで笑っているルアーク。さらに向こうには、ジェダが控ひかえめにたたずんでいる。

　アリシアの横にはノーラ、カシュヴァーンの側にはトレイスが立ち、それぞれの直属の主あるじを見つめていた。

　ティルナードがセイグラムと一緒にカシュヴァーンの側にいるのは、後見人という関係上か、今でも時々ノーラに未練をみせるリュクのささやかな抵抗だろう。本心ではアリシアもカシュヴァーンと離したかったのかもしれないが、さすがにそれは諦あきらめたようだ。

　セイラやダン、ロセといったライセン家の使用人たちもみんないる。ディネロやリドレックもいる。リュク自身もちゃっかりノーラの側におり、その横にはレネとバルロイがいた。

　締め切りを守る能力はないリュクだが、彼の絵え師しとしての才能は本物だと、この絵を見れば誰もが認めざるを得ない。その才能は鏡に映らないような部分まで、各おの々おのの姿と個性を描き出していた。

「これは素晴らしい……構図といい、色使いといい……さすがだ、リュク」

　感に堪たえない様子で、トレイスがほうっと息を吐く。

「あなた、人の絵の良し悪しはきちんと分かりますのね……」

　ノーラが小声で突っ込んだが、その声はリュクの大声にかき消されてトレイスに届くことはなかった。

「さあっどうですか!?　俺がんばりましたよね!?　カシュヴァーン様やアリシアはもちろん、ここで働いてる人はみんな描いたんですよ俺すごい偉い!!　もー最後はやけくそで、ぼんやりしか覚えてない人もいたけどみんなみんな描いたんですからぁ！」

　リュクが知る限りの親交のある人々すべての絵。ユーランが描かれていないのは、ティルナードへの配はい慮りよなのだろう。

　けれどやはりアリシアが見てしまうのは。

「カシュヴァーン様……とってもすてきな笑顔だわ」

　カシュヴァーン本人はさっきからずっと絵を見つめて呆ぼう然ぜんとしているが、絵の中のカシュヴァーンは暖かな笑みを浮かべ続けている。

「えへへっ、だよね!!　お父上の肖像に似ちゃいけないな、と思ったから、いっそ笑ってる顔にしようと思ってさ！　アリシアと違ってカシュヴァーン様にはあんまり笑顔の印象はないけど、アリシアを見て微笑んでる顔なら何度か見たことあるから!!」

　すっかり調子に乗ったリュクが、うきうきと解説を始めた。

「そしたら視線の先にはアリシアがいるべきだなって、それでアリシアがいるならルアークもノーラもトレイスさんも、レイデン伯爵もセイグラムさんもみんなみんないたほうがいいなって思ってね！　正直色塗り始めた段階で死ぬほど後こう悔かいしたけど、でも俺がんばったよ!!」

「すごいわ、リュク。やっぱりあなたは天才ね」

　素直なアリシアに持ち上げられて、リュクの勢いは最も早はや止まらない。

「へへーそうだよねーアリシア俺がんばったよ!!　カシュヴァーン様にもこれで分かってもらえましたよね、俺が努力してるってことが！　そりゃあ期日はだいぶ過ぎちゃいましたけど、その分いい絵に仕上がったと自分でも思います!!　名づけて『家族の肖像』、いいでしょ!!」

　まだ黙ったままのカシュヴァーンの反応も気にならないのか、リュクは部屋の隅すみに立てかけてあった別の絵を取り出してきて彼の前に突き出した。

「あっちなみにちなみに、筆が乗ったんであのフロリアンとかいう騎士様も描いちゃいましたぁ！　名づけて『雷らい鳴めいの銀騎士』、どうですかカシュヴァーン様!?　これも結構いい出来だと思うんですけど!!」

　特徴的な甲かつ冑ちゆうと美び貌ぼうに絵心を刺激されたのか、勢いに乗ったリュクはフロリアンの肖像まで描き上げていたようだ。激しい稲いな光びかりを背景にした、これも見事な代物ではあるが、「仕事の速さにむらがありすぎるな。我が家の絵師には雇やとえない」とセイグラムは冷たくつぶやいた。

　しかし、いつもなら即座に鋭く突っ込むはずのカシュヴァーンは、眼前のフロリアンを無視してぽつりとつぶやいた。

「……こんな風に、笑えているのか、俺は。こんな風に……ちゃんと」

「うん。そうだよ、カシュヴァーンおにいちゃん」

　何かを感じ取った様子でルアークがうなずく。

「アリシアといる時のカシュヴァーンおにいちゃんはこんな感じだよ。ね、アリシア」

　確認されて、アリシアも微笑みながらうなずいた。

「ええ、そうですわ、カシュヴァーン様」

「……そうか」

　かすかに震ふるえるカシュヴァーンの声を聞いて、リュクの表情が輝く。

「あっカシュヴァーン様今ちょっと感動してるでしょ!?　やーもー照れちゃうなあ、だけどがんばった甲か斐いがありましたよ!!」

　この絵を描くために気力と体力を使い果たし、一種突き抜けた精神状態になっているリュクは、天井知らずに調子に乗り続ける。

　反対にカシュヴァーンは徐々に調子が戻り始めているが、それに気づく様子はない。

「なんたって俺は、〈翼つばさの祈り〉教団にも認められた絵師なんですから!!　ああ残念だなあ、王宮に連れていってもらえたら、俺の才能に眼を留めてくれる美女とも出会えたかもしれないのに!!」

「ああ、そうだな。ところでリュク」

　不意に優しく、だが『家族の肖像』とは明らかに違う種類の笑みを浮かべたカシュヴァーンは、しれっとこう言ってのけた。

「ずいぶん大勢描いてくれたようだな。この絵には余白がまったくない」

「えへへ、最初はこの屋敷を背景に描いてたんですけど、人数が多くなったんでやめちゃいました！」

「なるほどな。いつか俺に子が生まれた場合、描き足す余地はないという訳か」

「……え？」

　間の抜けた表情になったリュクが自作の絵を振り返り、アリシアは「おなかが痛」くなって頰を染めた。

　その他の面々は突然の展開にぽかんとしていたが、誰からともなく口元に優しい笑みを浮かべ始めた。自称愛人のノーラはかすかに何か言いかけたものの、「……分かってましたわよ、とっくに」とそっとつぶやく。

「カシュヴァーン様、それって……」

「……まだ、いつかの話ではあるけどな。あと、言っておくが、子供ができないならできないでそれでも構わないんだぞ」

　カシュヴァーンの大きな手が、アリシアの頭に触れる。

　いつもどおりのしぐさがいつも以上に嬉しくて、にこにこしながらアリシアはリュクを励はげました。

「その時はまた描き直しね。がんばって、リュク。そうだわ、今の時点でもオーデル侯爵夫妻とエリクス様が抜けているんだけど……あとそれと」

「……うわあああああああん!!　セイラさん、ダンさあああん!!」

　これまたいつもどおりに戻ったリュクは、悲しみの声を上げながら去っていった。







「ええと、シイル様とキリアン様も描いてもらって……あら、リュク？」

「……その辺にしておいてやれ、アリシア」

　毎度無自覚に他人の心をえぐる妻を、カシュヴァーンは苦笑いしながら制した。

「一度あの馬鹿を、元王女殿下のおもちゃに差し上げようかと思ったこともあるんだが……さすがにそういう訳にもいかんだろうな。余計なことをぺらぺらしゃべられても困るし」

　元は〈翼の祈り〉教団に属していたリュクだ。今回の件で心情的な理解は深まったとはいえ、王家に近しいオーデル家に差し向けるには相応ふさわしくない。それにリュクは追い詰められるとすぐ情報を漏もらすので、日頃のいちゃいちゃぶりをばらされてはたまらないと、カシュヴァーンは諦めた。

「まあいい、期限は大幅に過ぎてはいるが、まだ誕生日がきていない連中も描かれた絵だ。そっちには間に合った、ということにしておいてやろう」

「よかった！　だって、この絵にはみんないますもの。みんなへの贈おくり物ですわね」

　とにかくリュクは追い出されずにすみそうなので、アリシアはほっとした。もっと季節のいい時期ならいざ知らず、冬場のアズベルグに放り出されたら凍死してしまう。

「そうですわね、私の美しさもしっかり描いてくれていますし。……ですけど贈り物をもらった以上、私も何かリュクにあげないといけないかしら」

　ノーラがつぶやいたのを聞き留とめ、ティルナードがおずおずと口を開く。

「あ……ノーラはその、本物のほうが……それと、た、誕生日には僕も、何か用意するから……い、いろいろ、してもらったこともあるし……」

「まっ……まあ、そうですの。いただきますわ……そしてあの、いただいた以上はちゃんとお返しを、ええ、もちろん、義務ですわよね、義務」

　もじもじしながら約束し合う二人を、セイグラムがじろりと睨にらむ。

「ティルナード様、あまり高価な物を贈るのはいけませんよ。我が家の財政事情を鑑かんがみた上での贈り物をなさって下さい」

「分かってるよ。あと……お前にも今度何か贈るから。まったく、誕生日ぐらいちゃんと教えておけよな。秋ならとうに過ぎてしまったじゃないか」

　すねたような主あるじの発言に、セイグラムがきらりと眼鏡の奥の瞳を光らせる。

「それでしたら、ジェダを雇う許可をいただきたいのですが」

「ジェダさんを？　どうして？」

　唐突に出てきたジェダの名に、ルアークがすぐさま聞き返した。

「私は執しつ事じとしては超一流だが、戦闘に関してはそれほど秀ひいでてはいない。……レイデンの屋敷の警備兵はかなり数を減らしたし、何よりあの一件で、優秀な護ご衛えいの必要性を痛感した」

　先頃レイデンの屋敷が襲われた時のことを語るセイグラムは、わずかに悔くやしそうだ。

「かといってラグラドール人を公然と雇うのは難しい。その点ジェダなら、普段は姿を隠しているから妥だ当とうだろう。レネはバルロイ様の側を離れないだろうし、これ以上妙な女をティルナード様の側に置く訳にもいかん」

　元〈玩具おもちやの兵隊〉であるジェダは、ルアークより弱いことに劣れつ等とう感かんを持ってはいるが、実際は常人をはるかに上回る戦闘能力の持ち主だ。比べる相手が間違っているとしか言いようがない。

「ルアーク、お前に会える機会が増えるとなれば、きっとあいつは二つ返事で首を縦に振る。そこにかこつけて給金も値切れる。理由は以上だ」

「……相変わらずしっかりしてるねえ」

　ジェダの話題となるとやや歯切れが悪くなるルアークは、今回も苦笑いで締めくくった。

「まあいいんじゃないかな。俺もちょうど、ジェダさんに聞きたいことがいろいろできちゃったしね」

「聞きたいこと？」

　興味を覚え、話に割り込んできたアリシアの頭ず上じようでカシュヴァーンとルアークが視線を交かわした。

　先にうなずいたカシュヴァーンが、さらりと話題を変える。

「さて、腹が減ったし飯めしでも食うか、アリシア。ところでこれからしばらく魚料理ばかりになるかもしれないが、構わないか？　魚を食うこと自体に抵抗がないのは知っているが」

「え？　ええ、私は食べることができる物ならなんでも構わないですけど」

　食べ物の話に早さつ速そく食いついてきたアリシアに、カシュヴァーンは説明してやる。

「知ってのとおり、〈翼の祈り〉の敬けい虔けんな信者は魚を食わない。だがそれで問題ないのは、たっぷり食べる物がある連中だけだ。オーデル侯爵のような大貴族や、あの方の領地のような農産物が豊富なところに住む者はいいだろうが、アズベルグの農民はそうもいかん。特に冬場はな」

　一年をとおして陽光に恵まれないアズベルグ地方では、採とれる作物の量が限られる。レイデン地方と親交を結んだ今、彼かの地の豊かな恵みの恩恵をある程度受けられるようにはなったが、毎年出る冬の餓が死し者しやを完全にふせげるかどうかは分からない。

　カシュヴァーンが〈翼の祈り〉の教えに反抗的なのは、単なる好き嫌いだけでなく、食料問題も関係しているようだった。

「ラグラドールが近いから、塩しお漬づけの魚なら大量に、しかも安く手に入れることはできるんだが……知ってのとおりアズベルグの連中は保守的で頑がん固こでな。普段は大した信しん仰こう心を持っていないような奴でも、やっぱり魚を食うのは嫌だとか抜かしやがる。なあトレイス」

　この場で最も敬虔な信者であるトレイスは困ったように笑った。彼も魚を拒んできた口のようだが、カシュヴァーンの執事となった今は食べない訳にもいかなさそうだ。

「あら、でもどうしてそれで、私たちが魚ばかり食べることになりますの？」

　不満はないが、不思議ではあるのでアリシアが尋たずねると、カシュヴァーンはさらに説明してくれた。

「俺たちが率そつ先せんして食ってみせないと、領民はなかなか手をつけない。それに俺たちが魚を食い、余った食料を飢うえた連中に回せば、餓死者は減る。絶対に食いたくないと言い張る奴に、無理やり食わせることもできんからな」

「そんなことを言って、たまに無理やり食べさせるじゃないですか……さすがに老人や病人にはやりませんけど」

　トレイスが小さく反論したが、アリシアはがぜん張りきって宣言した。

「じゃあ私、今日から魚を食べて食べて食べまくりますわ!!」

「いや、お前の勢いで食べられると、俺たちが飢え死にするかもしれないから少しは控えてくれるか……？　魚だって無む尽じん蔵ぞうに手に入る訳じゃないんだからな……」

　心遣いはありがたい、とつけくわえ、カシュヴァーンは役に立とうと息巻くアリシアにそっと釘くぎを刺した。








　終章







　王宮から帰き還かんして十日。

　すっかり雪に埋うもれたライセンの屋敷の二階、主あるじの私室には、先日までラグラドールへ情報収集に行っていたセイグラムが報告をしにやって来ていた。

「バルロイ様に話をして、ジェダを借りる許可をいただきました。あくまで籍せきはあの方の団に置き、レイデン家には傭よう兵へい団から派は遣けんされるという形にしたいと思います」

　それを聞き、トレイスを従えて文ふ机づくえにかけたカシュヴァーンは、同じく側に立っているルアークをちらりと見上げた。

「……それがいいだろう」

「だね。いざとなったら、ちゃんとしらを切れるようにしておかないと」

　立場をわきまえたルアークは、セイグラムの言っている意味を正確に理解している。

　ジェダを正式にレイデン家に雇やとい入れれば、彼らにも直接的に元〈玩具おもちやの兵隊〉との繫つながりができてしまう。だからこんな回りくどい真似をしているのだ。

「俺も一回バルロイおじさんちの子になろうか？　ラグラドールからの派遣兵ってことにすれば、おじさんとけんかしたくない宰さい相しようおじいちゃんの追及は減るかもよ」

「だめだ。お前をあのおっさんに取られるのは避けたい」

　バルロイは以前から、有能な戦士であるルアークに興味を示している。

　王家の追及を回避することを理由に、ルアークが団入りしたが最後、うまく丸め込んで配下に加えることを企たくらむのは間違いない。……あるいは、商しよう売ばい敵がたきとして排除するか。

「まーね。バルロイおじさんは結局、良くも悪くもラグラドール人。おにいちゃんたちとは最終的な利害が一致しないからねえ」

　ジスカルド嫌いで貧乳幼女に弱いなど、カシュヴァーンと共通点の多いバルロイだが、情に流されるだけの男ではないところも共通している。

　一度はディネロとの仲なか違たがいを目もく論ろみさえしたバルロイが望むのは、あくまでラグラドール人の利益なのだ。凄すご腕うでの暗殺者として、傭兵たちのお株を奪いかねない働きをする元〈玩具の兵隊〉たちは、同じ餌えさ場ばを争う敵である。

　レネを配下としたのにも、そのあたりの事情があるのだろう。レネ本人は分かった上でバルロイを慕したっているのだろうが。

「それにルアークはうちの子ですもの。ね、カシュヴァーン様」

　言ったのは、セイグラムがカシュヴァーンのところに行くのを見かけてそのままついて来たアリシアだ。

　いつもなら彼女がちょろちょろしていればノーラが止めるのだが、最近養よう生じよう中のティルナードの部屋にいることが多く、奥方は野放しなのである。カシュヴァーンも当初は追い払う素そ振ぶりを見せたが、アリシアも今回の件にはある程度関わっているため、結末が気になるだろうと同席を許した。

「……うん。ありがと、アリシア」

　照れたようにルアークが微ほほ笑えんだのを契けい機きに、セイグラムが眼鏡めがねを押し上げ話題を変えた。

「次に、王家の周辺事情についてです。まずラグラドールとの融ゆう和わ政策は、強公爵閣下の見立てどおり自然消滅を狙ねらっているかと思われます。国王陛へい下かはまだ体調が安定せず、気分が優すぐれないという理由で公務を中座することもしばしば。……その穴はスタンバールの宰相及び、例の王子殿下が埋めている模様です」

　ゼオルディスの名を口にするのも嫌だ、と言わんばかりの口く調ちようでセイグラムは報告した。同じぐらい苦い表情になったカシュヴァーンを見つめ、

「あんな男が次代の国王など、冗談ではない。分かりやすいだけオーデル侯爵のほうがまだましです。強公爵閣下、いかがです。本気で国王の座を狙ってみては」

「どさくさに紛まぎれてまたその話か。俺だってあいつが国王になるかと思うとぞっとするが、いくらなんでもそれはない。というかお前、そんな話をあちこちでしているなら本当にやめろよ？　今回もそのせいで王宮に呼ばれたりしたんじゃないだろうな……」

　うんざりしたようにカシュヴァーンは否定するが、対抗策を講じる必要性は感じている様子だ。

「……とはいえアリシアにも、散さん々ざんちょっかいをかけてくれたしな。おまけにまだ何か企んでいるに違いない。……まったく、幽ゆう霊れいは幽霊のままでいてくれればよかったものを」

『図書館の幽霊』なるゼオルディスのあだ名に引っかけて、カシュヴァーンは苦い息を吐はく。幽霊、という単語にアリシアは敏びん感かんに反応した。

「カシュヴァーン様、そういえば、王子殿下の『図書館の幽霊』というあだ名はなぜついたのかしら。図書館がお好きだから？」

　失言に気づいたカシュヴァーンはアリシア以外の三人に視線を走らせ、それからぽんとアリシアの頭に手を置いた。

「……アリシア。最初はお前が持ってきてくれた情報ではあるが、『図書館の幽霊』の語源は王宮の禁きん忌きだ。『穢けがれ無き銀騎士』も、どうやらその妹のこともな。悪いが、詳しいことは話してやれない」

　カシュヴァーンも口に出しては言わないが、好奇心の赴おもむくままに勝手な行動を取りがちなアリシアに、扱いの難しい情報を伝えるまいと思っているのは明白だった。

「……はい。ごめんなさい、カシュヴァーン様……」

「悪く思わないでくれ。……あの王子殿下は厄やつ介かいな相手だ。できるだけお前を関わらせたくない、分かってほしい」

　眼と眼を合わせ、真ま面じ目めな口調でそう言われて、アリシアはこっくりうなずいた。

「アリシアってたまーにもてるから心配だよね、カシュヴァーンおにいちゃんも」

　ルアークの茶々に、セイグラムが眼鏡の縁ふちに手を添えアリシアを見つめる。

「アリシア様がもてる？」

　しげしげと見つめられ、アリシアはごく普通に微笑み返したが、脳天気な笑顔を見てもセイグラムはまったく得とく心しんがいかない様子である。

「血筋はいいし、一見ぼーっとしてて手を出しやすそうなのがいいんじゃない？　実際は意外に鋭いとこもあるのにね。まあ言いよる相手はだいたい変な男に限られるけど、世の中変な男は案外いっぱいいるし」

「……ルアーク、それはつまり、カシュヴァーン様も……いや、なんでもない」

　トレイスは慌あわてて口をつぐんだが、カシュヴァーンは彼の言葉も耳に入らない様子で真剣な顔をしている。

「いや……だが、最近アリシアは可愛かわいくなってきたからな」

　室内に沈ちん黙もくが満ちた。

「……まあ、カシュヴァーン様……」

　アリシアは「おなかが痛」くなってぽっと頰ほおを染めたが、他の面々は一いち様ようになんともいえない顔をしている。

「可愛くなってきただろう？　俺もたまに、眼が離せない時があるぐらいだ。やはりあまり外に出さないほうがいいな……これ以上おかしな虫がついてはたまらん」

　薄うすら寒い空気に気づいていないのか、カシュヴァーンがあくまで真面目なので、セイグラムがそっと眼鏡を外はずして彼に差し出した。

「強公爵閣下、お気を確かに。私の眼鏡をお貸ししましょう」

「……カシュヴァーンおにいちゃん、俺、アリシアのこと大好きだし、可愛いとは思ってるけど、それは中身も合わせてのことでね……ディネロ様とかあの王子様も、たぶん見た目が気に入ってる訳じゃないと思うけど……」

　ルアークがさり気なくひどいことを言った。

「ご、ご夫婦は似てくるものとはアリシア様もおっしゃっていましたが、まさかカシュヴァーン様が天然、いや、このような形でとは……確かにカシュヴァーン様は、昔から決して審しん美び眼がんが鋭いほうではありませんでしたが」

　トレイスまで狼ろう狽ばいしてそんなことを口走ったので、カシュヴァーンはむっとした顔になった。

「おいなんだ、審美眼についてはお前に言われる筋合いはないと思うぞトレイス!!」

「カシュヴァーンおにいちゃん、トレイスさんの審美眼自体は別におかしくないよ。ただきれいだと思った物をきれいに再現できないだけだよ」

　またひどいことを言ったルアークの横で、カシュヴァーンとトレイスが言い争いを始めた。

　セイグラムが「見た目だけならどう見てもあの雌めす猫ねこのほうが美人ですよ」と話し始め、そこにセイグラム帰還を聞いて起きてきたティルナードとノーラも加わり、最終的にはなぜか「誰が一番美人か」という論争が始まった。

「こういう風に仲良くしている姿を、リュクに描いてもらってもいいわね」

　ひとり論争の輪から外れたアリシアは、自作の絵を指して「カシュヴァーン様はやはり眼鏡をかけるべきです、私とアリシア様を間違えるなど！」と叫んでいるトレイスの声を聞きながらにこにこしている。

「わーなんですか、楽しそうだなあ、俺も交まぜて下さいよー」

　騒ぎを聞きつけ、ひょっこり顔をしたリュクを見つけ、ちょうどいいとアリシアは提案してみた。

「ねえリュク、今度はみんながおしゃべりしている姿を絵に描いてもらえないかしら」

「え、えっ？　この間あれだけ描いたのにまた描くの……？」

　ようやく身だしなみを整える余裕も出たリュクは、ぎくりと顔を強こわ張ばらせた。

「あら、でもそうね、あれだけの人数を描くのは大変よね。そうだわリュク、トレイスに絵を教えているのでしょう？　人数が多くて大変なら、半分描いてもらったら？」

「え……？　俺の絵と、トレイスさんのあの絵を合体させるの……？」

　出来上がりを想像してか、顔を引きつらせたリュクをよそに、アリシアはにぎやかな家族の空気を楽しんでいた。











終　　　










　あとがき




　ちょっと発行の間が空いてしまいましたが、みなさん覚えておいででしょうか？　小野上明夜と申します。シリーズ六作目『死神姫の再婚　─鏡の檻に棲む王─』を手に取っていただきましてありがとうございました！







　今回の新キャラは、今まで名前だけちょろちょろ出ていた人もいますが、王家の関係者が五人です。多いな!!　人間関係もだんだんぐちゃぐちゃになってきたので、人物相関図つきです。

　相関図では「？」扱いのゼオルディス王子は、最初のコンセプトは確か「カシュヴァーンに友達を作ってあげよう」でした。……どこかで何かを盛大に間違えた気がします……。

　カシュヴァーンの悪いところとルアークの悪いところを足して割らなかったようなこのキャラは、清すが々すがしいほど人間としてだめなので、かえって書きやすいです。初期設定では眼帯キャラだったのですが、傷を丸出しにしているほうがそれらしいので今の状態になりました。

　そんなゼオルディスに振り回されるマーベル兄妹は、作者の色素薄い美形萌え＋仲良し兄妹萌えを反映した二人です。常にかりかりした兄と、いつもびくびくした妹は、ゼオルディスとセットで今後もちょこちょこ出てくると思うのでよろしくお願いします。おどおど王様とびしばし宰さい相しょうもついでにどうぞ。




　いつもの面々も王家の人々に振り回されておりますが、主役夫婦も翻ほん弄ろうされながらももう一歩前進、といったところでしょうか。アリシアは前巻の展開を踏まえ、じわじわと「特別」な「好き」の素晴らしさと恐ろしさに気づきつつあるような……そうでもないような……。

　誕生日ができた「息子」のためにも、カシュヴァーンにはそろそろ覚悟を決めてもらいたいところですが、「お父さん」にはいろいろと思うところがあるようで……。うっかり鏡の檻に引きこもってしまわないよう、もうしばらく見守っていて下さればと思います。

　今回は他のカップルもたくさん書けて楽しかったです。ジスカルド・エルティーナ夫婦にしろバルロイとレネにしろティルとノーラにしろ、それぞれの恋模様もついでに見守って下されば幸いです。

　……トレイスの絵は五百年見守ってもたぶんあのままだと思いますので、ほっといてあげて下さい。なんとかしてやれよ、リュク。




　そして帯でもうお分かりのことと思いますが、「死神姫の再婚」がドラマＣＤになります!!　発売日は近日公開とのことです。それもこれも応援して下さったみなさんのおかげです、ありがとうございます!!　豪華声優陣の夢の競演、誰より私が一番楽しみなわけですが、よろしければみなさんも楽しみにしていて下さいね。

　夫婦以外のキャストにつきましては詳細はビーズログ文庫の公式サイトでご覧下さい。もれなく豪華だよ！　個人的にはユーランのキャストがすごすぎて泣きそうだよ!!

　他にもお楽しみが、いろいろとありますので、お財布に余裕のある方はぜひよろしくお願いします。




　最後に、だんだん恒例になりつつありますが、今回またビーズログの携帯サイトにカシュヴァーン視点の番外短編『入れ知恵は淑女のたしなみ』を書かせていただきました。前回までの二作プラス二周年記念小冊子の一作で『何となく夫婦が寝てる』シリーズが終わり、今回から新章シリーズ突入？　って感じです。ただいま配信中ですので詳細は帯の折り返しをご覧くださいませ。こちらもよろしくです。




　レネのイラストが可愛すぎる担当・三ヶ尻様、なぜかゼオがお気に入りらしいイラストレーター・岸田メル様と一緒にがんばりますので、じんわりいろいろ展開している「死神姫」を今後も応援して下さいね。





二〇〇九年四月　　小野上明夜　
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